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　セキティア高原に凶きよう悪あくな山さん賊ぞくが出る。そんな噂うわさが広まりつつあった。

　最初の被害者……というか、被害商隊が出たのが五日前で、山賊に襲われた商隊の者たちは命からがら逃げだしてきた。人的被害がなかったのだけが不幸中の幸いだったが、運んでいた荷と、それまでの売り上げすべてを強ごう奪だつされてしまった。

　それからは毎日、高原のどこかで商隊や旅人が襲われるようになった。

　セビリ＝アンテ都市同盟の支配地域であるセキティア高原は比較的治安のよいことで知られており、商隊が山賊に襲われたという報しらせは、各地の商人たちを驚かせた。

　セキティア高原は都市同盟の支配地であるから、普通なら、被害に遭あった商隊は、ただちに最も寄よりの都市に乗り込んで損害に対する賠ばい償しようを要求したいところである。だが、今回の事件の場合、かなり微妙な要素が含まれていた。

　第一の問題は、高原が都市同盟の支配地域であると言われていても、同盟諸都市の支配地であると明確に他国から認められていない点だった。高原は同盟諸都市が自由に活動できる場所、と周辺諸国家に黙認されていただけに過ぎないのだ。

　さらに、もう一つ、厄やつ介かいな事実がある。商隊が襲撃されたのが、セビリ＝アンテ都市同盟に属する二つの都市の中間点付近だったことだ。明確な国境線などというものが存在していないこの世界では、互いの都市の中間点がどちらに属しているのかなど、判定のしようがないのである。

　それでも黙って引き下がれない商隊の主催者は、最寄りの都市に乗り込んで、損害を補償するように請求した。

　ところが。

　要求を突きつけられた都市は、互いに責任を相手に押しつけ合い、責任逃のがれに走ったのだった。商隊の主催者は二つの都市を行ったり来たりした挙あげ句く、最後には両方の都市から「そこは当都市の支配地とは認められていない」などと言われ、憤ふん慨がいしてこの地を去っていった。

　事件がこれだけだったら、それほど大きな問題にならなかったかもしれない。だが、翌日以降も同じような被害に遭う商隊が出たために、影響は無視できないほど大きくなってきていた。

　この地域は避ひ暑しよ客きやくが落としてくれるお金が主要な収入源なのである。今ふうに言えば「観かん光こう立りつ国こく」といったところだが、毎日のように高原のどこかに山賊が出るとなれば、二の足を踏む避暑客が続出するかもしれない。避暑客が減れば、たちまち住民の収入も減る。避暑客や住民相手に商売をするために足を運んでいた商人たちも、避暑客がいない、住民は金を持っていない、おまけに山賊が出るとなれば、寄りつかなくなるだろう。そうなれば、商人や旅人から徴収していた通行税も落ち込む。

　特別な産業があるわけでもないセビリ＝アンテ都市同盟諸国にとって、大げさに言えば国家存そん亡ぼうの危機に繋つながりかねない事態になっているのに、王室も役人も軍人も、総じて危機感に乏しかった。

　本当なら最初の被害が出たときに、きちんとした対応をしなくてはならなかったのだ。ところが応対に出た小こ役やく人にんは、国家の経営のことなど何も考えていないのだから始末が悪い。彼らは、ひたすら自分の責任にならないようにという事なかれ主義に終始し、できるなら、他ほかのところに責任を押しつけたいと、そればかりを考えていた。

　この初動の誤りが、結局、対応が後ご手て後手に回る大きな要因となった。そして、都市同盟諸国が有効な手を打てないでいる間に、山賊は暴風雨か何かのような勢いで高原を荒らし回り、セキティア高原には神しん出しゆつ鬼き没ぼつの恐ろしい山賊がいるという噂は、周辺地域に確実に広まっていった。

　それでも商売に来る商人はいる。荷を運んでくる商隊もいる。何しろ頼まれた商品を運ばなければ、商人としての信用を失ってしまうのだから、どんな障害が待ち受けていようと商品を運ばないといけないのだ。

　昨日きのうも、そんな哀あわれな商隊が恐るべき山賊の餌え食じきになったばかりだった。
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　森の中に身を潜ひそめ、じっと獲え物ものが通りかかるのを待っている山賊は、総勢で五、六人ほどいるだろうか。街道の両側に広がる森の白しら樺かばの木こ立だちに隠れ、見事に自分たちの気配を消している。その一いち事じだけで、山賊たちがかなりの腕前であることが見て取れる。

　いずれもが細身の筒つつ袴ばかまと筒つつ袖そでの上下に身を包み、革製の上うわっ張ぱりを羽は織おっている。腕や足には、膝ひざ当あて、臑すね当あて、肘ひじ当あてなどを着け、足あし下もとは革製の長なが靴ぐつで固めていた。覆ふく面めんをしているので、表情はまったく窺うかがえない。頭には革製の小しよう兜かぶとまで被かぶっていた。大小長短の違いはあれど、全員が腰や背中に剣を帯びている。

　近づいてくる商隊は、幌ほろ付きの荷馬車が四台、それに加えて、馬に乗っている護衛が五人という構成だった。

　アンテルノへ向かう商隊の主催者――ガイウスという名の男だった――は、山賊が出るという噂を聞いて護衛を雇やとったのだ。予定外の出しゆつ費ぴだったが、背に腹は代えられない。相手は神出鬼没の山賊で、セビリ＝アンテ都市同盟諸国の兵士による必死の追つい及きゆうにも、未いまだに尻尾しつぽすら摑つかませていない。

　都市同盟内の顧客から注文された品や当地で売り捌さばこうとする品など、荷を満載にしてここまで来た以上、今さら引き返すわけにもいかない。だが、山賊は怖い。積み荷を奪われれば破産してしまう。そこでガイウスは、仕方なく護衛を雇ったのである。

　その代わりに腕の立つ者を雇った。どうせ金を払うのなら、多少高くついても腕の確かな者がいい。安やす物もの買いの銭ぜに失うしないは、商人がもっとも嫌うことである。

　この五人は、近隣諸国でも、そこそこ有名な賞金稼ぎだった。

　今ではセビリ＝アンテ都市同盟の商業組合が、ここの山賊に賞金をかけていたから、商隊に雇われた者から雇用主を持たない者まで、セキティア高原には多くの賞金稼ぎが集まってきていた。

　ガイウスの商隊に雇われた護衛の長おさは、まず二人の部下を先行させ、街道前方の安全を計はかっていた。

　先行する二人が、隠れている山賊たちの目と鼻の先を通りすぎていった。二人は自分たちを狙っている者の存在に、まったく気づいていない。偵察の二人が行き過ぎた後、少しして商隊の本隊――四台の荷馬車と護衛の三人――が通りかかった。

　山賊の首領と思おぼしき人物が大きく右手を挙げた。その合図で、まず街道の左から三名が飛びだしてきた。

「なにぃっっ!?」

　護衛の長は目を剝むいた。

「先行した二人は何をしていたんだっ!?」

　二人は、隠れている山賊に気がつかないほど間ま抜ぬけではない。普通なら。であれば、この山賊たちは普通ではないのだ。長は、そこに気づくべきだった。だが彼は、たんに二人がしくじったのだと判断してしまった。

「たった三人だ。迎え撃て」

　剣を抜いた護衛の長が馬を走らせ、三人に向かって突進した。残りの二人も遅れずについていく。

　先行していた二人が後方の異変に気づいて、大急ぎで引き返そうとした。だが、その前に二人の山賊が立ちはだかった。

　後方では三対三。前方でも二対二。人数的にはまったくの互角である。

　ならば、負けるわけがない。

　護衛の五人は誰もがそう思った。彼らは自信満々の態度で現れた山賊に立ち向かった。その姿を商隊の者たちは期待を込めた目でじっと見守っている。この五人なら、きっと山賊たちをやっつけてくれるだろうという期待の目で。

　だが、彼らの期待は、あっさりと打ち砕くだかれた。あっという間もなく、五人は山賊に斬り倒されてしまった。

　山賊たちは、みな、剣を一振りしただけだ。それで五人はばたばたと倒れ込んだ。倒れた彼らの体の周囲に赤い液体が飛び散った。それを見た商隊の者たちは、みな腰を抜かし、馬車の御ぎよ者しや台だいで、荷台で、へたり込んでしまう。

　そこへ、山賊の首領と思しき人物が近づいてきた。

　大柄なそいつは斬り合いに加わっていなかったから、返り血も浴びていない。そいつは低く迫力のある声で言った。

「命が惜おしければ、積み荷を置いてとっとと立ち去れ。もしも抵抗するのなら、この場で斬り殺す」

　山賊が腰の剣を抜き放つと、へたり込んでいた隊商の者たちは発ば条ね仕掛けの人形のように跳はね起き、悲鳴を上げ、何もかも放りだして逃げていった。

　こうして、昨さく日じつ、また一つの商隊が山賊によって襲われたのだった。

　最寄りの都市に命からがら逃げ込んだ商隊の者は、積み荷を奪われ、雇った護衛がすべて殺されてしまったことを、巡回担当の兵士に涙ながらに訴えた。巡回部隊の責任者は善処を約束してくれたが、賠償に関しては、言を左右にして確約を与えなかった。

　商人ガイウスは、自分が所属する商人組合に、セキティア高原の危険性を声を大にして伝え、仲間に注意を喚起した。

　セキティア高原の凶悪な山賊の噂は、今や高原だけに留まらず、アゥストラーシュ大平原の湿地帯全域にまで広がり始めていた。
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　カッシゥス王子を護まもって、湿地帯のとある都市に身を潜ひそめていたファンフェッダやアルデリィナは、盗賊の噂を聞く度たびに不安で胸が押し潰つぶされそうになった。何な故ぜなら今、ドゥイエンヌやガブリエラたちが高原に出で張ばっているからだった。

　取り返しのつかないことにならなければいいんだけど……。

　ファンフェッダは虞おそれと不安に身を苛さいなまれながら、白はく兎と騎き士し団だんの本拠地へと走ったセリノスが戻ってくるのを、ひたすら待ちわびていた。
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　オケィアノスは、気になって仕方がなかった。

　何が？

　警備の兵の目を騙だまし、誤ご魔ま化かし、欺あざむいて、まんまとアンテルノから王子を脱出させてしまった一団のことがだ。

　女が十二名に少年が一名（二名？）の集団。

　いったい、どこの何者なのか。

　いくら考えてもオケィアノスには判らない。

　セビリィノ王宮の女によ官かんたち、という線はあり得なかった。あんな馬ば鹿か馬鹿しくも奇き想そう天てん外がいの策を考えられる頭脳の持ち主などいない。百歩譲ゆずって考える者がいたとしても、実行できる度胸と行動力のある者が、いるはずもない。

　では、いったい誰が……。

　わざわざ王子を伴ともなって脱出していったのだから、セビリィノと何らかの関係がある者のはずだ。となると、セビリ＝アンテ都市同盟内の他たの都市にいるセビリィノ王家支持者の手の者か？

　だが、いくら調べても、そんな者、そんな勢力の存在は浮かんでこなかった。

　それに女十二名の集団というのが……。

　そこがオケィアノスには引っかかる。

　それとも王子に女装させたように、十二名のうちの何人かは、男が女装していたのだろうか。

　自分がその場にいれば、と悔くやしく思うが、しかし、今そんなことを言っても何も解決しない。

　都市同盟にいないのなら、湿地帯諸都市の手の者だろうか。

　その可能性は皆かい無むとはいえなかった。

　セビリィノ王が、アンテルノ王の動きに警戒心を抱き、密ひそかにどこかの都市と裏で手を結んでいたということは考えられる。だが、その場合、招きに応じてのこのことアンテルノまで出で張ばって来たのが判らない。しかも、家族まで伴って。

　警戒していたなら、易やす々やすと誘いには応じないだろう。応じたとしても、家族を連れてなど来ないはずだ。じっさい、そのために王自身だけでなく、第一王子をも失う羽は目めになったのだ。

　判らない。まったくもって判らない。

　王子を脱出させた女たちの正体が皆かい目もく見けん当とうもつかないので、オケィアノスは珍しく苛いら立っていた。

　今のところ、ことは順調に進んでいる。唯ゆい一いつの誤算が王子に脱出されたことだ。だが、王子単独では何もできない。逃げだして、どこかに隠れているとしても、現状、それだけでは脅きよう威いにもならない。

　しかし。

　小さな懸け念ねんが一つある。王子が単独で脱出したのではないことだ。王子を脱出させた者たちがいる。そして、その者たちの素す性じようが判らない。

　彼の直感は告げている。

　このまま捨て置いてはいけない、と。

　彼は切り札を使うことに決めた。

　こんなときのために高い金を払って手元に置いているとっておきの手て札ふだだ。いま使わないで、いつ使う!?

　オケィアノスは、ある人物に使いを遣やり、その人物を王宮へと呼びよせた。
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「直じき々じきのお呼び出しとは珍しい」

　オケィアノスの執務室を密かに訪おとずれた人物は、暗色の服に身を包み、その上に、同じような暗色の薄手の外がい套とうを羽織っていた。顔も半分以上が布で覆おおわれていて、目め許もとしか見えていない。

「いつもは、誰かを間あいだに挟はさむのに」

　大きな執務机の向こうに座ったオケィアノスは、両りよう肘ひじを机に載せ、顔の前で両手を組んで、呼び寄せた人物の目を正面から見み据すえた。いつも陽気な笑みを浮かべているオケィアノスだが、今日の彼に笑みはなかった。

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではない、ということですよ」

「おや？」

　相手は微かすかに笑ったようだ。

「それもまた、珍しい」

「無む駄だ話ばなしはいいです。仕事の話に入りましょうか」

　相手は小さく肩をすくめた。

「で、今回は誰を暗こ殺ろせばいいのかな？」

「いえ、今回は暗殺ころしではありません」

「なんとまぁ、今回は何から何まで珍しいことばかりだ」

　という相手の冗談に反応せず、オケィアノスは抑おさえた調子で言葉を継ついだ。

「調べ物をしてもらいたいのですよ。その結果次第では、誰かを暗こ殺ろしてもらう必要が出てくるかもしれませんが」

「そう来なくてはね」

　オケィアノスの眼前に立つそいつは、揉もみ手でをするように身を乗りだした。

「で、何を調べろと仰おつしやる？」

「この街から、カッシゥス王子を連れて逃げだした連中のことは聞いていますか？」

「ああ、あれね」

　相手は、くすくすと笑いだした。

「聞いていますとも。なかなか見事な手て並なみだったようですねぇ。人の盲点を衝つくというか、人を小こ馬ば鹿かにしているというか、面白いことを考える連中でしたね」

「そいつらの正体を探ってもらいたいのですよ」

「それは……しかし、わたしに命じるより、配下の兵を動員して探らせたほうが早いのでは？　いくらわたしでも、一人で調べるのには限界がありますよ？」

「普通なら、そうしていますがね」

「今は普通ではないと？」

「そういうことです。今は非常事態なのですよ。逃げた王子の捜索にセビリィノの監視と包囲。街道の巡回に同盟都市の抑え。それに加えて、森林地帯に山さん賊ぞくまで現れる始末ですからね。この調査に兵を使いたくても、使えるような人員は、もう残っていないんですよ」

「なるほど、そういうことならば」

　暗色の目立たない服に身を包んだ人物は小さく頷うなずいた後あと、ですが、と言った。

「その連中、王子を連れて、とっくにどこか遠くへ逃げ去ってしまった、という可能性はないのかな？」

「ないことはありません。しかし、わたしはこの近くに留とどまっている可能性のほうが高いと睨にらんでいます」

　相手の目が僅わずかに開かれた。

「へえ？　そうなんだ？」

　オケィアノスは組んだ両手を解ほどき、目の前の人物から視線を外さないまま、椅子の背に自分の背を預けた。

「あれほど鮮やかな脱出劇を見せた者たちですからね。そのまま逃げるよりは、王子をセビリィノへ帰還させ、王位に即つけようと考えるのではありませんか。いや、むしろ、そのためにこそ王子を脱出させたと考えるべきでしょう」

「ああ、うん、なるほど。それはたしかに」

「ですから、クレアーノと奴やつの部下を平原に派遣しました。どこかに留まってこちらの様子を窺うかがっているのなら、網あみにかかるかもしれません」

　と言ったオケィアノスだが、すぐに、いや、無理でしょうね、と首を左右に振った。

「クレアーノなどに見つかるような奴らとも思えません。だからこそ、あなたを呼んだのですよ」

　相手は小さく肩をすくめた。

「ええ、わたしはオケィアノス様に飼かわれている身なのでね、働けといわれれば、いつでもどこでも働きますとも」

「では、さっそく取りかかってもらいましょうか」

　相手は静かに右手を挙げ、掌てのひらをオケィアノスに向けた。

「その前に少し確認しておきたいのだけど」

「なんですか？」

「一つ目」

　相手は指を折り曲げて一度、握にぎり拳こぶしを作ると、そこから人差し指だけを伸ばした。

「その集団に心当たりはないのかな？」

　オケィアノスは即座に、そしてきっぱりと否定した。

「ありません」

「まったく？」

「まったくです」

「では、二つ目」

　相手は中指も伸ばした。

「その連中は、本当に女だけの集団だったのか？　ああ、もちろん王子を除いて……という意味だけど」

　今度のオケィアノスの返事は、些いささか歯切れが悪いものだった。

「それは……断定できません」

「できないのか」

「そうです。最初の報告では女十二人に、さらにその中の一人の弟が加わっていて、都合十三人の集団となっていました。その弟というのが王子と思われたわけですが、クレアーノに確認してみたら、そいつは王子に似ても似つかない少年だったと言いますしね。その少年とは別に女装した王子が紛れ込んでいたのだとすれば、女は十一人だったということになります。しかし、それも偽装だったかもしれません。女の何人かは女装した男だった可能性もあります」

「なるほど。とはいえ」

　と相手が異を唱えた。

「クレアーノという男の評判は小こ耳みみに挟んでいるけれど、検問所で身体検査をするときに、若い女が相手だと、服を脱がせて喜んでいるそうじゃない？」

　オケィアノスの目が細められた。

「……そうなのですか？」

「あれれ？　知らなかった？」

「初耳ですね」

　暗色の服に身を包んだ人物は、顔の前に挙げていた右手を下ろし、深刻そうな声こわ音ねで言った。

「部下の行ぎよう状じようには注意されたほうがいいのでは？　いつ、足下を掬すくわれる原因になるか判りませんよ？」

「注意しておきましょう」

　相手は、それがよろしいと思いますね、と頷いた。

「それはさておき、クレアーノは、まぁ、そんな男なわけ。とすると、脱出に際して男が女装するのは……危険が高くないかな？」

「連中は、検問所の責任者がクレアーノだということを知りませんし、クレアーノがそんな下げ衆すな男だということも知りようがありません。クレアーノだから危険だ、という判断は、事前にはできないと思いますがね」

「それは……そうかもね。でも、相手がクレアーノであれ誰であれ、男が女装するのは、やはり危険度が高いことに変わりがないような気がするのだけど」

「何が言いたいのです？」

「つまり、王子の身代わりも含めて、やはり全員が女だった可能性が高いのではないか、ということを言いたかったりするわけですよ」

　オケィアノスが身を乗りだした。

「その根拠は？」

「そのほうが楽しそうだから……じゃ、いけない？」

　ふん、とオケィアノスが鼻を鳴らした。

「あなたを楽しませるために高い金を払っているのではありませんが」

「はい、はい、判っていますとも。まぁ、相手が女であろうと男であろうと、なんとか追いかけてはみるけれど……あまり期待しないで欲しいなぁ」

「いいえ、期待していますよ、充分にね。何しろあなたは、あの黒猫アトラダ・フエレスの出身なのですからね」

　相手は、いやぁ、と言って、顔の前で大げさに右手を振った。

「黒猫といったって、わたしは『元』に過ぎないですしね。あまり買い被かぶらないほうがいいと思いますけど？」

　相手は振っていた右手を顔の前で止めると、顔を覆っていた布に手をかけて外した。そこに現れたのは、透すき通るような白い肌をした美しい女の顔だった。

「それにしても、王子を逃がした連中が女だけの集団だとしたら……」

「したら？」

「……いえ、随分と度胸がある連中だなぁと思ったんだけど」

「そうですね。それには、わたしも感心しました」

「まったくねぇ。大した連中だ」

　元黒猫の女は口の端はを吊つりあげ、不敵な笑みを浮かべた。

　そんな大した女だけの集団となれば、一つだけ心当たりがあるんだけど、さて、どうなのかな。
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　ここは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ自慢の露天風呂である。そう、レフレンシアやガブリエラ、ドゥイエンヌたちが黒猫アトラダ・フエレスに襲われた、あの露天風呂だ。

　冒ぼう頭とうからいきなり露天風呂か!?　というご指摘もあろうが、とにもかくにも、今回はここから物語の幕が開くのである。

　山の斜面に造つくられたここは、前方が開けていて、とても見晴らしがいい。石組みの湯舟に浸つかりながらクセルクス盆地を眼下に見下ろせば、天上界の女神たちの気分が味わえると団員の間で人気がある場所だ。ただし、ここは幹部用の施設なので、一般の団員は幹部と一緒でなければ使えない。そのために、なおさら人気が高いのだった。
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　裸で湯舟に浸かっているレフレンシアは、よく晴れた青い空を仰あおぎ見て呟つぶやいた。

「ああ、平和だな」

　レフレンシアのすぐ横でお湯に浸かっていたマクトゥシュが小さく笑った。

「たしかに。ここ二旬じゆん日じつほど、団は随ずい分ぶんと静かですね」

　この平和で平穏な時間の終しゆう焉えんがすぐそこに迫せまっていることなど、二人とも夢む想そうだにしていない。

「まったくだよ。しかし、考えてみれば、つい四、五カ月前までは、これが当たり前だったんだけどね」

「本当に。ここ数カ月のあれやこれやときたら……」

　マクトゥシュも空を見上げた。高く澄すんだ青空を、白いちぎれ雲がゆっくりと風に流されていく。流れ雲の一つが中天にある太陽を隠し、瞬時、日が陰った。

「十年分の騒動が一度に押し寄せたみたいだったわね」

　団長代理レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスと副団長代理マクトゥシュ・アルクィン・ミラネ。現在の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの序列一位と二位が揃そろって入浴をしている。

　お兎うさぎ様さまの乱の事後処理に追われていた二人が、ここでこうしてのんびりと入浴できるようになったということ自体、事後処理が滞とどこおりなく進んでいる証あかしと受け取ることもできるだろう。

「おかげで、わたしも貴女あなたも、大変な目に遭あったわけだが」

　顔を戻したマクトゥシュは、隣のレフレンシアに目をやって、お疲れ様でした、と労ねぎらいの言葉をかけた。

「寄付金は順調に集まったようですね？」

「うん、まぁ、順調といえば順調かな」

　レフレンシアは、今け朝さ方がた、ベティス大たい公こう国こくから戻ったばかりだった。例の寄付金集めの旅に出ていた彼女は、旅の埃ほこりを落とし、疲れを取ろうと、留守を預かっていたマクトゥシュを誘って、この露天風呂までやって来たのだった。

　露天風呂の周囲に団員の姿は見えないが、少し離れた場所に庶務分隊員や特務分隊員が控えている。もちろん、護衛のためだ。もしもこの二人に何かあれば、先の事件でごっそりと幹部を失っている白はく兎と騎き士し団だんは、今度こそ自壊してしまうだろう。

　護衛役は湯舟にもいた。

　団長代理付きの特別秘書官が二人、裸で湯舟の中に仁に王おう立だちになって、鋭い視線を周囲に送っている。そのうちの一人は抜き身の剣を提さげていた。緊張感に満ちた二人の様子は、どうにも露天風呂に似つかわしくない。レフレンシアは、そこまでしなくてもいいから、と言ったのだが、二人は断固として団長代理の言葉を遮さえぎり、こうして湯舟の中にまでついてきたのだった。

　レフレンシアは先代団長のマリエミュールと違って親衛隊を持とうとしなかった。大量の退団者を出して人員が不足しているので、持ちたくても持てないという側面もあるのだが、レフレンシアの性格からすれば、たとえ人員に余裕があっても、親衛隊は要いらないと言ったのではないか。

　親衛隊の代わりにレフレンシアの身辺警護を受け持つのが特別秘書官だ。そのため団長代理の特別秘書官には、腕が立ち有能な団員が――本来なら番隊の副隊長くらいは勤つとめられる者が――充あてられている。それがカイエ・カイアス・コルネリアとアマネー・アウストラルの二名だった。

　軽くウェーブのかかった長めの黒くろ碧あおの髪をたくし上げ、濡れないようにと頭頂部で縛っているのがカイエである。体格もよく、出るところも大きく出ている。

　カイエは剣士だった。ラフィネが斃たおれ、ヴィネダが団を去った今では、剣士としてはヨーコとアルゴラが白はく兎と騎き士し団だんの双そう璧へきで――クシューシカの得え物ものは槍なので、彼女は剣士には数えられていない――カイエはそれに続く第二グループの一員であるという評価を受けている。

　ただし、ドゥイエンヌに言わせれば、第二グループの一番手はドゥイエンヌ自身なのだが、それはまだ団員の総意として認められていない。

　もう一人の特別秘書官、アマネーは、痩やせて筋肉質の体で髪の毛も極端に短いから、遠目には男のように見える。だが、近づいて確認すれば……まぁ、なんというか、女性だと判るくらいの胸ではあった。少なくともジアンには勝っている。そんなことで勝っても、アマネーは決して喜ばないだろうが。

　彼女の得物はかなり特殊な物で、仲間からは鋼こう糸しと呼ばれている。だが、鋼はがねではない。この世界には鋼を糸のように細く伸ばす技術は、まだないのだ。アマネーが使う「鋼糸」とは、彼女の一族に伝わる特殊な製法の糸を秘伝の溶液に浸ひたして、さらに魔術を乗せた唯ゆい一いつ無む二にの武器なのである。鋼のように強きよう靭じんであるため、ただの糸にも拘かかわらず鋼糸と呼ばれていた。人の首に巻きつければ、野菜を切るようにあっさりと首を落とすことができるという。

　これを使うためにアマネーはつねに革製の手袋を嵌はめている。裸で湯舟の中に立っている今も、両手に手袋を嵌め、前ぜん腕わんや両の太ふと腿ももには革帯を締め、その上から鋼糸を巻きつけていた。鋼糸の中の一本には、先端に鋭く尖とがった小さな錘おもりのような物がついている。

　二人はレフレンシアとマクトゥシュを挟むように湯舟の両端に陣取り、時折、立ち位置を変えながら、油断なく周囲の気配を探っている。













　そのとき。

　ん？　とカイエが顔を振り向けた。誰かが近づいてくるのだ。

　立ちあがったカイエが、

「誰なの？」

　と誰すい何かした。いつの間にか、アマネーもカイエの横まで移動してきていた。林の中から声が返ってきた。

「庶務分隊のロミナスです」

「何かあった？」

　木々の合間から姿を現した少女の面影を残す若い団員が、湯舟の中のレフレンシアとマクトゥシュをちらと見やり、カイエとアマネーに対して白はく兎と騎士団式の敬礼を行った。

「特別遊撃小隊の早馬が到着しました」

　レフレンシアとマクトゥシュが思わず顔を見合わせる。

「なんでも、大至急、レフレンシア様にご報告したいことがあるそうで、一回生のセリノスが馬を飛ばしてきたそうであります」

　カイエが振り返った。

「どういたします、レフレンシア様？」

　レフレンシアは盛大なため息を吐いた。

「大至急ね。ああ、いいことだよ、大至急。素敵な言葉じゃないか。平穏な日常がまたしても大々的に破られる予感がする。ねえ、マクトゥシュ？」

「その大至急の報告、できることなら、わたしがいないところで、団長代理だけで聞いてくださいませんかしら」

「そんなこと言うなよ～～。自分だけ逃げようだなんて狡ずるいぞ、マクトゥシュ。もう、今となっては、貴女とわたしは一いち蓮れん托たく生しよう、一いつ心しん同どう体たい、一いち衣い帯たい水すい、一いち網もう打だ尽じん」

「……最後のは意味が判りませんけど。まぁ、仕方がないですね」

　渋しぶ々しぶといった顔でマクトゥシュが頷くと、レフレンシアはカイエに向かって軽く右手を挙げ、続いて右手で湯舟を指し示した。

「セリノスを呼んで。大至急だというのなら、話はここで聞くよ」

「ということだ。すぐにセリノスをここへ」

　はい、と返事をしたロミナスが踵きびすを返し、林の中へ姿を消した。

　それから十分ぶん時じ――六分ほど後のち、ロミナスに連れられて、セリノスがやって来た。
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「遊撃小隊所属一回生、セリノス・セレニクス・クワドロス、レフレンシア様へのご報告とご相談があって、参上いたしました」

　湯舟の端で仁王立ちになっているカイエとアマネーの前に直立不動の姿勢で立ったセリノスが、二人に向かって白はく兎と騎士団式の敬礼――右手を伸ばし、伸ばした右手を折り曲げて胸につける――を行った。

　敬礼を返したカイエが、ふん、と一つ鼻を鳴らした。

「ご苦労さん。じゃあ、すぐに脱いで」

　カイエの横ではアマネーが仏ぶつ頂ちよう面づらでセリノスを見ているが、彼女はだいたいにおいてこういう表情をしているので、とくに機嫌が悪いというわけではない。

　セリノスの目が点になる。

「……は？」

　とたんにカイエが眉を寄せ、目を細め、首を傾かしげて、不機嫌そうな顔で、ああん？　と言った。見た目が優美なだけに、カイエがそういう顔つきになると、一種異様な迫力があった。

「レフレンシア様は、湯舟に入ってらっしゃるんだよ？　マクトゥシュ様もさぁ。二人はそこであんたの話を聞くそうだから、あんただって裸にならんと、あかんだろう？　それともあんた、レフレンシア様やマクトゥシュ様が裸になってんのに、自分だけ服を着たまま報告をしようなんて、そんな不ふ埒らちで不ふ遜そんで不適切なことを考えてんじゃないだろうね」

　言葉遣いまで荒くなっている。セリノスは、だらだらと冷汗を流しながら応えた。

「いえ、そんなことは」

「ちなみに、レフレンシア様の護衛役である、あたしやアマネーも裸なのよ。あんたが服着たままで許されると思ってんの!?」

「お……思ってはおりません」

「じゃあ、さっさと脱げよ」

　凶悪な目つきになったカイエが、セリノスを睨ねめつけた。

　どうして自分は、よりにもよってレフレンシア様やマクトゥシュ様が入浴しているときに本ほん城じようへ着いてしまったんだろう、と心の底から疑問に思いながら、セリノスはもう一度、敬礼した。

「遊撃小隊所属一回生、セリノス・セレニクス・クワドロス、脱がせていただきます」

　商人っぽい簡素な裳も裾すそに短い筒袴という恰かつ好こうで馬を飛ばしてきたセリノスは、かなり草臥くたびれたそれを素早く脱ぎ捨て、下した帯おびと胸むな覆おおいも外して全裸になると、再びカイエとアマネーの前に直立不動の姿勢で立った。

「セリノス、脱ぎました」

　カイエが、ぱんぱんと手を打った。

「天あつ晴ぱれ、天晴れ」

　なんだ、天晴れって。どういう意味だよ。

　などと、セリノスは内心で軽く突っ込んでみる。すでにレオノーラやファンフェッダみたいな、とびきりの変人と密みつに接しているので、この程度ではそれほど驚かなくなっている。だから内心の突っ込みも、この程度で済んだ。

　もう一人のアマネーは、微苦笑を浮かべてセリノスを見ていた。見た目だけで言えば、アマネーのほうがカイエの今の言動に相応ふさわしいのだが、やはり白兎騎士団しろうさぎ、見た目通りではない人物の比率がかなり高いのは、すでに周知の事実である。

「ほら、カイエ、いつまでも遊んでないで、セリノスをこちらへ」

　と背後からレフレンシアの声がかかった。

　くるっと回れ右をしたカイエは、はいっ、と敬礼をして、また百八十度回った。

「ほれ、行け」

「失礼します」

　カイエとアマネーに頭を下げたセリノスは、身を屈かがめて二人の前を通り過ぎ、湯舟の縁へりの石の上に足を乗せ、そっとお湯の中に入った。そのまま静かにレフレンシアとマクトゥシュの前まで歩いたセリノスは、そこで気をつけの姿勢になり、二人に敬礼した。

「セリノス・セレニクス・クワドロス、ご報告に参上いたしました」

　湯舟にしゃがんでいる二人からだと、斜め四十五度の角度でセリノスを――もちろん裸だ――見上げる恰好になる。

　マクトゥシュが、くすっと笑った。

「素敵だね、セリノス」

「……あ！」

　思わず敬礼を解といたセリノスは、顔を赤くしたまま、手で体を隠そうかどうしようか迷っている。

「いいよ、腰を下ろしなさい」

　とレフレンシアに言われ、セリノスは、助かった～～、と安あん堵どの息を吐はいた。

　そそくさとお湯の中に腰を下ろしたセリノスは、あの、じつは、と身を乗りだした。するとレフレンシアが、さっと右手を挙げて彼女を遮さえぎる。

「ちょっと待て、セリノス」

「え？」

「君の話を聞く前に、一つだけ確認したいことがあるのだが。いやまぁ、確認するまでもないような気もするけれど、まぁ、なんというか、少しばかり覚悟が必要なのでね」

　セリノスは要領を得ない声で、はぁ、と言った。

「君がわざわざ早馬で戻って来たということは、良い報せではないんだな？　むしろ、悪い報せなんだろう？」

「な、なぜ、そう思われたのでしょうか？」

「君と一緒に任務に就ついているのが、ガブリエラやドゥイエンヌだからだよ」

　ああ、なるほど、とセリノスは思わず納得してしまった。ドゥイエンヌがこの場にいたら、なぜそこで納得してしまうのです!?　という鋭い突っ込みが入ったことだろう。

　しかしセリノスは、これは単なる凶報ではないはずだ、とも思う。たしかに厄やつ介かい事ごとに出くわしたのは事実だが。厄介な者を拾ってしまったのも事実だが。

　でも、災わざわいを転じて福と為なす、という諺ことわざだってあるじゃないか。

　セリノスは胸を張って自分の思いを口にした。彼女には重大な役目がある。迷いは見せられない。

「これが良い報せになるか、悪い報せになるかは、偏ひとえに、これからの我々の対応にかかっていると思うのです」

　なぜ、セリノスが急いで戻ってきたのか。

　レフレンシアやマクトゥシュを説得して、白はく兎と騎士団としてカッシゥス王子に肩入れすることを認めさせるためだった。それにはセリノスが適任だと、十二人の話し合いで決まったのだ。

　ドゥイエンヌは小隊指揮官として現場を離れられない。作戦参さん謀ぽう役であるガブリエラも同様だ。最年長者であるファンフェッダも、いざというときの抑えとして必要だ。アルデリィナがいないと、様々な手配や補給に支障をきたす。では他の一回生は……と見回したとき、ただ報告を上げるだけならともかく、レフレンシアやマクトゥシュを説得するというような弁べん舌ぜつを期待できる者は、見当たらなかったのである。

　と消去法でセリノスに白しら羽はの矢が立ったのは事実だが、ファンフェッダやアルデリィナは、彼女以外には適任者はいないと言ってセリノスを送りだした。何しろ、レフレンシアやマクトゥシュの鋭い質問――尋じん問もん？――を受け流し、切り抜け、切り返し、二人をその気にさせなくてはいけないのだから。

　もしもレフレンシアやマクトゥシュの説得が不調に終われば、カッシゥス王子が父王の跡を継ついでセビリ＝アンテ都市同盟の盟主の座に納まることは不可能だ。どころか、祖国に還かえることすらできなくなる。だから、セリノスの役割は重要で重大だった。

　決意を秘めたセリノスの顔を見て、声を聞いて、レフレンシアが、ほう？　という表情になった。

「よし、判った。では、君が持ってきた報せを聞かせてくれ」

　はい、と大きく頷いたセリノスは、下したっ腹ぱらに力を込めて言った。

「我々特別遊撃小隊は、セビリ＝アンテ都市同盟の内ない紛ふんに巻き込まれました。内紛とは、具体的には、セビリィノ王の暗殺と、アンテルノ王に……いえ、まだ確定しているわけではありませんが、我々はその可能性が高いと判断しておりまして、そのアンテルノ王による都市同盟盟主の座の簒さん奪だつ、であります」

　レフレンシアとマクトゥシュが目を大おお皿ざらのように見開いた。それにかまわず、セリノスは報告を続ける。

「その過程で、我々はセビリィノの第二王子、カッシゥス・カッサーノ・セビリィズ様を拾いまして、ただ今、カッシゥス王子様を保護しております」

　レフレンシアとマクトゥシュが、口をあんぐりと開けた。二人の最高幹部が揃そろって、このように間抜け面づらを見せたことなど、入団以来初めてではないだろうか。それが見られただけでも使者を引き受けたかいがあった、と思うセリノスだが、そんな思いは微み塵じんも見せず、なおも報告を続ける。

「王と第一王子が暗殺されてしまいましたから、今や第二王子であるカッシゥス様がセビリィノの王位継承権第一位の存在であります。我々、特別遊撃小隊は、同盟国の王を暗殺するという非道を行ったアンテルノ王の野望を阻止し、第二王子をセビリィノ王に即位させるための作戦行動を開始いたしました」

　我に返ったレフレンシアが、上体を乗りだして訊いてきた。少し声が震えている。

「作戦行動とは……具体的に、みんなは何をしているのかな？」

「えぇと、それがですね……」

　微妙に視線を逸そらしたセリノスは、右手を挙げて頭を掻かいた。レフレンシアの目つきが険けわしくなる。

「どうした？　王子をここへ連れてこずに、現地で作戦行動を開始したというのなら、それも当然、報告する義務があるぞ」

　覚悟を決めたセリノスは、改めてレフレンシアとマクトゥシュの顔を正面から見つめ、腹の底から声を絞りだした。

「特別遊撃小隊は、カッシゥス王子を王位に即つけるための作戦行動の一環として」

　そこでいったん言葉を切ったセリノスは、ごくりと唾つばを呑みこみ、乾いた唇くちびるを舌で舐なめてから、そっとレフレンシアとマクトゥシュに顔を寄せた。辺りを窺うように周囲に視線を走らせたセリノスは、しかしすぐに視線を戻し、団長代理と副団長代理を正面から見つめ、思いきり声を落として囁ささやいた。

「……で……をやって……す」

　レフレンシアとマクトゥシュが、ずるずる、ぶくぶくと、お湯の中に沈んでいった。




　　　　　４




　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城二階にある大会議室に、騎士団の幹部が勢せい揃ぞろいしていた。

　ここは外来の賓ひん客きやくを――といっても女性に限るわけだが――迎えたときに使用される部屋で、他の講義室や会議室よりも豪華な作りになっていた。「お兎うさぎ様さま」が閉鎖されている現状では、騎士団で最も立派な部屋の一つといってもいいだろう。そこにずらりと幹部が居並んでいる。セリノスから聞かされた重大事への騎士団の方針を決め、対応策を実行に移すために、急きゆう遽きよ、レフレンシアが非ひ常じよう呼こ集しゆうをかけたのだ。各支城やマイヨ・ルカの街に詰めていた幹部も急いで本城へ駆けてきた。

　その顔ぶれを見ておこう。

　長なが机づくえが四つ、真ん中に空間を確保する形で四角形に並べられている。

　守しゆ護ご天てんアルアラネの彫ちよう像ぞうが飾ってあるのが上かみ座ざで、その手前の机中央に団長代理レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス、その左隣には副団長代理兼任庶務分隊長マクトゥシュ・アルクィン・ミラネ、右隣には救急分隊長アナ・ハイデル・トスカルという最高幹部三人が腰を下ろしていた。

　三人から見て右側に番隊の隊長が並んでいる。

　三人に近いほうから三番隊隊長で番隊長筆頭のクシューシカ・クセノフォン・ハイドリアノス、一番隊隊長のアルゴラ・アスターシャ・アレスタ、四番隊隊長のフェーレン・カッシーノ、二番隊隊長のヨーコ・ジュン・シラサギ、五番隊隊長のアイヴィウス・アイマール・アイネリウスの順で着席している。

　一方、レフレンシアたちから見て左側いちばん手前には、警邏隊隊長で特務分隊長兼任のレオノーラが座っている。以下、庶務分隊補給担当長のエァリァス・エリダノス、同じく庶務分隊財務担当長のスレイマーニャ・スイフトソフィー・サーレッソーが着席していた。

　最高幹部三人の正面に置かれた机には、彼女たちの秘書官が二人ずつ、計六人が並んで腰を下ろしていて、その背後には、各隊の隊長付きの秘書官たちが、ひしめくように小机を並べて座っていた。

　そして、方形に並べられた四つの長机の真ん中にぽっかりと空あいた空間に立っているのは、セリノスだった。

　最高幹部も各隊長も、そして秘書官までもが白しろ銀がねの鎧よろいと長なが耳みみ兜かぶとを着用している中、セリノスだけが裳裾姿であった。

　これじゃ……査さ問もん委員会にかけられている犯罪者みたいだよな。

　四方八方からの鋭い視線に晒さらされた彼女は、脇の下に冷汗を流しながら、レフレンシアたち三人に向かって直立不動の姿勢で立っていた。

「まずは、忙しい中、集まってくれたことに礼を言う」

　レフレンシアの凜り々りしい声が会議室に谺こだました。露天風呂で見せた驚愕や動転は、すでに欠片かけらも見られない。そこには、いつもの沈着冷静で切れ者のレフレンシアがいた。

　床には敷物が敷いてあるが、壁や天井は石造りのままなので、大きな声を上げると室内によく響く。団長代理に対して、出席者が無言で頭を下げた。

「では、会議を始めよう」

　とレフレンシアが開会の宣言をした。

「我々は、いま、とても重大な局面に直面している……ようだ。対応を誤れば、騎士団の将来に禍か根こんを残しそうな、そんな重大な事態……らしい」

　ようだ？

　らしい？

　どういうことだろう、と出席者全員の目がレフレンシアに集中した。

「つまり、わたし自身もあまり信じたくないというか、信じられないというか、そんな事態なのだ。もちろん、そんな事態を持ち込んでくれたのは、あの一回生たちだ」

　もちろんなの!?

　レフレンシアの言葉に愕がく然ぜんとするセリノスだが、全員の視線が今や自分に集中しているのを感じて、慌あわてて表情を引き締める。

　自分を見る隊長たちの視線の中に、またなのか!?　という非難がましいものがいくつもあって、脇の下を流れる汗の量が一気に増したセリノスである。

「では、セリノス、報告を」

　とレフレンシアに促うながされ、セリノスは大きな声を張りあげた。

　彼女の報告が進むにつれ、隊長たちの口からざわめきが漏もれだし、そのざわめきは次第に大きくなっていった。

「……というのが、特別遊撃小隊が遭遇した事件のあらましであります」

　セリノスの話が終わると、幹部たちの怒ど号ごうのような悲鳴のような叫び声が炸さく裂れつした。あのヨーコまでもが、驚愕に顔を歪ゆがめてセリノスを見つめている。アルゴラなど、腹を抱えて笑いだす始末だった。

「諸君、静かに！」

　抑制されたレフレンシアの声が響いて、たちまち場が鎮しずまる。

　まぁ、みんなの気持ちも判らないでもないけどね。じっさい、わたしだって風呂場では卒そつ倒とうしそうになったのだしな。

　あの後あと、レフレンシアは必死の思いでお湯の中から身を起こし、セリノスの首を絞しめながら、

「どういうことか詳しく言え！」

　と迫ったのだった。

　横にいたマクトゥシュが、

「首を絞められたままでは、セリノスも話したくても話せませんよ」

　と言って止めてくれなければ、レフレンシアはあのままセリノスを括くびり殺していたかもしれない。レフレンシアでさえそうなのだから、この場で初めて話を聞かされた幹部たちが仰ぎよう天てんし、騒ぎだすのも無理はなかった。

　もっとも、セリノスの最後の話、即すなわち、特別遊撃小隊が、作戦行動の一環として、いま何をしているのか、という話はまだされていない。いくらなんでも、そこまで一気に話してしまうと、収拾のつかない騒ぎになってしまう虞おそれがあるからだ。そこでレフレンシアは、特別遊撃小隊がいま何をしているかは、改めて話を振るまでは誰にも話すな、とセリノスに釘くぎを刺しておいたのだった。

「さて、わたしが『重大事』と言った真意も、みな、理解してくれたことと思う」

　幹部たちを見渡してレフレンシアがそう言うと、こくこくと全員が首を縦に振った。

「我々は、今後、団としてどう動くかを決めなくてはならない」

　すべての出席者が、どこまでも真剣な面おも持もちでレフレンシアの口くち許もとを見つめた。

「そのために皆の忌き憚たんのない意見を聞かせて欲しいのだが……まずは質問があれば受けつけよう。判断材料が不足したままでは結論を出せないからね。こちらも急だったので、セリノスに報告書を作ってもらう時間もなかったし。ということで、何か質問のある者は挙きよ手しゆを」

　余談だが、このような会議の進行はかなり特殊な部類である。最高権力者が大方針＝戦略を提示し、配下の者たちは、その戦略目標を達成するための手段＝戦術を考える、というやり方がこの世界では普通なのだ。常識といってもいい。

　もちろん、最高権力者が他者の意見を聞く場合だってある。あるが、その場合でも、ごく少数の最高幹部に限られる。今でいえば中間管理職に当たるような多くの幹部が大方針決定の席に連つらなることなど、まずあり得ない。このような会議が持たれるということ自体、白兎騎士団しろうさぎが、この世界でも異色の存在であるという一つの傍ぼう証しようでもある。

　現代なら、さしずめ民主主義的な運営ということになるのだろうが、この時代、この世界には、そもそも「民主主義」などという概がい念ねんはないから、彼女たちは、自分たちが民主主義的であるなどとは露つゆほども思っていない。それでも、余よ所そとは少しばかり変わっているという自覚が彼女たちにもあった。幹部のその自覚は、自身の責任感と共に団への誇りと忠誠に繋がっている。だからこそ、これまで幾いく多たもあった団の危機に際して、一致団結して事に当たることができたのである。

　そして彼女たちは今回の事件が、お兎様の乱のように、団が直ちに自壊してしまうような差し迫った危機ではないものの、下へ手たをすると団の将来を危うくするような大だい事じに繋がりかねないと理解した。

　クシューシカが挙手をした。

「クシューシカ」

　レフレンシアに指名され、クシューシカが起立した。

「先ほどセリノスは『カッシゥス王子を拾った』と言いましたが、その経いき緯さつを詳しく教えていただけませんか」

「セリノス」

「はいっ」

　体の向きを九十度変えたセリノスが、クシューシカに向かって一礼した。堂々とした体たい軀くを誇るクシューシカと向き合うと、それだけで気け圧おされそうになるが、自分の役目を充分に弁わきまえているセリノスは、必死に己を叱しつ咤たしつつ、王子と遭遇したときの模様を事こと細こまかに説明した。

　聞きおえたクシューシカは、なるほど、と小さく呟つぶやいた後あと、念を押した。

「自分たちから進んで首を突っ込んだわけではないのだな？」

「誓ちかって、そのようなことはございません」

「そうか。判った」

　そう言って、クシューシカは難しい顔つきのまま着席した。セリノスは体の向きをレフレンシアのほうへと戻した。

　すぐに別の手が挙がった。挙げたのはレオノーラだ。右手を挙げたまま、体が左右に揺れている。旅立つ恋人に向かって別れの手を振る乙女おとめのようだ。あるいは、出しゆつ征せいする夫を見送る妻か。直属の上司のその様子を秘書席で見ていたレオノーラの秘書官ライラントが、恥ずかしそうにそっと顔を伏せた。

「レオノーラ」

「はぁいぃ」

　緊張感の欠片もない声と態度で起立したレオノーラは、立ってもなお、体が左右に揺れている。ライラントは上司の下もとへ走って、つっかい棒で彼女の体を支えてやりたくなった。

　レオノーラが見た目通りの人間ではないことなど、ライラントとて百も承知である。いや、その見た目とは正反対の極きわめて有能な人物であることも理解している。それでも、あのふらふらとした態度だけは我慢がならない。レオノーラが入団したときの教練官は、どうしてあの態度を直さなかったのだろうと、ライラントは不思議でしかたがなかった。もしも可能なら、今から自分がレオノーラの態度や姿勢を矯きよう正せいしてやりたいほどである。

　レオノーラが入団した年度の新人教練官がレフレンシアだったことを知ったら、ライラントもきっと納得したことだろう。面白がったレフレンシアが、レオノーラの態度や姿勢を矯正せずに敢あえて放置したのだということを。

　秘書官の思いなど知らぬまま、レオノーラがレフレンシアとセリノスを交互に見やって訊いた。

「休暇先としてセビリ＝アンテ都市同盟を選んだ理由は、なんでしょうかぁ？」

　セリノスに向かって、レフレンシアが頷いてみせた。はい、と返事をしたセリノスは、今度は右に九十度の方向転換をしてレオノーラと向き合った。

「さしたる理由はございません。いくつかの候補地を検討した結果、たまたまそこに決まったというだけであります」

「決めたのは、だぁれ？」

「……ドゥイエンヌ小隊長であります」

　ふ～～ん、と小さく唸うなったレオノーラは、

「厄介事を引き寄せる能力があるのは、ガブリエラだけじゃなかったんだぁ」

　と言った。その場に居合わせた隊長たちは、誰もが納得の表情で、思わず大きく頷いてしまうのだった。

「遊撃小隊じゃなくってぇ、災さい厄やく小隊とでも名前を変えればぁ？」

　と言いながらレオノーラが腰を下ろす。セリノスには言い返す言葉が見つからない。

　続いて手を挙げたのは、ヨーコだった。今日は彼女も白銀の鎧と長耳兜を被っている。セリノスは、彼女の鎧姿を初めて見た気がする。いや、たぶん入団式のときも鎧を着ていたのだろうが、その時点ではセリノスはヨーコを見知っていないから、見ていないのも同然だ。

「ヨーコ」

「はい」

　鎧姿のヨーコが立ちあがった。相変わらず、どこに力が入っているのか判らないような、滑なめらかな身のこなしだった。

「遊撃小隊がセビリィノの第二王子に肩入れしようと判断したのは、如い何かなる理由からです？」

　レフレンシアは、ふぅと小さなため息を吐いた。

「ヨーコ」

「はい？」

「セリノスに訊くまでもない。そんなの決まっているよ」

　とレフレンシアに言われ、ヨーコは戸惑った顔になる。

「決まっている……のですか？」

「ああ。決まっている」

「……それは？」

「それは、だ」

　レフレンシアは澄ました顔のまま、さらっと言った。

「王子が美少年だったからだよ」

　ヨーコの顎あごが、かくっと落ちた。

「わたしは直接には見ていないけど、カッシゥス王子が類たぐい希まれなる美少年だという噂は聞いたことがある。きっとファンフェッダやドゥイエンヌが王子のために動こうと主張したに違いない」

　いえ……違います……けど……。

　しかし、王子を脱がそうとしたり、王子に抱きついたりしていたファンフェッダの姿を思いだしたセリノスは、レフレンシアの主張を強く否定することができなかった。

　まぁ、たしかにあの王子様を見てると、何か守ってあげなくちゃいけないような、そんな気分になったのは事実だし。

　ヨーコが探るような視線をセリノスに向けてきた。

「そうなのか、セリノス？」

　セリノスが、ぎくりと身を引いた。

「え？　いえ、そういうわけでは……たしかにカッシゥス王子は美少年ではありましたが、だから我々が肩入れしたということは全然なく……」

　そうか、美少年なのか、それは凄いな、などと意味不明なことを呟きながら、ヨーコは静かに腰を下ろした。

「はい、他には？」

　レフレンシアが左右を見渡すと、今度はフェーレンが手を挙げた。

「フェーレン」

「はい」

　フェーレンが起立すると、セリノスはそちらに体を向けた。フェーレンは小柄な女性で、前髪が長くて目許が隠れ気味のため、今一つ表情が窺えない。

「ティーニャの正体は、アンテルノの者たちにばれていないわね？」

　フェーレンは、元特務分隊長だから、保護色のことが今でも気になっているようだ。

　本当ならレオノーラ様が真っ先に気にしなければいけないことなのにな、と思いつつ、セリノスはフェーレンの懸け念ねんを否定した。

「はい、それはだいじょうぶであります。アンテルノ兵はもちろん、宿の者にも知られてはおりません。ただ、カッシゥス王子には、我が騎士団の情報収集係であることを知られてしまいましたが」

「まぁ……状況から見て、それは仕方がないことだったようですけど。ともかく、彼女のことがアンテルノの人間に知られていなければいいのです」

　フェーレンは長い前髪を揺らして席に座った。

　しばしの沈黙が訪れる。

　ふむ、では、とレフレンシアが右手を挙げた。

「他に質問者はいないようなので、わたしから一つ質問させてもらおう」

　セリノスは、思わず身を固くした。レフレンシアとマクトゥシュの二人には、露天風呂で粗あら方かたの説明を終えている。なのに、彼女が改めて「質問がある」などと言いだすのは、いったいどういうつもりなのか。セリノスの説明に、何か致命的な部分を見つけたとでも言うのだろうか。

「休暇を取ろうと最初に言いだしたのは、誰だい？」

　う。

　セリノスは困った。迷った。

　最初に言いだしたのは、ファンフェッダだ。それははっきりと覚えている。だが、この場でそれを言ってしまってもいいのだろうか。レフレンシアやマクトゥシュ、アナの、ファンフェッダに対する評価が下がったりしないだろうか。

　それに、だ。

　ここでそのことを口にするのは、何か、告つげ口ぐちをしているようでセリノスはあまりいい気持ちがしない。

　うん、ここは、誤ご魔ま化かそう。

　そう決意したセリノスは、レフレンシアを真正面から見つめて応えた。

「特定の誰かが、ということではなく、なんとなく全員の総意で、そちらの方向に話が向かいました」

「セリノス！」

　レフレンシアの声が鋭くなった。

「はいっ」

「君が仲間を思いやる気持ちは判る。だが、噓を吐つくのはよくないな」

「ああ……うぅ……」

「べつに言いだした人間を罰ばつしようとか、そんなことは考えていない。それにだ、大おお凡よその見当はついている。だから、正直に答えなさい。最初に言いだしたのは誰だ？」

「あの……ファンフェッダさん……であります」

　レフレンシアが、ふふっと笑った。

「やはりそうか。彼女か、そうでなければジアンかアフレア辺りではないかと睨にらんだが、予想どおりだったな」

「あの、でも、べつにファンフェッダさんが嫌がる皆を説とき伏ふせてとか、そういうことはまったくありませんで……」

　いきなりレフレンシアが声こわ高だかに笑いだした。

「はははは、いや、セリノス、ごめん、ごめん」

「え？」

「今の質問はね、誰が言いだしたかを知るのが目的ではなく、君がどんな反応をするか、ということを見るのが目的だったんだ」

「が～～ん」

　セリノスが大きく仰のけ反ぞった。

「目的は達せられた。君はやはり仲間思いの善いい人間だな。それが確認できて、わたしは嬉しく思っている」

「あああ……あの……」

　顔を真っ赤にしたセリノスは、思わず腰を折り、思いきり低頭していた。

「ありがとうございます」

「ほら、頭を上げなさい」

　セリノスが頭を上げると、レフレンシアは、改めて居並んだ幹部を見渡した。

「さて、他に質問がなければ、そろそろ肝かん心じんの議題へ移ろうじゃないか。つまり、我が白兎騎士団しろうさぎは、今回の事件に対してどう動くべきか、ということさ」

「動かない、という選せん択たく肢しもありますわね、団長代理？」

　と言ったのは、救急分隊長のアナ・ハイデル・トスカルだ。見た目も優ゆう雅がで優ゆう麗れいなアナだが、声も優ゆう美びで上品である。

「もちろん、ある。それも含めて、どうするべきか、という話をしよう。これは挙手ではなく、各人の考えを順番に述べていってもらおうと思う。つまり、黙だんまりは許さない、ということだ。では」

　レフレンシアは斜め右隣に座っているクシューシカに目をやった。

「クシューシカから始めよう」

　小さく頭を下げて立ちあがろうとしたクシューシカを、レフレンシアが手で制した。

「座ったままでかまわないよ」

「ありがとうございます」

　もう一度、軽く頭を下げたクシューシカは、女性にしては低めの声で話し始めた。

「そこまで関わってしまった以上、知らん顔はできないと思います。となれば、やはりセビリィノの第二王子を保護し、可能ならば彼を王位に即つけるのがよろしいかと」

「アンテルノを敵に回してもか？」

　とレフレンシアが訊くと、クシューシカは重々しく頷いた。

「致し方ありません」

「では、次。アルゴラ……は飛ばして」

　かくっと、アルゴラの右肩が落ちた。

　あ。アルゴラ様でも、そういう反応をするんだ!?

　ちょっと驚くセリノスであった。

　上体を戻したアルゴラが、真ま面じ目めな顔で訊いた。

「わたしを飛ばすのは、如何なる理由からでありますか、団長代理？」

「君に訊いたところで、『敵対者は斬きり殺してしまえ』くらいしか言わないだろ？」

「……そんなことはありません」

「そうかい？　では、聞かせてもらおうか」

　おほん、と咳せき払ばらいしたアルゴラが、見た目に似合わぬ早口で話し始めた。

「各番隊は直ちに武装を調ととのえ、準備ができ次し第だいアンテルノへと急行、速すみやかに敵兵を排除して都市に侵入、王宮に突入してこれを制圧した後、反乱の首しゆ謀ぼう者しやであるアンテルノ王を捕ほ縛ばくし、公開処刑に……」

「はい、次の人」

　アルゴラが大きく仰け反った。

「酷ひどっっ。まだ話の途中なのに」

　うわ？　アルゴラ様でも、あんな反応をするんだ!?

　かなり驚くセリノスであった。

　確かに今日のアルゴラは「氷のアルゴラ」にしては大げさな反応を見せている。いつもより表情も出ているような気がする。だが、そのことを不審がったり驚いたりしている隊長は一人もいなかった。

　これが本当のアルゴラ隊長なのかな。

　どうにもアルゴラという人物がよく判らなくなるセリノスである。

「皆まで聞く必要はないと認める。というより、それ以上、君に話をさせると危なくて仕方がないので、打ち切っておこう」

　アルゴラの顔から、完全に表情が消えた。無表情になったアルゴラは抑よく揚ようのない声で一言、判りました、と言った。

　いや、あなたのことが全然判らないです、わたしには。

　セリノスは頭を抱えたくなった。

「では、次、フェーレン」

「はい」

　一礼したフェーレンは、簡潔に、端的に、自分の意見を述べた。

「できうることならば、関わらないほうがよいかと思います」

　フェーレンは理由を語らなかった。レフレンシアも理由を質たださなかった。

　なるほど、判った、とだけ言ったレフレンシアは、フェーレンの隣の人物へと視線を移した。

「ヨーコ」

「はい」

　一礼したヨーコが口を開いた。

「ドゥイエンヌやガブリエラがそれを必要と認めたのであれば、彼女たちの判断を信用してもいいのではないでしょうか。それに、ファンフェッダやアルデリィナも一緒だったわけですから」

　レフレンシアが、にやっと笑った。

「今年の一回生に対するヨーコの評価は、随分と高いようだね」

　ヨーコは澄すました顔で切り返してきた。

「レフレンシア様には負けておりますが」

「……そうかい。ま、いいや。では、次。アイヴィウス」

「はっ」

　座ったまま姿勢を正したアイヴィウスは、しゃちほこばった態度で言った。

「わたくしには、どうすればよいのかの判断はつきません。ですが、どうしたいかという希望はございます」

「どうしたいのかな、君は？」

「ドゥイエンヌは『窮きゆう鳥ちよう懐ふところに入れば、猟りよう師しもこれを殺さず』と言ったそうですが、わたくしも彼女の意見に大いに賛同するものであります」

「うん、そうか」

　軽く頷いたレフレンシアは、目を右側の机から左側の机に転じる。すぐ左斜め前に座っているのは、かつての直属の部下、レオノーラだ。

「レオノーラ」

「はぁい～～」

「君の考えは？　あまり長くならないように聞かせてくれ」

「えぇと、はい～～」

　レオノーラは少しだけ首を傾かしげたまま口を開いた。

「これはぁ、絶好の機会ですからぁ、利用しない手はないと思います～～」

　セリノスは、目を見開いてレオノーラを見た。番隊長たちも、少し驚いた顔をレオノーラに向けていた。

　フェーレンを除いて、他の番隊長の意見は、王子の味方をしようというものだったが、それはしかし、王子の立場に同情したり、同盟者を暗殺したアンテルノ王の非道を論あげつらったりしたもので、いわば正論だった。だが、レオノーラだけは、この事態を政治的に利用しようと言っている。レフレンシアは、即座に彼女の意図を理解した。

「利用するというのは、王子を王位に即つけて、我が騎士団の影響力をセビリ＝アンテ都市同盟に及ぼそうと、そういう意味だね？」

「もちろんですよ～～。上う手まくすれば、大平原方面に強力な楔くさびを打ち込めるではありませんか～～」

　レフレンシアが、くっくっくっと咽むせぶように笑った。

「レオノーラ。相変わらず悪あく辣らつな奴だな、君は。狡ずる賢がしこいと言い換えてもいい。もちろんこれは、褒ほめているんだが」

「レフレンシア様ほどでは、ありませんです～～。わたしなんかぁ、レフレンシア様の悪辣さには賞賛の嵐あらしです～～」

「はっはっはっ、そうなのかい？」

「えっへっへっ、そうですとも～～」

　げらげら、けらけらと笑い合っている二人を見て、セリノスは頭痛がしてきた。

　なんというか、ここにいる人たちを見ていると、狐きつねと狸たぬきと熊くまと栗り鼠すと獅し子しと土竜もぐらの化かし合いを見ているような気になるんですけど。

　唐突に笑い止んだレフレンシアが、レオノーラの隣を見た。

「次、エァリァス」

「はい」

　エァリァスは右手で髪の毛を掻きあげてから口を開いた。

「わたしは王子様を助けるべきだと思います。なぜなら」

　突然立ちあがったエァリァスは、その場で一回転した後に、ぱぁんと手を打ち、その手を大きく広げ、なんとも芝しば居いがかった口調で言った。

「それこそが白兎騎士団しろうさぎの正義、白兎騎士団の正せい道どう、白兎騎士団の誠せい心しんであると思うからです！」

　セリノスは我慢できなくなって、とうとうその場にしゃがみ込んでしまった。













「あ？」

　セリノスに気づいたエァリァスが、不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「セリノス、その態度の意味は？」

　セリノスは発条仕掛けの人形のように勢いよく立ちあがり、エァリァスに向かって気をつけの姿勢を取った。

「徹夜で馬を飛ばしてきたせいか、少し眩め暈まいがしただけですので、お気になさらないでください」

「そうか。会議が終わったら、ゆっくりと休息しなさい」

「ありがとうございますっ」

　エァリァスが腰を下ろすと、レフレンシアが、ふふん、と鼻で笑った。セリノスの言い訳など真まっ赤かな噓だということはお見通しのようだ。だが、レフレンシアは何も言わずに、最後に残った人物に向かって呼びかけた。

「さて、スレイマーニャ、君の意見は？」

　財務担当長のスレイマーニャ・スイフトソフィー・サーレッソーは、黒髪で浅黒い肌をした女性だった。陽に焼けているのではなく、地肌が浅黒いのだ。いかにも異い邦ほう人じんといった雰囲気の持ち主である。

　レフレンシアの呼びかけに、スレイマーニャはなんとも素そっ気けない声で応えた。

「わたくしに大した意見はございませんが、一つだけ言えることは、番隊を動かすのは無理だということです」

「何な故ぜかな、財務担当？」

　と訊いたのは、レフレンシアではなく、アルゴラだった。先ほどの自分の意見を否定されたと受け取ったのだろうか。

　アルゴラの問いに対するスレイマーニャの答えは、またしても簡潔にして端的、かつ身みも蓋ふたもないものだった。

「お金がないからです」

　これには、さすがのアルゴラも二の句が継げない。

「番隊を遠征させて、長期の作戦行動を継続させるだけの余力は、今の白兎騎士団うちにはございません。資金、兵ひよう糧ろうを現地調達していただけるのなら話は別ですが」

「うん、それなんだけどね、マーニャ」

　とレフレンシアが話に割って入った。

「え？　それ、とは、どれでありますか？」

　レフレンシアは、くすくすと笑いながら言った。

「いま向こうでは、特別遊撃小隊がせっせと現地調達に精を出しているそうだよ」

「……は？」

　スレイマーニャは、訳が判らないといった顔でレフレンシアを見ている。いや、彼女だけではない。番隊長たちも、レオノーラもエァリァスも、アナまでもが怪け訝げんそうな顔で団長代理を見やった。

「レフレンシア様が何を仰おつしやっているのか、わたくしにはよく判らないのですが」

　誰か判る人はいますかと、スレイマーニャが居並ぶ隊長たちを見渡したが、誰もが力なく首を横に振るばかりである。

　スレイマーニャはレフレンシアに視線を戻した。

「説明をお願いします、レフレンシア様」

「そんなに怖い顔で睨むなよ、マーニャ」

「これは地じ顔がおです、ほっといてください」

　財務担当長のスレイマーニャを間近で見るのはセリノスにとっても初めてだったが、やはり彼女も他たの幹部のように一ひと筋すじ縄なわではいかない人物のようだった。鬼の団長代理に対して、そして氷のアルゴラに対して、一歩も退ひかないこの態度は見事と言う他ほかない。

「ああ、そうか！」

　とエァリァスが膝を打った。

「特別遊撃小隊は商隊として赴おもむいたんだ。ということは、今も商人として活動中だと、そういうことですか？」

「そうじゃないんだ、エァリァス」

「あれ？　違うのですか」

「連中がいくら商売に熱心でも、商人の真ま似ね事ごとくらいでは、作戦行動を支えるだけの資金や兵糧の調達は無理だろう？」

「それは……そうかもしれませんね」

　レフレンシアが凄絶な笑みを浮かべた。

「彼女たちは、もっと手っとり早ばやくて効率のいい方法で現地調達に精を出しているようなんだよ。なあ、セリノス？」

「ええ……まぁ……なんというか……その……」

　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべたセリノスは、要領を得ない返事を繰り返すのが精一杯だった。

「レフレンシア様」

　と呼びかけたのはクシューシカである。

「何かな？」

「わたしは今、何やら言いようのない不安感に、この胸が締めつけられるような切ない気分なのですが……」

「さすがだよ、クシューシカ。君の直感はいつも正しい」

　クシューシカは端たん整せいな顔を歪ゆがめた。

「つまり、雛ひよこたち……いや一回生たちは、通常ではあり得ないような方法で兵糧や資金を調達しているのですね？」

「それが目的ではないけどね。資金や兵糧の獲得は、彼女たちに言わせれば、あくまで副産物だそうだ。でも、そう、普通ではあり得ないことを彼女たちはしている」

　クシューシカは疑念と不安と怖れの籠こもった目でレフレンシアを見ている。

「いったい何をしているのです？」

　レフレンシアは、ぱちりと右手の指を鳴らした。

「それはセリノスに訊いてくれ」

　その場にいる全員の目がセリノスに集中した。皆の視線が突き刺さった。彼女は、自分の体に無数の小さな穴が開いたのではないかという錯覚に捕らわれる。

　クシューシカが、ゆっくりと口を開いた。

「では、セリノス、教えてくれ。君たちは、現地で今、何をしているのだ？」

「はい、特別遊撃小隊は、カッシゥス王子をセビリィノ王位に即けるための作戦行動の一環として、ただ今、現地で……現地で……」

　セリノスはそこでいったん言葉を切り、素早く前後左右に目を配った。誰も彼もがセリノスの言葉を聞き逃のがさないようにと耳をそばだてている。露天風呂でレフレンシアとマクトゥシュに報告したときのように、ごくりと唾つばを呑みこんだセリノスは、心中で密ひそかに守しゆ護ご天てんアルアラネに祈ってから言葉を継いだ。

「……現地で山さん賊ぞくをやっております」

　レフレンシアとマクトゥシュを除く全員が腰を下ろしている椅子ごと後ろへひっくり返り、鎧や兜が床にぶつかる音が盛大に部屋の中に響き渡った。
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　真っ先に起きあがったのはアルゴラだった。

「不ふ埒らち者ものはアルアラネ様に代わり、わたしが成せい敗ばいしてくれる！」

　と叫んだアルゴラは、即座に腰の剣を抜き放った。セリノスに斬りかかろうとする彼女を、クシューシカやヨーコが必死になって押さえにかかる。

　フェーレンやアイヴィウスは、この事態にどう反応していいのか判らずに、その場で固まっているだけだった。

　一方、立ちあがったエァリァスは両手を頭上に伸ばし笑いながらくるくるとその場で回転を始め、スレイマーニャは椅子に座ったままひっくり返った体勢で天井に向かって盛大な呪じゆ詛その言葉を吐はき続けた。

　秘書たちは揃って阿あ呆ほうのように口を開け、床の上にへたり込んだまま、焦点の合わない目でセリノスやレフレンシアのことを見つめている。

　ああぁ、もう、何がなんだか……。

　セリノスは頭を抱えて、その場に蹲うずくまってしまった。

　レフレンシアは、にやにやと楽しそうに嬉しそうに騒ぎを見守るだけで何もしようとしないし、マクトゥシュはマクトゥシュで、腕組みしたまま何度も何度もため息を吐つくばかりだった。

　ようやく身を起こしたアナが、長机の上に上体を乗りだすようにしてマクトゥシュとレフレンシアの顔を覗き込んだ。

「どういうことですか、団長、副団長！」

「おいおい、アナ、わたしは団長代理だよ、代理」

「今は、そんなことを言っている場合ではないのではありませんかっっ！」

　彼女が右の拳こぶしで思いきり机を叩くと、どん、という大きな音がして、重い長机が大きく跳ねた。

　ふだん、あくまで温厚でどこまでも優しいアナが、ここまで激げつ昂こうする姿は、隊長や秘書たちも見るのは初めてだった。それで、争っていたアルゴラやクシューシカ、ヨーコも、思わず動きを止めてしまう。

「判った。判ったよ、アナ。いま、詳しく説明するから、そんなに怒らないでくれ」

　アナは鼻息も荒く椅子に腰を下ろすと、では、説明をお願いします、と言った。

「ほら、そこ！　アルゴラもクシューシカもヨーコも、お座りなさい！」

　アナに睨まれ、三人はそそくさと自分の席に着席した。フェーレンもアイヴィウスも、エァリァスもスレイマーニャもだ。滅めつ多たに怒らない人間が怒ると、それだけで効果絶大だなぁ、と感心するセリノスだった。もちろん、セリノスも疾とうに立ちあがっている。

「セリノス、ご苦労だった。君も座っていいよ」

　とレフレンシアに言われ、セリノスは机に囲まれた空間から抜けだし、秘書席の隅すみに置いてある空いている椅子に腰を下ろし、思いきり身を縮めた。そんなことをしても、皆の注意を逸らすことなどできはしないのだが、そうでもしないと、その場に居続けることができなかった。

　ああ、わたしにもドゥイエンヌのような鉄の心臓とぶ厚い面つらの皮が欲しいなぁ、とセリノスは思った。

　秘書官たちも起きあがり、全員が着席すると、ようやくその場の騒ぎが鎮まった。

「さて、では、本題に戻ろうか」

　レフレンシアの声が、静けさを取り戻した部屋に響く。

「まずは、なぜ特別遊撃小隊が山賊なんかをしているのか、ということの説明から入ろうと思うが、いいかな？」

　レフレンシアが左右に居並んだ隊長たちを見渡した。誰からも異論は出ないのを確認すると、レフレンシアは言葉を継いだ。

「まず、彼女たちが山賊をしている理由だが、これには二つある。一つは、先ほども言ったように、現地調達という意味合いだね。特別遊撃小隊だけであれば、まだ余裕があるはずだが、彼女たちは……というか、主にガブリエラなわけだが、その先を見越して動いているのさ。即すなわち、こちらからの援軍が来た場合に備えて、ということだ。ガブリエラは、こちらの金庫が空っぽだということを、誰よりもよく理解しているからな」

　そう言ってレフレンシアはくすくすと笑ったが、隣のマクトゥシュは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔になった。

　ガブリエラが……。

　やっぱりガブリエラか。

　ガブリエラねぇ。

　などという囁き声が、あちこちから漏れた。

「しかし、それは、あくまで二次的なものだ。では、主目的は何か？　どうして特別遊撃小隊は山賊の真似などしているのか？　いや、真似ではなく、じっさいに山賊として商隊を襲っているわけだけど」

　ざわざわと場がざわめいた。

「いったい何を狙っているのか。クシューシカ、どう考える？」

　指名されたクシューシカは、背筋を伸ばし、宙を睨んだ。

「敢えて山賊などをしようと思うからには敵の、この場合の敵とはアンテルノの兵を指しますが、敵の耳じ目もくを引きつけようとしているのではありませんか？　つまり、カッシゥス王子捜索の攪かく乱らんを狙っている」

「半分正解、というところかな」

「半分……でありますか」

「半分だね」

　クシューシカは、そのまま沈ちん思し黙もつ考こうした。

「誰か、判る者はいるかな？」

「えぇと～～」

　ゆるゆると手を挙げたのはレオノーラだ。

「レオノーラ」

「敵の戦力を削けずろうと～～、あ～～、この場合の敵戦力とは～～、アンテルノ兵のことですけどぉ、敵戦力を削ろうとしているのではありませんか～～？　つまり、山賊掃そう討とうにやってきたアンテルノ兵を返り討ちにすることでぇ、いざというときの敵戦力を削っておくのです～～」

「クシューシカと合わせて一本……には、少し足りないな。その狙いもあるが、敵とはいえ、我々の立場としては、アンテルノ兵をそう簡単に殺してしまうわけには、いかないからな。できるのは、せいぜい怪け我がを負わせることくらいだが、それは労多くして益えき少なし、だよ」

　レフレンシアは、もう一度、全員を見渡した。

「ああ、なるほど」

　とスレイマーニャが呟いた。

「なるほど、とは、マーニャ？」

「時間を稼いでいるのですか？　時間を稼ぐために敵に催さい促そくしている……あ、この場合の敵とは、以下同文ですが、敵に行動を催促している。このまま放っておいたら拙まずいことになるよ、と。そうして敵の焦あせりを誘うわけですね。焦った敵は、限りのある兵力を、あちこちに投入せざるを得なくなり、すべての事を終わらせるのに、却かえって時間を喰ってしまう……」

　レフレンシアが満足そうに頷いた。

「うん、それで正解だ」

　スレイマーニャは、ふん、と一つ鼻を鳴らした。

「ずいぶんと高度で巧こう緻ちで回りくどい作戦ですね」

　スレイマーニャは、ガブリエラたちの狙いをほぼ正確に読み取ったようだが、彼女の言葉の意味を完全に理解できたのは、ごく一部の者だけだったらしく、大半の者は頭上に「？」を浮かべたまま、レフレンシアとスレイマーニャを交互に見やっていた。

「そう、回りくどいね。だが、彼女たちが置かれた状況を考えれば、最善とは言わないけれど、最善に近いものと言っていいのではないかな」

「最善に近いのですか？　栄はえある白はく兎と騎士団が山賊の真似をすることが!?」

　とクシューシカが吐き捨てるように言った。顔には、怒りの色すら浮かんでいる。

　セリノスは縮めていた身を、さらに小さくした。きっと今、自分の体はシゥビーニュよりも小さくなっているに違いない、とさえ思う。

「目標達成のためには手段は問わない……とまでは言わないけど、非常事態に臨のぞんでは非常手段を取ることもやむを得ないと思う」

「それは……判らないでもありませんが」

「いや、彼女たちはよく考えたと言っていい。何しろ特別遊撃小隊が置かれた状況は酷ひどいものだ。僅わずか十二名の人員、周りは敵地でカッシゥス王子という護まもるべき存在を抱えている。その上、白兎騎士団われわれがどう動くかは判らないから、自分たちの正体が露ろ見けんしてしまうことだけは避けなくてはならない。そんな状況では身動きすら取れないまま立ち往おう生じようするのが普通だよ。この山賊作戦のよくできているのは、どちらに転ころんでも対応できるところだ」

「どちらに転んでも、というのは、白兎騎士団しろうさぎが乗りだしてくるか、王子を見捨てて動かないか、ということですか？」

　と訊いたのはアナだった。

「それもある。けれど、それだけじゃない。我々が乗りだしたとき、表立って動くか、それともあくまで裏で動くか、そのどちらにでも対応できるという意味もある」

「ああ、なるほど。どちらにしても、上う手まくいかなかった場合は、最後まで知らん顔して頰ほつ被かむりすればいい、ということですね？」

　とエァリァスが言うと、レフレンシアが苦笑した。

「あまり言い方はよくないが、まぁ、そういうことさ。そして、どちらにせよ、稼いだ資金と兵糧は使えるわけだ」

「使うんですか!?」

　とアナが目を剝いた。

「いや、使うだろう？　せっかく稼いだのだからね。それに、マーニャも言ったとおり、いま騎士団の金庫は空っぽだし」

　アルゴラとレオノーラとスレイマーニャを除く残りの隊長たちは、肩を落とし、げんなりとした顔になって、はぁぁ～～っと長いため息を吐くのだった。

「もちろん、作戦成功の暁あかつきには……この場合の成功とは、カッシゥス王子の即位と都市同盟盟主の座に就任ということだが、その場合は、セビリ＝アンテ都市同盟が襲われた商隊の損害を補償してくれるだろうし、あまり気にしなくてもいいんじゃないかな」

「そう……ですか……しら」

　アナは、あくまで懐疑的だ。いや、アナだけでなく、出席者の大半は、特別遊撃小隊の作戦行動には批判的なようだった。

「さて、あまり時間的な猶ゆう予よもないようだし、そろそろ結論を出そう」

　というレフレンシアの言葉で、全員が顔を上げた。

「栄えある白兎騎士団しろうさぎは、今までだって正々堂々とした戦いしかしてこなかったわけじゃない。政治とはそういうものだし、戦争も、またそういうものだ。我々が『保護色』なんて部署や人員を持っていることこそが、その証しよう左さだよ。だから裏で動くのを恥じることはない。要は正義を為なすという信念、人のために働くという信義、人を裏切らないという信頼。そういったものを守ることができればいいんだ。いざという場合は、上にいる者が泥どろを被かぶればいい。つまりは、責任はわたしが取るということさ。だから、みんなが気にする必要はない」

　出席者全員が、黙って頭を下げた。

「で、結論なんだけど。先ほどのみんなの意見を聞いただけで大おお凡よその方向性は出てしまったと思うが、わたしとマクトゥシュの考えも述べておく」

　全員が姿勢を正した。

「窮鳥は助けよう。それは、我が騎士団の基本姿勢なのだから」

　おお、という声が上がった。

「それにだ、この鳥はただの窮鳥ではない。王族なのだからね。助けてあげれば、将来、我が騎士団のためになってくれるはずだ。という打だ算さんも込めて積極的に動こうと思う」

「では、さっそく出撃の準備を」

　腰の剣に手をかけ、アルゴラが立ちあがろうとすると、レフレンシアが冷たい声と冷ややかな目で言った。

「クシューシカ、そいつを椅子に縛しばりつけておけ」

「酷っっ」

　アルゴラが浮かせかけた腰を落とした。彼女は、なんとも言いようのない情けない顔になっている。

　うわ、アルゴラ様でも、あんな顔をするんだ。

　意外の念に打たれるセリノスであるが、同時に、ますますアルゴラのことが判らなくなる。だが、さらに判らないのはクシューシカだった。彼女はいつの間にか太くて長い縄なわを手にしていた。

　って、いったい、どこから取りだしたんだ、クシューシカ様は!?

　立ちあがったクシューシカは、素早くアルゴラの背後に回り、彼女の胴体に縄を回して、椅子ごと縛りあげてしまった。アルゴラは自分の体に縄が巻かれるのを平然と――セリノスには、それも理解不能だった――見下ろしている。

　クシューシカは巻いた縄をアルゴラの背後できつく縛ると、レフレンシアに向かって敬礼して見せた。

「縛り終えました」

「いつもご苦労さん」

　いつもなのかっっ!?

　床に届きそうなほど大きく顎あごを落としてしまうセリノスだった。

「積極的に動きはするが、事が成じよう就じゆしない限り、決して表おもて沙ざ汰たにはしない。いや、事が成就しても明かさないかもしれない。現状、ベティスにも秘密だ。それを忘れてもらっては困る」

「庇護者パトローネスにも秘密なのですか？」

　とアナが訊いた。

「報せれば止められる。セビリ＝アンテ都市同盟とベティスはそれなりに繋がりがあるからね。ベティスとしては、いま波なみ風かぜを立てたくはない、と思うだろうな」

「しかし、それでは……」

「もちろん、報告はするよ。事が成せい功こう裏りに終わった後でね」

　レフレンシアはアナに向かって片目を瞑つぶってみせた。

「事後報告ですか」

「そういうこと」

　アナは大きく肩をすくめた。

「その手の政治はお任せしますけれど……そうなると、ドゥイエンヌは随分と微妙な立場に立たされますね」

「そうだね。まぁ、それも経験ということだよ」

　アナが、ぶつぶつと口の中で何事かを呟き、最後に、ぼそりと言った。

「本当に人の悪いお方だこと」

「おいおい、人聞きの悪いことを言わないでくれよ、アナ」

　レフレンシアが戯おどけた顔で笑っていると、ヨーコから声がかかった。

「レフレンシア様」

「ん？　何かな、ヨーコ？」

「積極的に動く。しかし表立っては動かない。つまり、我々は具体的に、どのように行動するのでしょうか？」

　冷静な顔で、怜れい悧りな目で、ヨーコがレフレンシアを見つめる。たちまちレフレンシアの顔から作り笑いが消えた。彼女は両手を机の上で組み、その上に顎を乗せて、ヨーコを見つめ返す。

「うん、わたしとマクトゥシュは、こう考えた」

　全員が上体を乗りだして、レフレンシアの口くち許もとに視線を集中させる。

「臨時の特別遊撃戦隊を編制し……そうだな、これを特とく戦せん隊たいと呼ぼう、そしてドゥイエンヌたちの特別遊撃小隊、こちらは特とく遊ゆう隊たいでいいか、特遊隊の援軍として現地に急行させる。以降、特戦隊と特遊隊の二隊で極秘の作戦行動を続けることとする。作戦目的はカッシゥス王子をセビリィノ王として即位させること、及び、セビリ＝アンテ都市同盟の盟主の座に就つけること」

　レフレンシアは組んだ手から顎を離し、一同を見渡した。

「何か質問は？」

　真っ先に、スレイマーニャが手を挙げた。

「特戦隊の規模と、活動期間をお教えください」

「いや、ちょっと待て、マーニャ。その前に確認したいことがある」

　スレイマーニャを遮ったクシューシカが、ゆっくりとレフレンシアに向き直った。

「特戦隊には、どの部隊を充あてるおつもりなのですか？」

「有りものの部隊を充てるのではなく、この作戦のために人員を選抜したい」

　全員が目を見開いた。それは、随分と異例のことだからだ。

「わたしとマクトゥシュは、今回の作戦をそれほど重要だと判断したと、そう思ってくれてかまわない」

「人選は終わっているのですか？」

　とクシューシカが訊くと、レフレンシアは小さく頷いた。

「大おお凡よそはね」

　スレイマーニャが投げやりな調子で言った。

「では、それをお聞かせください。そうすれば、特戦隊の規模は黙っていても判るわけですから」

「うん、そうだね。でも、その前に」

　不意にレフレンシアが立ちあがった。彼女は厳しい顔で、重々しい口調で言った。

「他に質問は？　あるいは異議でもいい。何かあれば、事前に言ってくれ」

　レフレンシアはそのまま待った。立ったまま目を閉じ、誰かから何かの言葉が出てくるのを待った。だが、誰も何も言わない。

　しばらくそのまま待っていたレフレンシアだが、やがて目を開き、左右に居並ぶ幹部を睥へい睨げいした。

「では、白はく兎と騎き士し団だんの方針は決定されたものとする。これ以降は命令である。みな、そのつもりで聞いてくれ」

　おお！　と迫力のある声が隊長たちから返ってきた。

「特戦隊の隊長には、このわたしが就つく」

　ええっ？　とか、まさかっ、という小さく鋭い声がいくつも上がった。

「だから、この作戦を重要視していると言っただろう」

　レフレンシアは、そこでにやりと笑う。

「それにだ、ドゥイエンヌやガブリエラを放っておくと、何をしでかすか判ったものではないからな。あいつらを御ぎよすとなれば、わたしが適任だ。そうだろう？」

　皆は無言で、こくりと首を縦に振った。

「適任というか～～、レフレンシア様以外にはそんな芸当はできないというか～～」

　皆は無言で、こくこくと首を縦に振った。

　わたしたちって、そういう評価なんだ……。

　セリノスは、脇の下を冷たい汗が滝のように流れ落ちるのを感じた。そんな彼女の思いなど知らぬふうに、レフレンシアは話を再開させる。

「特戦隊の選抜人員は以下のとおり」

　控えている隊長たちが、ごくりと唾を呑んだ……ように、セリノスには思えた。

「アルゴラ、ヨーコ、レオノーラの各隊長」

　あちこちから驚きの声が上がったが、それを無視してレフレンシアは名前を呼びあげていく。

「以下、わたしの特別秘書官であるカイエとアマネー、一番隊からソフィネス、特務分隊からエルトナ、救急分隊からジュナス、庶務分隊からルミネィア。わたしを含めて以上十名を特戦隊員とする」

　セリノスのすぐ隣にいた秘書官二人が、そっと囁き合った。

「何か、凄い人選よね」

「なんというか、白兎騎士団しろうさぎの武闘派が集結したって感じね」

　武闘派か。なるほど、言い得て妙だな。

　二人のひそひそ話を聞いたセリノスは感心する。

　アルゴラとヨーコは言うに及ばず。レオノーラも見た目とは裏腹に、かなりの危険人物だ。レフレンシアの特別秘書官の二人も、露天風呂での応対を見る限り、頭より先に体が動く質たちのようである。ソフィネス、エルトナ、ジュナス、ルミネィアに関しては、セリノスには詳しい知識がないのでなんとも言えないのだが、この特別編成の部隊に組み込まれるのだから、推おして知るべし、なのだろう。

　それにしても、だ。番隊の隊長を三人も引き抜くなんて、驚きだな。

　この人選を見る限り、「重要視している」と言ったレフレンシアの言葉に噓はないのが判る。重要視どころか、団の存続を賭かけたというほどの意気込みすら感じられる。

　レフレンシアがそこまで入れ込む理由が、セリノスには今一つ、判らなかった。想像がつかなかった。確かに、カッシゥス王子を王位に即ければ、大平原方面に新たな友好国ができるわけだから、騎士団にとっても大きな得点になるのは間違いない。しかし、レフレンシア自らが乗りだすほどの重大事とも思えないのだ。いや、そこまでの重大事なのだろうか。それとも、レフレンシアの決断の裏には、まだ何か隠された意図があるのだろうか。

　だとしても、そういう政治的な判断は、組織の頂点に立つ人がすればいいのだし。自分たちは、命じられたことを上手く成なし遂とげることに集中するべきだな。うん、そうするべきだ。

　何はともあれ、自分に託された役目が無事に全まつとうできて、セリノスは安堵の息を吐はくのだった。

「わたしが留守の間は、マクトゥシュに団長代理代行をお願いした。さらに、クシューシカには副団長代理代行を頼みたい」

　びしっと背筋を伸ばしたクシューシカが声を張りあげた。

「謹つつしんでお受けいたします」

「うん、頼んだよ」

　とレフレンシアが言うと、アナが両手でぐりぐりと自分のこめかみを揉んだ。

「団長代理代行に、副団長代理代行ですか。もう、何がなんだか判りませんね」

　くすっと笑ったレフレンシアは、そう言うなよ、と言ってからアナの名前を呼んだ。

「アナ、君にも頼みたいんだから」

「え？　何をですか？」

「団長代理代行と副団長代理代行の補佐役を、さ」

「まさか？」

「まさか、じゃないよ。君には二人を助けてもらわないと。わたしがいない間は、最高幹部会を君とマクトゥシュ、クシューシカの三人に頼みたい」

「ですが……いえ」

　アナも、しゃきりと背筋を伸ばした。

「了解いたしました、団長代理」

「アルゴラ、ヨーコ、レオノーラは、副隊長の中から隊長代行を指名しておくように」

　三人から、了解しました、という声が上がった。

「それから、最後に」

　レフレンシアが、小さく一つ咳払いをした。

「最悪、わたしが帰ってこられない場合は、マクトゥシュには『代行』を取ってもらう。つまり、彼女が団長代理だ。ここにいる皆は、彼女を支え、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎをよりいっそう盛り立てていって欲しい」

　アナが嫌そうな顔になる。

「レフレンシア様、不吉なことを仰おつしやらないでくださいな」

「最悪、もしも、万が一、だよ。頂点に立つ者としては、あらゆる事態を想定しておかないといけないからね。だけど、もちろん、わたしは戻ってくるつもりさ。大きな成果を手て土産みやげにね」

　マクトゥシュが立ちあがった。それを合図に、その場にいた全員が次々に立ちあがる。

「レフレンシア様と特戦隊、特遊隊の任務成功と無事の帰団を願っております」

　レフレンシア、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラ、それにセリノスを除く出席者全員が、マクトゥシュの言葉を復唱した。

「ありがとう」

　レフレンシアが軽く手を挙げると、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラ、セリノスは、仲間に向かって頭を下げた。

「よし！」

　レフレンシアが、ぱん、と手を打った。

「時間がない。みな、出発の準備に入って」

「はい！」

「ああ、セリノスは、もう一度、わたしと詳しい打ち合わせをしておいてもらおうか」

「了解いたしました」

　こうして白はく兎と騎士団は、団長代理自らを指揮官に戴いただいた特戦隊を現地に派遣することに決めた。カッシゥス王子とセビリィノ王位、それにセビリ＝アンテ都市同盟盟主の座を巡る争いは、新たな段階に突入しつつあった。
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　湿しつ地ち帯たいにある中小都市国家群のうちの一つ、ヴァンダリゥム。カッシゥス王子を伴ったファンフェッダは、そこに潜ひそんでいた。

　この世界の都市の常つねとして、ヴァンダリゥムも街の外周を城壁に囲まれた城じよう郭かく都市である。都市としての規模はさほど大きくないが、南にある城門から奥にある王宮まで、大通りが都市の中央を貫つらぬいていて、その左右には様々な店や住居、宿屋などが建ち並んでいた。いずれもが二階建てか、せいぜい三階建ての低層家か屋おくである。背の高い建物は、城壁際ぎわにある望ぼう楼ろうか、王宮にある宮殿や祭殿くらいだ。

　王子を連れたファンフェッダとしては、できるだけ目立ちたくないので、大通りから少し外はずれた場所にある中程度の水準の宿屋に泊まっている。

　王子様には窮きゆう屈くつでしょうけど、とファンフェッダは恐縮したが、カッシゥス王子は彼女が気にするほどには気にしてはいなかった。むしろ彼は、街中の様子を楽しんでいるようにさえ思える。

　自分の命が狙われているってのに、たいしたものだねぇ。

　とファンフェッダは感心した。天然系でどこか鈍にぶいのか。それとも見た目以上の大物なのか。どちらにしても、王子は普通の者とは少しばかり感覚が違っているようで、ファンフェッダには、それが頼もしく思える。泣いてばかりいられては、あるいは恐がってばかりいられては、特別遊撃小隊としては行動しにくくなるのだから。

　いま二人と一緒にいるのは、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシアの三人だった。セキティア高原への登り口に近い場所にある都市には、連絡要員としてレオチェルリが控えている。残りの六人、即すなわち、ドゥイエンヌ、ガブリエラ、ジアン、ノエルノード、デイレィ、マルチミリエは、今このときも、セキティア高原のどこかで、せっせと山さん賊ぞく稼か業ぎように精を出しているはずだった。
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　ファンフェッダたち五人は大部屋を取っていた。旅の隊商の人間がまとまって寝泊まりできるような部屋だが、それほど広いわけではない。

　部屋には二段になった寝台が五つ並んでいる。つまり、ここは十人まで泊まれる部屋ということだが、床に厚あつ手での敷しき物ものを敷けば、さらに何人かは寝られそうだ。貧乏商隊の中には、そうして宿泊費を節約することがよくあるのだった。

　今はその十人部屋に、カッシゥス王子、ファンフェッダ、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシアが寝泊まりしている。五人だと割高になるが、いずれセリノスが戻ってくるだろうし、ドゥイエンヌ側からも誰かが連絡のためにやって来るかもしれない。それとは別に、団からの応援の先駆けがセリノスと共に来る――じっさいには先駆けなどでなく本隊が向かっているのだが――可能性もある。ということで、この大きな部屋を使っているのだった。

　この水準の宿屋だと食事の用意はないし、食事を作るための施設もないので、外に食べに行くか、何かを買ってきて部屋で食べるしかない。だが、少年一人に若い女四人という組み合わせは、それだけで目立ってしまいそうなので、五人は外を出歩くのをなるべく控えていた。どうしても外へ出る場合は、王子と二人が姉し弟ていのふりをして歩き、残りの二人は少し離れたところから周囲を警戒しつつ後あとをつけていく、という方法を採とることにしていた。

　その場合の役割分担は、こうだ。

　まだ年の若い二人の弟てい妹まい――王子とアフレアの役である――を長ちよう姉しのファンフェッダが連れて歩いている、ということを装い、アルデリィナとウェルネシアが周囲を警戒する役割を担になうのである。

　実際の年齢はともかく、王子とアフレアが並んで歩けば、ちゃんと兄けい妹まいに見えるから都合がいい。もっともアフレアは「姉し弟ていでしょう！」と言って怒っていたが。

　今日も五人は、そうして昼食を摂とりに行って戻ってきたところだった。全員、いかにも商人ふうの野暮ったい裳も裾すそを着ている。

　ファンフェッダたちが、壁の両側にある二段寝台に挟はさまれた空間に置いた椅い子すに思い思いに腰を下ろしてくつろいでいると、廊下を歩く足音がした。

「ファンさん、ウェルです」

　外からの声を確認したアフレアが扉の鍵かぎを外すと、蓋ふたがついた陶製の大きな水差しを抱えたウェルネシアが立っていた。

「お湯、もらって来ました」

「ご苦労様～～」

「じゃ、お茶、淹いれますね」

　部屋にはお湯を沸かす設備がなく、お湯が必要になる度たびに、階下までもらいに行かなくてはならないのだ。

　ちょっとした水場だけは部屋にあるので、ウェルネシアはそこに茶器を並べてお茶を淹れる。

「はい、どうぞ」

　淹れたお茶を、ウェルネシアが配って歩いた。

「あ、ありがとうございます、ウェルネシアさん」

「いえいえ、王子様、お気になさらずに。というか、こんな安物のお茶しかなくて、すみませんです」

　ウェルネシアが恐縮した様子でお茶の入った器を差しだすと、カッシゥス王子は爽さわやかな笑顔を向けてきた。

「それこそ気にしないでください。僕は少しも不満に思ってはいません。どころか、皆さまのご厚こう意いには、ほんとうに感謝しているのですから」

「王子様、偉い～～」

　椅子から立ちあがったファンフェッダが、椅子に座っているカッシゥス王子の背後から抱きついた。

「うわ、ファンフェッダさん？」

「ほらぁ、ファンさん、王子様が困ってますよ。っていうか、迷惑してます」

　とアルデリィナが窘たしなめる。

「え～～、王子様、困ってるぅ？　迷惑してるぅ？」

　背後から王子の首に両手を巻きつけて、ファンフェッダが訊いた。

「あ、いえ、べつに困ってるとか迷惑とか、そんなことは、ありませんけど」

「ほらぁ、王子様は、わたしにこんなことされて嬉しいって～～」

　ファンフェッダは王子の後頭部に自分の両胸を押しつけて、さらに強く抱きしめた。王子は、わたわたと手を振り回すが、どことなく嬉しそうな様子だった。













「ファンさん、やりすぎ」

　椅子から腰を浮かせ、上体を伸ばしたアルデリィナが、ずびしっとチョップをファンフェッダの額ひたいに叩たたき込むと、仰のけ反ぞったファンフェッダが王子の体から両手を離した。

　ウェルネシアやアフレアが、くすくすと笑っている。椅子に腰を落としたアルデリィナが、それにしても、と呟つぶやいた。

「セリノス、遅いですね。彼女の乗馬の腕を考えれば……そろそろ戻ってきてよさそうなのにな」

　というアルデリィナの言葉に、ファンフェッダやアフレア、ウェルネシアも表情を引き締めた。

　セリノスが本城への伝令役に指名されたのは、ファンフェッダとアルデリィナ、ガブリエラにドゥイエンヌ――そして、この四人は現地を動けない――を除けば、レフレンシアたち大幹部を説得するのに彼女がもっとも適役であると判断されたからだが、もう一つ、大きな理由があった。それが、セリノスの乗馬の腕前が抜ばつ群ぐんである、というものだった。

　特別遊撃小隊員十二名の中では、乗馬の腕に関しては間違いなくセリノスとジアンが双そう璧へきだった。それは、教練中の実績で、みなが確認している。あの負けず嫌いのドゥイエンヌでさえ、

「乗馬に関してならば、セリノスとジアンが、わたくしに勝てないまでも負けてはいませんわね」

　と評したほどだ。

　だから伝令役は、当初からこの二人に絞られていたと言っていい。

　そこで最初はジアンが、

「自分が走りましょうか？」

　と申し出たのだが、即座にファンフェッダやドゥイエンヌによって却きやつ下かされた。

「なんでです？」

　と訊くジアンに向かって、ファンフェッダは冷たく言い放った。

「あんたが山賊やらないで誰がやるっていうのよ!?」

　続けてドゥイエンヌが見下し顔で言い放った。

「あなたのような語ご彙いの貧困な馬ば鹿か正しよう直じき者ものが、レフレンシア様たちを説得できるとは、到とう底てい、思えませんわね」

「え～～ん、ガブリエラ副隊長～～、なんとか言ってよ～～」

　泣き真ま似ねをしたジアンがガブリエラに抱きつくと、ガブリエラは彼女の頭を優しく撫なでながらこう言って慰なぐさめた。

「まぁまぁ、ジアン。人にはそれぞれ得え手て不ふ得え手て、各自に相応ふさわしい役割というものがあるのですから」

　顔を上げたジアンがガブリエラを見て、

「自分に相応しい役割って、なに？」

　と訊くと、ガブリエラは極上の笑顔を作ってジアンに応こたえた。

「それはもう、ばっちり山賊です」

「ガブリエラが、いちばん酷ひでぇ～～っ」

　ガブリエラって、見た目に似合わず、けっこう容よう赦しやないのよね～～。

　と思ったりしたノエルノードであるが、それはさて措おき。

　そんなこんなのやり取りがあってセリノスが伝令役に選ばれたわけだが、彼女が当地を出発して、今日でもう六日目になる。彼女の乗馬の腕を考えれば、そろそろ戻ってきてもいい頃合いだった。

　遅いですね、というアルデリィナの言葉にファンフェッダが応じた。

「ひょっとしたら、幹部の説得に手て間ま取どっているのかなぁ」

　すると、アフレアが心配そうな顔をファンフェッダに向ける。

　彼女の魔術人形マリオ・マギカ、シゥビーニュは筺はこにしまわれたままだ。魔術人形を連れて歩いたりすれば、それだけで目立ってしまうので、この宿に来てからは、夜、たまに筺から出して部屋の中を歩かせるだけだった。

「レフレンシア様が黙って見ているとは……思えないんですけど？」

　アフレアがそう言うと、ファンフェッダは小さく頷いた。

「うん、まぁ、レフレンシア様ならね」

「ということは、他ほかに反対しそうな幹部がいるってことですか？」

「う～～ん、どうかなぁ。マクトゥシュ様やアナ様は、積極的に厄やつ介かい事ごとに首を突っ込もうとは思わないかもしれないなぁ」

「そんなぁ」

　とアフレアが不満そうな声を上げると、横からアルデリィナが、だいじょうぶだよ、と声をかけてきた。

「セリノスなら、きっと上う手まく話をしてくれるさ」

　ファンフェッダも、うんうんと頷いた。

「なんてったって、今年の一回生の中では、いちばんまともな娘こだしね。っていうか、まともなのはあの娘しかいないって言ったほうがいいかも、だし」

「酷っっ」

　アフレアとウェルネシアが大きく仰のけ反ぞった。

　体勢を戻したアフレアは、内心でこう毒づくのを忘れなかった。

　ぜんっぜんまともじゃないファンフェッダさんにそんなことを言われる筋合いは、これっぽっちもないと思うけど。

「セリノスは、まぁ大丈夫だとして、むしろ心配なのはドゥイエンヌやガブリエラたちのほうだよ」

　とファンフェッダが言うと、アルデリィナも難しい顔で頷くのだった。

「上う手まくやってますかね、彼女たち」

　腕組みしたファンフェッダは、む～ん、と一つ唸うなった。

「いや、上手くやっているとは思うけどさ。今のところ聞こえてくる噂から判断してもそれは間違いないと思うよ。ただ、上手くやってるうちに調子に乗りすぎて、連中が暴走しなきゃいいなって思ってね」

　アルデリィナが怪け訝げんそうな顔になる。

「暴走……ですか？」

　ファンフェッダが難しい顔のまま言葉を継いだ。

「うん、そう。今のところ、積み荷を奪うだけで、人に怪け我がさせたり殺したりはしていないようだけどさ。まぁ、護衛が殺されたって噂が出てるけど、それはドゥイエンヌたちの芝しば居いが上手いだけだろうしね。でも、そのうち調子に乗って誰かを大おお怪け我がさせたり殺しちゃったりしなきゃいいんだけど……っていうのが、いちばんの不安要素だね。剣の刃はが潰つぶしてあれば斬り殺す心配はないけどさ、いくら刃が潰してあっても、マルチミリエ辺りが思いきり剣で相手を殴ると、それだけで死んじゃいそうだしさぁ」

　アフレアやウェルネシアが苦笑する。

「正体がばれないことを最優先とは言っても、無関係の人を傷つけたり殺したりすることは、絶対に避さけなくちゃいけないから」

　ファンフェッダが力強くそう言うと、皆は、そうですね、と頷いた。

「やっぱり、ファンさんが一緒に行ったほうがよかったのではないですか？　もしもあの六人が暴走したら、止められるのはファンさんだけですよ」

　とアルデリィナが言うと、ファンフェッダは言げん下かに否定した。

「やだ」

「な、なぜですか？」

「だって、王子様と離れたくないも～～ん」

　と叫びつつ、ファンフェッダが、もう一度、カッシゥス王子に抱きついた。

　がくぅっと、アルデリィナが肩を落とす。

「まったく、ファンさんてば、もう……」

　そのとき、宿屋の外から馬の蹄ひづめの音が聞こえてきた。それも一頭や二頭ではない。四人は、はっとして顔を上げた。蹄の音は宿屋の前まで来ると止やみ、代わりに馬の嘶いななく声がした。

　すっと立ちあがったアフレアが滑るように窓まど際ぎわへ近寄り、遮しや光こう布ぬのの陰に立って、透明な硝子グラウスの嵌はまった窓から外を窺うかがった。ただの板戸ではなく、窓に硝子を使っているのは、この水準の宿屋にすれば頑張っているほうだ。

　ウェルネシアやアルデリィナ、ファンフェッダは寝台の下したに置いてあった剣を取り、王子の周囲へ集まってきた。

　外を窺うアフレアの眼光はいつになく鋭い。見た目は可愛い少女でも、アフレアは高位の魔術士なのだ。自律型の魔術人形を自在に操れるような魔術士は、そうはいない。

「あ！」

「どうした、アフレア!?」

「セリノスと……援軍のご到着みたい」

「来たか！」

　手にした剣を反対側の寝台の上に放り投げると、ファンフェッダが窓際へ駆け寄ってアフレアの隣に立った。部屋の窓からは、宿屋の前の道が見下ろせる。宿屋の玄関先に何頭もの馬が集つどっているのが見えた。

　宿屋の前で下馬している者たちの顔を確認したファンフェッダが、うわぁ、これは!?　と大きく仰のけ反ぞった。隣のアフレアも、目を丸くしている。

「なんだか……凄い援軍が来ちゃったよ、アルデ」

「え？　誰が来たのです？」

　アルデリィナとウェルネシアも窓際に進み出て、外を見た。

「えぇっっっ？」

「まさかっっ!?」

　二人とも息を呑み、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす。

「レフレンシア様が……？」

「それに、アルゴラ様とヨーコ様に……レオノーラ様もいる！」

「あたし、お迎えに行ってくる」

　アフレアが廊下に飛びだした。ファンフェッダが、ウェルネシアに声をかける。

「ウェル、一緒に行ってくれる？」

「あ、はい、判りました」

　固まっていたウェルネシアが我に返り、慌ててアフレアの後を追って廊下に飛びだしていった。

「さて、王子様」

　振り返ったファンフェッダがカッシゥス王子に呼びかけた。

「もう大丈夫です。もの凄い援軍が来てくれましたから」

　王子は嬉しそうに、にっこりと笑った。
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　特別遊撃戦隊、通称「特とく戦せん隊たい」の面めん々めんが、アフレアとウェルネシアに先導され、廊下を歩いてくる足音が聞こえてきた。ファンフェッダとアルデリィナが部屋の出入り口で援軍を出迎えた。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理が自ら出で張ばってきた、ということを聞かされたカッシゥス王子も、部屋の中で立ちあがっている。

「遠路、お疲れ様です、団長代理」

　ファンフェッダとアルデリィナが敬礼をすると、部屋の入り口で足を止めたレフレンシアが敬礼を返してきた。

「二人も、ご苦労さん」

「中へどうぞ。狭いですけど」

「失礼するよ」

　レフレンシアが部屋の中に足を踏み入れると、カッシゥス王子が進みでてきて、レフレンシアの前に立った。

　軽く頭を下げたカッシゥス王子は、レフレンシアに向かって語りかける。

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長代理、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスさんですね。僕ぼくがセビリィノ第二王子、カッシゥス・カッサーノ・セビリィズです。わざわざこんなところまで足を運んでいただき、恐縮です」

　向かい合って立つと、カッシゥスのほうがずっと背が低い。レフレンシアは片かた膝ひざを床につけて答礼した。

「お目にかかれて光栄です、セビリィノ第二王子、カッシゥス・カッサーノ・セビリィズ様。わたしが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの現団長代理、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスであります。以後、よろしくお見知りおきください」

　王子が、すっと右手を差しだした。

「お立ちください、レフレンシアさん。本当なら、僕のほうこそ膝ひざを曲げなくてはならない立場なのですから」

「ありがとうございます」

　立ちあがったレフレンシアは、改めて目の前の王子を見た。

　なるほど、出で来きのいい坊やだ。それに、評判どおりの美少年だし……雛ひよこたちがこの坊やの力になろうと思ったのも、まぁ、無理はないか。

「あの、何か？」

　自分を見ているレフレンシアの視線に気づいたカッシゥスが訊いてきた。

「ああ、これは失礼いたしました。王子様が評判に違たがわぬ美少年なので、つい見とれてしまいました」

　王子は、そんなことはありませんよ、とはにかんだ笑みを浮かべた。その笑顔が、その仕し草ぐさが、また可愛らしかった。

　これは……成長したら、女おんな誑たらしになりそうな坊やだな。

「ね～～、団長代理、素敵でしょう、王子様はぁ？」

　ファンフェッダが、にへらにへらと笑いながら言った。

　すでに一人、ここに誑たらされてる奴がいたか。

　内心でため息を吐つきながら、レフレンシアは背後を指し示した。

「カッシゥス王子のために強力な援軍を連れてきました。紹介させてください」

「はい、ぜひ」

「おい、みんな、中に入れ」

「失礼いたします」

　アルゴラを先頭に、特戦隊の面々が、ぞろぞろと部屋に入ってきた。当然のことながら鎧姿ではなく、どこにでもあるような裳裾に身を包んでいる。もっとも、馬に跨る関係上、裳裾は前後が割れた特殊な意匠で、その下に短い筒つつ袴ばかまを穿はいているのだった。左右ではなく、前後が割れたチャイナ服の下にスパッツを穿いている。そんなふうに考えてもらうとイメージし易やすいだろうか。

　援軍の十人が部屋に入ると、セリノス、アフレアが続き、最後に部屋に入ったウェルネシアが静かに扉を閉めた。

　大部屋とはいっても、さすがに十六人もの人間が集まると、まともに座る場所も確保できない。カッシゥス王子だけが椅子に座り、残りの人間はその前の小さな空間に、ひしめくように立った。

　連れてきたアルゴラ、ヨーコ、レオノーラ、カイエとアマネー、ソフィネス、エルトナ、ジュナス、ルミネィアを、レフレンシアが次々に紹介していく。それを横目で見ながら、ファンフェッダが隣に立っているアルデリィナに耳打ちした。

「なんかさぁ、騎士団の武闘派の中の武闘派を集めてみました……っていうような人選だよねぇ？　武闘派じゃなくて危険派って言い換えてもいいんだけど」

「そんなこと言っちゃっていいんですか？」

「いやだって、本当の話だし」

「まぁ……否定はしませんけど」

　危険派というのなら、あなたも立派にその一員ですよ、ファンさん。

　内心密ひそかに、そうつけ加えるアルデリィナだった。

　二人がひそひそ話をしている間にもレフレンシアによる団員の紹介は進み、やがて特戦隊全員の紹介が終わった。

「さて、では、作戦会議といこうか、ファンフェッダ」

「ここまで馬を飛ばされてきたんでしょう？　お疲れではありませんか？」

「この程度で泣きを入れるような奴は連れてきていないさ」

「ええ、まぁ、みんなはそうでしょうけど」

　目を細めたレフレンシアが、ファンフェッダを睨ねめつけた。

「何が言いたいんだ？　わたしはもう年だから無理をするなと？　体を労いたわれと？　救急分隊員らしい助言をありがとう、ファンフェッダ」

　ファンフェッダが、ぶるんぶるんと首を横に振った。

「ああ、いえ、とんでもございません。レフレンシア様がお年だなんて、そんなことがあろうはずが」

「そうなのかい？」

「も……もちろんですよぉ」

　ふふん、と鼻を鳴らしたレフレンシアは、

「まぁ、君も雛たちから見れば、年とし増ま、だしな。わたしとは五十歩百歩だよ」

　と言い放った。ぐはぁ、とファンフェッダが手で胸を押さえる。

「さぁ、それより作戦会議だ。ファンフェッダ、君、議事進行役を務めてくれ」

「は、はい、了解です」

　慌ててファンフェッダが進みでると、あ、ちょっと待って、とレフレンシアが右手を挙げた。

「何か問題が？」

　う～ん、と低く唸りながら、レフレンシアは部屋の中を見渡した。

「問題というか、会議場としては、やはり狭いな」

「確かに。椅子も足りませんしね」

「立ったままで会議というわけにもいかないしな。何人かは寝台に腰掛け、残りは敷物を敷いて床に座るか。みんな、用意して」

　レフレンシアのその一言で、特戦隊の面々は持ち込んだ背はい嚢のうから粗織りの敷しき布ふを引っ張りだして広げ、手際よく床に敷いていった。

「じゃあ、みんなは適当に座って。ファンフェッダ、君は真ん中に椅子を持ってきて。わたしは君の隣だ。カイエには議事録を頼みたいので、そこの卓たくと椅子を使って」

　片側の寝台を背にして左からカッシゥス、ファンフェッダ、レフレンシアの順で椅子に座り、カイエはレフレンシアの隣に卓と椅子を置いて、そこに腰を下ろした。四人に向き合う形で、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシアが寝台に腰を下ろし、残りの者は床に敷いた敷布の上に座った。

「では、始めよう」

　目の前の床に居並んだ団員をレフレンシアが見渡すと、全員が大きく頷いた。

「話はセリノスから聞いた。特別遊撃小隊……特遊隊が今どこで何をしているのかも把は握あくはしている。そこで今後の方針なのだが、特遊隊としては、どういう手て筈はずを考えているんだい？」

　隣に座っているファンフェッダのほうに顔を向けたレフレンシアがそう訊くと、彼女は団長代理から少し目を逸そらせて応えた。

「はい、援軍が来たら、すぐにドゥイエンヌ小隊長に連絡して、中継点で、あ、これはレオチェルリがいる都市、ブリコルメスのことですけど、中継点で合流しようと、いちおう、そういう予定にはなっています……けれど」

　ファンフェッダが、レフレンシアの様子を窺うようにちらっと視線を向け、すぐにまた外してしまった。

「何を気にしている、ファンフェッダ？」

「あの～～」

　ファンフェッダが、もじもじと身をよじった。

「わたしたちが山賊の真似をしていること、怒ってらっしゃいませんか？」

　レフレンシアは小さく肩をすくめた。

「怒るも何も、理由なく他人の生命、財産を侵おかし、簒さん奪だつする行為は、団則に照らし合わせるまでもなく、充分に死罪だよ」

「ぶ～～～～っっっ」

　ファンフェッダ、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシアが同時に噴いた。

「ですが、レフレンシアさん、それは……」

　ファンフェッダたちの弁護をしようと、身を乗りだしたカッシゥス王子を、レフレンシアは右手を挙げて遮さえぎった。

「カッシゥス王子、これは我が白兎騎士団しろうさぎ内部の話ですから、どうかお口出しは無用に願います」

「あ……」

　レフレンシアに鋭い目つきで睨まれ、カッシゥス王子はもごもごと口ごもった。いくら王族とはいえ、レフレンシアとは修羅場をくぐった経験が違いすぎる。彼女が全身から醸かもしだす迫力に圧倒され、王子は何も言えなくなってしまった。

「あ……あの、ですが、レフレンシア様」

　ファンフェッダは、額ひたいに冷汗を浮かべながらレフレンシアに取りすがった。

「これは作戦の一環として、山賊を装ったと、そういうことでして、べつに一般人の金きん品ぴんを奪おうという目的で行ったわけでは……」

「目的がどうであれ、結果には責任を取らなくてはいけないよ、ファンフェッダ」

「でも、雛たち……一回生は、わたしが諾だくと言ったから行動したわけで、最終的な責任は四回生であるわたしに……」

「ドゥイエンヌたちを庇かばうのかい？」

「庇うというか、これは年長者の責任ですから……死罪に値するとしてもですね、一回生には罪はないことでして」

「ええ、そうです、レフレンシア様。責任は年長者であるファンフェッダさんや僕にあります」

「やれやれ、アルデリィナまで」

　レフレンシアがため息を吐つく。

「そのことは後あとで話そうかと思っていたが、いちおう、ここで言っておく」

　顔を上げたレフレンシアがそう言うと、ファンフェッダ、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシアの四人が体を固くした。

「わたしは先ほど『理由なく』と言った」

　あ、という声が、ファンフェッダたちから上がる。そんな四人を、レフレンシアがゆっくりと見渡した。

「君たちは敢えてその行動を選択した。つまり、それなりの理由があったのだろう？」

「そ、それはもちろんです！」

「では、その理由を聞かせてもらおうか」

　ファンフェッダが椅子から立ちあがり、気をつけの姿勢を取った。

「カッシゥス王子様をセビリィノの王位にお即つけし、父王を暗殺した事件の首謀者を特定し、これを誅ちゆうするために必要だと判断したからであります」

　レフレンシアが面白そうな顔で、目の前に居並ぶ特遊隊の三人を見渡した後、横にいるファンフェッダに目をやった。

「それは判った。けど、どうして山賊なのかな？」

「敵に時間的な余裕を与えたくないこと。こちらの正体を明かしてはならないこと。こちらの人数が少数であること。敵の兵力が多数であること。作戦を続ける場合、活動資金が必要となること。白兎騎士団しろうさぎには、現状、資金的な余力はあまりないこと。それらのことを総合的に勘かん案あんし、この作戦行動を採とることに決しました」

「なかなか理りに適かなっているね」

　ファンフェッダやアルデリィナが、ほっと体の力を抜いたとき、レフレンシアが、にやっと笑った。

「で、その作戦を考えついたのは、誰なのかな？」

「それは……」

　一瞬、言い淀よどんだファンフェッダだが、どうせレフレンシアのことだから疾とうにお見通しなのだろうと思い、すぐに考案者の名を白状した。

「ガブリエラであります」

「……訊くまでもなかったな」

　レフレンシアとファンフェッダのやり取りを、セリノスが息を潜ひそめて聞いている。この質疑応答は、本城へ戻ったときに、彼女とレフレンシアの間で行われたことだ。団長代理が敢えてもう一度行っているということは、彼女が、セリノスの言葉に噓や矛む盾じゆんがないかどうか確認していることに他ほかならない。

　そして、どうやらレフレンシアは納得したようだった。

「いいだろう。我々はすでにセリノスからその辺の話も詳しく聞いている。だからこそ、こうして応援部隊を率いてきたのだからね。今の君の話とセリノスの話には、何ら矛盾も撞どう着ちやくもない以上、噓や誤ご魔ま化かしはないものと認める」

　ファンフェッダ、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシア、そしてセリノスの五人が、ほ～～っと長い安堵の息を吐はいた。

「よし、座って、ファンフェッダ」

　ありがとうございます、と一礼して、ファンフェッダが腰を下ろした。

「では、続きだ」

　レフレンシアが一同を見渡した。

「山賊が出れば、敵は警備に兵力を割さかざるを得ないわけだが……その前に『敵』をはっきりとさせておかないといけないな、ファンフェッダ」

「はい、それは」

「セリノスは、証拠がないので確定はできない、あくまで推定だ、と言っていたが、アンテルノ王の名を挙げた。まぁ、セビリィノ王暗殺などという大それたことができる者が他にいるとも思えないから、当然ではあるが」

「はい、それは」

「君たちは、どう考えているんだ？」

「それは……」

　ファンフェッダが、ちらっとカッシゥス王子に視線を走らせた。首しゆ謀ぼう者しやは明めい々めい白はく々はくではあった。だが、今のところ、なんの証拠もない。どこまでアンテルノ王が犯人だという前提で話をしていいのか、ファンフェッダは少し迷った。

　そんなファンフェッダの迷いを察したのか、代わりに王子が応えた。

「レフレンシアさん、敵は、今回の事件の首謀者は、アンテルノ王に間違いありません。僕や兄弟姉妹は、アンテルノ王の離宮にいるところを襲われたわけですから。そして、逃げだした僕を、アンテルノの兵が追いかけてきたのですから。第三者に、そのような真ま似ねができるはずがありません。アンテルノ王フラミニゥス、彼が『敵』です」

　レフレンシアが小さなため息を吐つき、カッシゥス王子に顔を向けた。

「王子のお考えは判りました。ですが、わたしはファンフェッダに、特遊隊としての考えを訊いているのです」

「あ……すみません、僕……」

　王子は消え入りそうな声で身を縮めた。その仕草は女性の保護者意識をかき立てるというか、母性本能をくすぐるというか、とにかく見ている者を魅了する態度と表情だ。案あんの定じよう、王子を庇かばうようにファンフェッダが身を乗りだしてきた。

「わたしがはっきりと応えなかったのが悪いのであって、王子様には悪気はありません、団長代理」

　やれやれ。

　レフレンシアは内心で、さらに大きなため息を吐く。

「で、君たちは、どう考えたんだ？」

「はい。やはりアンテルノ王が嚙かんでいる……というよりも、彼が首謀者である可能性が極めて高いと判断しています。アンテルノに潜む保護色の情報とも一致いたします。ですから、我々の作戦行動はその判断に基づいております」

　とファンフェッダが応えると、レフレンシアは、そうか、判った、と頷いた。

「さて、黒幕がアンテルノ王だとして」

　レフレンシアは、寝台に座っているアルデリィナやアフレア、ウェルネシア、そしてセリノスを見渡した。団長代理の射すくめるような鋭い視線を浴びて、四人は僅わずかに頭を引く。

「君たちの作戦行動、つまりは山賊の真似事だが、それが敵の行動を牽けん制せいし時間を稼ぐためのものであることは了解した。問題は、その先だ。どうやってアンテルノ王の野望を挫くじき、カッシゥス王子をセビリィノの王位に即つけるつもりだ？」

　アルデリィナたちが困った顔でファンフェッダを見たので、レフレンシアも、隣のファンフェッダに顔を向けた。

「どうなんだ、ファンフェッダ」

「それは、ですね、援軍が到着して、合流した後に、ガブリエラから説明がされる……ことになっております」

　レフレンシアが皮肉っぽい笑みを浮かべ、なるほど、と言った。

「では、何はともあれ合流を急ごうか。諸君、ご苦労だが、すぐに移動を開始するぞ」

　レフレンシアがそう宣言すると、床に座っていた特戦隊の面々が弾はじかれたように立ちあがった。ここまで、ほとんど休きゆう憩けいらしい休憩も取らずに馬を走らせてきたにも拘かかわらず、みなの顔には闘志が溢あふれ、体には闘気が漲みなぎっている。なるほど、ファンフェッダやアルデリィナが、騎士団選えりすぐりの武闘派と言うわけだ。

「わたしたちも同道すべきでしょうか？」

　とファンフェッダが尋ねると、椅子から立ちあがったレフレンシアは、瞬時、動きを止めて、カッシゥス王子を見た。

「そうだな。王子様がいらっしゃるとなると……いや、やはり一緒に来ていただこうか。ここでは現地から遠すぎる」

「ですが、レフレンシア様、現地に近づけば、それだけ危険も大きくなりますが」

　とファンフェッダが重ねて訊いた。

「それは承知の上だ。だからこうして、手て練だれを連れてきた。王子様の身の安全は白兎騎士団しろうさぎの名誉に懸かけて護まもってみせる」

「了解いたしました」

　団長代理に対してファンフェッダが白兎騎士団式の敬礼を行った。

「ここは一いつ旦たん、引き払おう。すぐに支し度たくをして」

　ファンフェッダ以下、アルデリィナ、アフレア、ウェルネシアが急いで荷造りを開始した。援軍の九人はレフレンシアの命令を待っている。

「我々は宿屋の外で待って……いや、人数が多くなると目立ってしまうか」

　レフレンシアは視線を落とし、少し考える素そ振ぶりを見せた。それに女ばかりだしな、と呟いたレフレンシアは、すぐに顔を上げた。

「我々は街を出たところで待っていることにしよう。君たちも支度ができ次第、城外へ出てきてくれ」

　そう言い残すと、レフレンシアは特戦隊の面々を率いて部屋から出ていった。

　手伝いますよ、と言ったセリノスが、ファンフェッダたちの荷造りを手伝い始める。

　忙せわしく手を動かしながら、ファンフェッダが顔だけを王子に向けた。

「王子様、如何いかがでしたか、我が騎士団の団長代理の印象は？」

「そうですね」

　王子は清すが々すがしい笑顔を浮かべ、ファンフェッダに応えた。

「とてもお優しい方のようにお見受けしました」

　王子の意外な応えに、その場にいた特遊隊の五人は、手の動きを止め、思わず互いに顔を見合わせてしまうのだった。
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　出発に際して、レフレンシアは、少しばかり工く夫ふうせざるを得なかった。

　自分たちの正体を隠すという観点からも、カッシゥス王子を連れているという観点からも、なるべく人目を引きたくはない。しかし、女だけで十五人もの集団が移動しているとなれば、そして、その集団が馬をかっ飛ばしているとなれば、どうしても人目を引いてしまう。中に一人だけ少年が混まざっていれば、なおさらだ。

　ガブリエラたちのアンテルノ脱出劇は、すでに高原都市の各国に知れ渡っているはずである。高原都市から平原へと、捜索要員が下りてきている可能性もあるのだ。十数名の女の集団と一人の少年という構成では、何かの拍ひよう子しに正体がばれないとも限らない。

　そこでレフレンシアは、王子様には女装してもらったほうが敵の目を誤魔化せるのではありませんか、というファンフェッダやセリノスの助言を活いかし、出発前に王子に頼み込んで、彼に女装してもらうことにしたのである。アンテルノの街からの脱出劇で病やみつきになったわけでもないだろうが、王子は二つ返事で引き受けてくれた。

　ということで、一行は女だけの十六名の集団になっているわけだが、まだ目立つことに変わりはない。目立つかどうかという観点以外にも別の問題があった。それは、王子の乗馬の腕前が、騎士団員に比べればかなり落ちるということだった。

　やむなくレフレンシアは、集団を三つの班に分けることにした。集団の人数が減ればそれだけ目立たなくなるので、これはこれで一いつ石せき二に鳥ちようではあった。

　第一班が、レオチェルリが泊まっている宿屋まで案内する係としてセリノス、以下、レフレンシア、カイエ、アマネー、ソフィネスの五名で、当然のことながらレフレンシアが班長である。

　第二班が、アルデリィナとウェルネシア、それにエルトナ、ジュナス、ルミネィアの五名。こちらは、アルデリィナとウェルネシアが案内役で、エルトナが班長だ。

　第三班が、残りの人員、王子とファンフェッダ、アフレア、レオノーラ、アルゴラ、ヨーコの六名で、レオノーラが班長を務つとめる。

　第一班と第二班は速度重視で移動するが、第三班は、速度よりも王子の安全を最優先させることが求められた。だからアルゴラとヨーコが三班に入っている。

　一班と二班は、レオチェルリが滞在している小都市、ブリコルメスへ馬を駆けさせた。とはいえ、湿地帯を往いく街道のことである。疾風はやての如ごとく駆け抜ける、とはいかないのがもどかしい。街道は狭いし、左右には沼地や湿地が広がっているし、中小の川が行く手を阻はばむしで、なかなか速度が上がらない。橋の架かかっていない川も多く、渡し船が出払っていると、船が戻ってくるまで待たなくてはならなかった。

　それでも第一班はその日の夕刻には目指す都市、ブリコルメスに着いた。

　ブリコルメスは、中小都市国家が群むれ集つどう湿地帯の中にあっても比較的規模の小さな都市である。この都市が、独立都市国家として存在し得ているのは、コゥ河がわの岸辺にあって、地形的に攻めるに難かたく守るに易やすいということが大きい。

　川を挟んで反対側にある都市、アンクルールと同盟を結んでいるというのも、独立を保つ上で大きな要因となっていた。

　コゥ河は、この付近に橋が架かっておらず、渡と河かする場合は、二都市の間を行き来する渡し船を利用するしかない。両国が船便を止めてしまえば、街道を行き来する商人や旅行者は、大きく迂う回かいしなくてはならないのだ。そんな事態になれば周辺諸国にとっても経済的な影響が大きく、したがって、軽けい々けいに両国には手出しができないというのが実状だった。
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　ブリコルメスの街へ入ると、セリノスは、大通りと交差する横おう路ろへ入ったところにある煉れん瓦が造りの二階建ての建物へとレフレンシアたちを導いた。

「ここです。ここにレオチェルリが泊まっています」

　そうか、と応えたレフレンシアは、馬上で宿屋の建物を見上げた。

「小さいところだな」

「まぁ、レオチェルリ一人だけですので」

　下げ馬ばしたレフレンシアは、もう一度、宿屋の建物を見て呟つぶやいた。

「いちいち他ほかの宿を取るのも面倒だ。ここの部屋が空あいているようなら、貸かし切きりにしてしまうのが手っ取り早いか」

「レフレンシア様、レオチェルリの部屋へご案内します」

「ああ、頼んだ」

　セリノスが、レフレンシア、カイエ、アマネー、ソフィネスを先導して宿屋の入り口の扉を開けた。全員が頭ず巾きん付きの外がい套とうを羽は織おっているので、ぱっと見には男女の区別がつきにくい。

　入ってすぐ右手に受付があり、その奥に宿屋の主人が座っていた。頭がやや薄くなった中年の男は、熱心に絵入りの写しや本ほんを読んでいる最さい中ちゆうで、セリノスたちが入ってきても、ちらと顔を上げただけで、すぐに写本に視線を落としてしまった。

「ご主人、レオチェルリさんは部屋にいるかな？」

　とセリノスが抑おさえた声で呼びかけたが、彼は写本に目を落としたまま、あ～～、と気のない返事を寄よ越こした。

「いると思うけどね」

「じゃあ、部屋を訪たずねるよ」

「好きにしな」

　セリノスが受付脇の階段を上がろうとすると、レフレンシアがアマネーとカイエに向かって顎あごをしゃくった。

「貸切になるかどうか、交渉しておけ」

「了解しました」

　階段を上がっていくセリノスを、レフレンシアとソフィネスが追いかけた。

　受付の前に立ったカイエとアマネーが、頭巾を外して、ご主人！　と呼びかけても、彼は顔を上げようとしない。

「なんだい？」

「わたしたち、部屋を探しているんだけど」

　カイエがそう言うと、ようやく主人がカイエとアマネーのほうに顔を振り向けた。

「あ？」

　彼は目の前に立っているのが若い女性二人だということに驚いたらしい。手にしていた写本を慌あわてて背後の棚たなに突っ込むと、思いだしたように笑みを浮かべ、椅子から立ちあがった。

「お部屋をお探しで？」

「ええ、そうよ。いま、この宿に空あきはあるかしら？」

「はいはい、ありますとも。何部屋ほど、お入り用で？」

「多ければ多いほうがいいわ。わたしたち、若い女ばかりで旅をしているから、可能なら貸切にしたいんだけど？」

　主人が目を丸くした。

「貸切!?」

　そんな贅ぜい沢たくを言う旅人は普通いない。かなりの金持ちでないと無理だし、かなりの金持ちは、こんな安宿には泊まらない。主人は疑い深そうな目を二人に向けてきた。だが、カイエはかまわず話し続ける。

「そうよ、貸切よ。わたしたちみたいな美女ばかり十数名もの旅行者ともなると、ほら、ちょっとねぇ、見知らぬ人たちと同宿だと何かと気を遣つかうから、なかなか落ちつけないのよねぇ」

　カイエを見て、次にアマネーに目をやった主人が、小さく首を傾かしげた。

　この野郎！

　アマネーが眉まゆを吊つりあげたのに気づいた主人が、大慌てで首を縦に振った。

「はいはい、そりゃ、たしかに」

「だから、全館貸切ができるところがいいのだけれど」

　主人はまだ懐疑的な表情を崩くずさない。貸切になれば、部屋を遊ばせておくよりずっといいが、しかし、宿代を踏み倒されたら目も当てられない。

「ですが……いま、部屋は二つ、塞ふさがっていましてね……残りは使えるんですが」

「そのうちの一つがレオチェルリね？」

「ええ、はい」

「彼女はわたしたちの知り合いだから問題ないわ。でも、あと一つ、使っているのね。残念だわ」

「はぁ、すみません。それに貸切となると、今いるお客さんに別の宿屋を斡あつ旋せんしなくちゃなりませんし、このあと入っている予約のお客さんも別の宿屋へ連れていかなきゃなりませんし……」

　カイエが受付の中に上体を乗りだすようにして訊いた。

「ところで、ご主人、この宿を五日、貸切にするとして、おいくらになるのかしら？」

「えぇと、それはですね……」

　主人は宙を睨んで何事かを計算している。

　顔を戻した主人は、受付台に置いてあった雑ざつ記き帳ちように何かの数字を書きつけ、こんなものですが、と言ってカイエに見せた。

　相手の正体が判らないし、ほんとうに金を持っているのかも怪しいので、主人は少し吹っ掛けてみた。ところがカイエは驚きもせず、ふぅん、と言っただけで、懐から革袋を取りだして中身の銀貨を主人に見せつけた。

「もし今夜から可能なら、斡旋料とか手数料とかも乗せるけれど？」

　大量の銀貨を見せられて、宿屋の主人の顔色が変わった。

　これは……予想外の上じよう客きやくかもしれない。

　じつは、特戦隊が用意した活動資金は、あまり潤じゆん沢たくではなかった。

　スレイマーニャが、

「現地調達できるのなら、それほど持っていかなくても平気ですよね？」

　と言って、かなり絞り込んでしまったのだ。だから、なるべく節約したいところだが、レフレンシアは、使うべきときは惜おしまず使うべし、を旨むねにしていた。もちろん、ガブリエラたちが山賊としてかなりの金品を稼いでいるはずだとセリノスから聞かされているから、それを当てにしたという意味合いもあった。

「そそそ、そうですか。では、えぇと、ちょいとお待ちください」

　受付台の下を潜くぐって玄関ホールへ出てきた主人が、風のように出入り口から外に飛びだしていった。

　一瞬顔を見合わせたカイエとアマネーが互いに肩をすくめる。

「銀貨を見たら豹ひよう変へんしたよねぇ」

「人間、そんなものだろ。それより、何を読んでいたのかな、あの主人。随分と熱心な様子だったが」

　と言ったアマネーが、ひょいと受付台を潜くぐった。中へ入ったアマネーは、主人が棚にしまった写本を引っ張りだして、ぱらぱらと中を捲めくる。

「なるほどね」

「なんなの、それ？」

「艶えん本ぽんだな。ほら」

　アマネーは、本を開いた状態にして途中の頁ページをカイエに見せた。そこには大きめの文字で書かれた文章と共に、露ろ骨こつな裸の女性の絵が描かれていた。

　ちなみに、活かつ版ぱん技術などはまだ発明されていない世界のことであるから、本はすべて手書きの写本だ。大部数は望むべくもないので、本は貴重で高価な物だった。著ちよ作さく権けんという概がい念ねんは欠片かけらもないので、海かい賊ぞく版ばん――写本の写本とか、写本の写本の写本とか――が出回って版元が頭を痛めるのは、現代とあまり変わらない。

　写本の中には、文章だけでなく、こうした絵入りの物もあるが、絵もすべて一冊ずつ手描きだから大変だ。綺き麗れいで読み易い字が書ける者、絵が上手じようずに描ける者は、それだけで食いっぱぐれがなかった。

「あらあら、なかなか凄いわねぇ」

「助すけ平べえ親爺おやじめ」

　手にした写本を乱暴に棚に戻すと、アマネーは悠ゆう然ぜんと受付の中から出てきた。その直後に宿の主人が駆け戻ってきた。

「ああ、すいません、お客さん、もう少しだけお待ちを」

　そう言うと、今度は階段を駆けあがっていく。

「なかなか働き者だ。どうやら貸切は可能そうだな」

　とアマネーが言うと、カイエが、にんまりと笑った。

「全部の部屋が五日間も埋まるなんて予想外の収入だものねぇ。頑張っちゃうわよね」

　アマネーが、ふん、と鼻を鳴らす。

「あの親爺のことだ。全部の部屋が埋まることより、若い美女ばかり十数名、ってのに惹ひかれたんじゃないのか？」

「あり得るわね。まぁ、あんたが美女かどうかは、さて措おいて」

「なんだとう!?」

「でも、ま、ジアンには勝ってるけどねぇ」

　けっ、とアマネーが吐き捨てる。

「ジアンあいつに負けるようなら、女を辞やめるしかないな」

　酷い言われようである。カイエが大きく仰のけ反ぞった。

「うわぁ、可哀想なジアン」

「おまえが言うな、おまえが！」

　などと二人が言い合っていると、主人が大きな荷物を持った見知らぬ男を伴ともなって二階から下りてきた。男に対して、主人が頻しきりに頭を下げている。

「……というわけで、これが迷めい惑わく料りようでございます」

「ああ、まぁ、他ほかの宿が確保できてるんなら、俺はべつにいいけどさ」

「どうもありがとうございました～～」

　荷物を抱えて宿から出ていった男を、とびきりの愛あい想そ笑いで見送った主人は、やがて、くるりと振り返った。

「お待たせいたしました。これで当宿は、お客様方の貸切が可能になりました」

「ああ、ありがとね。じゃあ、とりあえず、三日分の前金をお支払いするわね。残りは、三日目にもう一度ってことで、よろしいかしら？」

「はいはい、それでけっこうでございます」

　カイエから銀貨を受け取った主人は、膝に額が付きそうなほど深々と腰を折りまげた。武闘派とはいえ、団長代理の秘書官を勤める二人だけある。なかなかの交渉術だった。

「では、宿帳へお名前の記帳をお願いいたします」

　受付の内部に戻った主人が、受付台の上に宿帳を載せた。立ったままカイエが適当な偽ぎ名めい――二番名や三番名――を記帳していると、主人が、保管してある部屋の鍵と何かの書き付けを宿帳の横に置いた。

「これが残りの部屋の鍵でございます。お部屋はご自由にお使いください。利用に際しての注意書きにも記しるしてございますが、飲み水は、こちらにお申しつけくださればご用意いたします。夜中に使う分は汲くみ置いておきますので、そちらでお願いします。それと、お湯は、簡易浴場がございますので、そちらをお使いください。使用時間は十刻こく時じまでとなっております。朝は四よん刻こく時じからお使いいただけます。夜間、何か危急の事態が起きれば」

　主人が受付に置かれた小振りな鐘かねを指さした。

「その鐘を鳴らしてください。わたしはこの奥の部屋で寝ておりますので。え～と、あと、何かご質問は？」

「特にないわ。後から仲間が来るはずだから、来たら声をかけてくれるかしら」

「はい。えぇと……」

　宿帳を覗いた主人が、そこにある名前を確認する。

「どなた様を訪ねて見えるのです？」

「先に来ていたレオチェルリ、もしくはカイエ、アマネー、セリノスね」

「了解いたしました。では、お仲間の方がお見えになったら、お声をかけさせていただきますので」

「よろしくね～～」

　主人に向けてひらひらと手を振りながら、カイエが軽快な足取りで階段を登っていく。アマネーもその後を追って階段を登った。

　二階に上がると、廊下の左右に木の扉がいくつも並んでいるのが見えた。

「レオチェルリ～～」

　カイエが大きな声で呼ぶと、廊下右側の奥から二番目の扉が開いて、セリノスが顔を出した。

「ここです、カイエ様、アマネー様」

　セリノスに招かれ、カイエとアマネーが室内に入る。そこは三人まで寝泊まりできる部屋で、縦長の部屋に寝台が三つ並んでいた。寝台以外には何もなく、本当に寝泊まりするためだけの部屋だ。窓は硝子製ではなく、板戸に鎧戸だ。今は鎧戸も板戸も開け放たれているので、室内はそれほど暗くはない。

　三つの寝台の中の一つにレフレンシアとソフィネスが腰を下ろして、何事かを話し合っていた。

　レフレンシアが顔を上げ、入ってきた秘書官二人を見た。

「どうだった？」

「はい、ラインラシア様」

「なんだ、わたしはラインラシアという名前になったのかい？」

　カイエが澄ました顔で、ええ、そうです、と頷いた。

「レフレンシア様は有名人ですので、一番名も変えておきました」

「覚えておこう。で、交渉はどうなった？」

「ご安心ください、貸切になりました。宿代は、まぁ、高くもなく安くもなくといったところでしょうか。とはいえ、持ってきた活動資金の額を考えると、かなり痛いことには違いありません」

「それは仕方がない。貸切にせずに、もっといい宿へ行くという手もあるが、多分、そちらのほうが金がかかるだろう」

「そう……ですね」

「では、もう少し広い部屋に移るとするか」

「はい、お待ちください」

　アマネーが、主人からもらった宿屋の説明書を広げた。

「反対側に、二ふた間ま続きで使える部屋がありますね。そこならもう少し広いようです」

「では、そちらを開けて、使えるようにしてくれ」

　はい、ただいま、と言って、カイエとアマネーが部屋から走り出ていった。

　すぐに外から二人の声が聞こえてきた。

「団長代……じゃなくて、ラインラシア様、どうぞ～～」

　寝台から立ちあがったレフレンシアを先頭に、ソフィネス、セリノス、レオチェルリの順に部屋を出る。レオチェルリが部屋に鍵をかけ、廊下を挟んで対面にある部屋に入っていった。
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　その日の夜、城門が閉まる一いつ刻こくほど前に第二班が到着した。二班は、街道筋に何か変わったことがないか、怪しい集団がいないかなどを見ながら走ってきたので、この時間になってしまったのだ。

　レフレンシアたちは、ちょうど簡単な夜食を摂っているところだった。夜食は、予あらかじめ用意してあった乾かんパンや乾ほし肉、野菜の漬つけ物などである。それらを葡ぶ萄どう酒しゆで流し込んでいるところへ、出迎えのために階下へ下りていったレオチェルリに案内され、二班の五人――アルデリィナとウェルネシア、エルトナ、ジュナス、ルミネィアが入ってきた。

「やあ、お疲れ様」

　とレフレンシアが声をかけると、五人は直立不動の姿勢で敬礼を寄こした。

「お疲れ様でございます」

「食事はどうした？」

「まだであります」

「では、食べながら話をしようか」

「はい」

　広いといっても、二部屋が続きになって使えるというだけで、部屋その物の面積は、それほど広くない。空いた場所に折り畳みの木の椅子と木の卓を並べれば、それでもう満まん杯ぱいだった。既に鎧戸は閉められ、室内では盛んに蠟ろう燭そくが燃えている。

　十一人は並べた椅子に座り、もそもそと乾パンや乾し肉を齧かじった。上体を大きく動かすと、隣に座った者にぶつかりそうだった。

「さて」

　葡萄酒を一口飲んだレフレンシアが、二班の班長、エルトナに顔を向けた。

「何か気になることはあったか？」

　エルトナは、口にしたパンを急いで呑み込み、いえ、と首を振った。

「ここまでの道筋には、特に目を引くようなものはありませんでした」

「そうか。レオチェルリによると、この街でも特に不審な者は見かけていないそうだ。ということは、アンテルノ側の手は、まだ湿地帯にまで及んでいないと見ていいだろう。そこでだ」

　手にした酒杯を卓に戻すと、レフレンシアは一同を見渡した。

「特戦隊と特遊隊を三さん手てに分けようと思う」

　全員が驚きの顔を団長代理に向けた。彼女たちは全員がまとまって動くものだと思っていたから、レフレンシアの言葉に意表を衝つかれていた。

　レフレンシアは部下の驚きなど知らん顔で自分の構想を述べていく。

「一隊は、ドゥイエンヌたちと交代して、山賊を続けてもらうとしよう」

　全員が、ぎくりと上体を引いた。

「もう一隊は、高原都市内での情報収集。アンテルノ側の動向や対応や、セビリィノが今どういう状態になっているかなどを、それぞれ調べてもらいたいんだ。で、残りの一隊は作戦本部、ということになるな」

　アルデリィナが恐る恐る聞いた。

「レフレ……ラインラシア様、振り分けは、どのように……」

　そうだな、と言ったレフレンシアは、宙を睨みながら、哀れむべき役目を与えられる者の名を呼んだ。

「山賊組は、ヨーコ、アルゴラ、アマネー、セリノス、ジュナス、それにレオノーラ辺りが適任だろう」

　適任なんですか!?

　セリノスが情けない顔でレフレンシアを見る。

「あははは、適任、適任」

　アマネーを指さしたカイエが、けらけらと笑っている。アマネーは思い切り不機嫌そうな顔でカイエを睨み返した。すると、楽しそうなカイエを見たレフレンシアが口の端はを吊りあげた。次なる犠牲者の品定めを終えた悪魔のような顔だった。

「カイエ」

「あ。なんでしょうか、ラインラシア様？」

「人員変更だ。セリノスに代わって、君が行け」

「は？」

「適任かどうかという点で言えば、君ほど適任な者はいないだろうしな」

「え？」

「君には、山賊団の首領の役を任せよう」

「噓っっ!?　なんでっっ!?」

「なぁに、いつもどおりの話し方をしてくれればいいんだよ、カイエ。『馬鹿野郎』とか『ふざけんな』とか『死ねや、てめぇ』なんてふうにね。いやはやなんとも、山賊の首領に相応ふさわしい話し方じゃないか」

　ず～～ん。

　カイエの両肩が落ち、顔に黒い翳かげが差した。

「酷い……」

「まったく、おまえにはお似合いな役回りだな、カイエ」

　くすくすと笑いながらアマネーがそう言うと、カイエはアマネーを睨ねめつけ、猛獣か何かのように低く唸った。

「ほっとけや～～」

「それだ、カイエ。その顔だよ。どこからどう見ても山賊の首領顔だ」

　とレフレンシアが言うと、カイエは急いで表情を戻し、無理やり笑顔を作った。

「ラインラシア様ったら、酷いですわん」

　レフレンシアは、カイエの笑顔を完全に無視し、逆に深刻そうな顔になった。

「カイエ」

「はぁ……」

「首領として、アルゴラが本当に人を斬り殺さないように注意してくれよ？」

「うわぁ、それがあった～～」

　カイエが頭を抱えてしまった。

　セリノスは、内心で大いに安堵し大いに安心していた。

　いや、ドゥイエンヌやガブリエラたちがやっているのだから、わたしだってやらないわけじゃないけど……。

　真まっ直すぐな性格のセリノスは、山賊という役柄を演じるのに大きな抵抗感がある。

　ノエルは楽しそうにしていたけど。まぁ、あいつは性格が拗ねじけているからな。

　妹には容赦のないセリノスである。

「さて、情報収集担当のほうだが」

　膝の間に頭を入れて身み悶もだえしているカイエを置き去りにして、レフレンシアが強引に話題を戻す。

「情報収集はエルトナとソフィネスに頼もう。付ける人員は考えておく」

　手にした食べ物を卓の上の皿に戻し、エルトナとソフィネスが立ちあがった。

「了解いたしました」

　特務分隊の副隊長を務めるエルトナは、中肉中背で、髪も肩から背中に届くくらいの長さだから、一見、これといった特徴がないのが特徴と言えるような女性だった。前髪が長めで目許が隠れ気味なのは元の上司、フェーレンと同じだが、まさかそれが特務分隊内の流は行やりでもあるまい。

　一方、ソフィネスは痩せて筋肉質で背が高かった。アルゴラの下で副隊長を務めるほどだから、剣の腕は確かである。性格的には落ちつきがあって思し慮りよ深ぶかく、武闘派とは明らかに一線を画かくす人材だった。そんなソフィネスが、なぜ特戦隊に加わっているのかというと、いざというときにアルゴラを抑えるため、というのが専もつぱらの噂だった。

　二人が腰を下ろすと、レフレンシアは改めて一同を見渡した。

「当座、ここを作戦本部としておく。わたしは、王子を護りながらここに詰める。戻ってきた特遊隊の連中には、いずれまた動いてもらう必要がある。人員配置は、作戦の進行具合によって適てき宜ぎ変更するから、みなもそのつもりでいてくれ」

　全員から、はい、という返事が上がる。

「じっさいに作戦を開始するのは三班が来てからになるが」

　ラインラシア様、とレオチェルリが呼びかけた。

「もうじき城門が閉まってしまいます」

「そうだな。今夜中に城外まではたどり着けるだろうけど、入城するのは明日の朝になるだろうね」

　城郭都市は、夜間に城門を閉めてしまう場合が多い。この街も十一刻こく時じ――今で言えば午後の十時――で城門を閉めることになっている。それ以降に到着した旅人や商人は城門の外で、翌朝、門が開くのを待つしかなかった。そのために、城門のすぐ外に天幕などを張り、夜遅く到着した人々に寝場所や飲食を提供する商売人もいた。

「わたし、外に出て待っていましょうか？」

「城門の外には簡易宿泊所もあったし、あの連中なら野の宿じゆくでも問題ないだろう。もし王子様が耐えられないと判断すれば、手前の街に泊まって、朝あさ一いちでこちらに走ってくるという可能性もある。君が出ている必要はない」

「了解いたしました」

「食後、一服したら、湯を浴びよう。それが済んだら、みんな、早めに寝るように。クセルクス盆地からここまで走り詰めだったから疲れているはずだ。明日は夜明けと同時に動くからな、今夜は疲労回復に専念しろ。人員の配置は明日までに考えておく」

「了解いたしました」
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　食事を終えて一服すると、レフレンシアがレオチェルリを呼んだ。

「湯を浴びに行こう。案内してくれ」

「はい。ですが、ここはお湯が流れるだけで、湯舟はありません。よろしいですか」

「この水準の宿で贅ぜい沢たくは言うまい。水ではなく、お湯が使えるだけで御おんの字だ」

「時間が時間ですし、ゆっくりしていると、お湯が終わってしまいます」

「よし、交代で急いで使おう。最初の留守番は、カイエ、アマネー、アルデリィナ、セリノス、君たちに頼む」

「はい」

　名前を呼ばれた四人以外――レフレンシア、ソフィネス、ウェルネシア、エルトナ、ジュナス、ルミネィア、レオチェルリの七人が、体拭ふき用の布を持って立ちあがった。

　レオチェルリに案内され、六人は一階の浴場まで下りていく。

　引き戸を開けて中に入ると、そこが脱衣場で、三方の壁かべ際ぎわには、いくつにも区切られた木製の棚たなが備え付けてあった。残りの壁には姿すがた見みが設置してある。七人はそこで靴を脱ぎ、服を脱ぎ、下した帯おびや胸むな覆おおいを外し、脱いだ服を棚に入れ、奥にある浴室へと入っていった。

　浴室の石床の上に木製の簀すの子こが並べてあり、壁際には大きな湯ゆ桶おけが二つ、鎮座していた。壁に開いた穴から樋といを伝って、ちょろちょろとお湯が流れだし、下の湯桶に溜まっている。

「金属製の取っ手を回すと流れるお湯の量が調節できるようになっています」

　とレオチェルリが説明した。当然のことながら湯温の調節はできない。

　七人は布を湯に浸して絞り、それで体を拭いたり、小さな手桶で湯を汲んで体にかけたり顔を洗ったりする。

「あの湯桶に浸つかれないかな」

　とソフィネスがじっと湯桶を見つめる。

「ほら、馬鹿なことを言ってないで、残りの四人と交代するぞ」

「でも、レフ……ラインラシア様、お湯に浸からないと、疲れが取れない気がするのですよ」

「だから、贅沢を言うな」

「一回生は、いいよね。思い切り豪華な宿屋に泊まって、露天風呂とか美お味いしい食事とか、堪たん能のうしたらしいじゃないの。羨うらやましいなぁ」

　とジュナスに言われ、ウェルネシアが曖あい昧まいな顔で頷いた。

「ええ、まぁ。でも、おかげでとんでもない拾い物を、というか、拾い者をしちゃったわけで、よかったんだか悪かったんだか判らないですよ」

「ははは、そうかもね」

「あ～～、さっぱりした」

「アルアラネ様にお仕えする身としては、あんまり汚れたままではいられないしね」

　などと言いながら、顔や体を洗い終えた七人が脱衣場に戻ってきた。

「ん？」

　レフレンシアの目が光った。

　エルトナ、とレフレンシアが声を出さずに、唇の動きだけで部下を呼んだ。

　なんですか？　と、こちらも囁くような声でエルトナが近づいてきた。

〈あの姿見、気にならないか？〉

〈ん～～～～〉

　顔はそっぽを向いたまま、エルトナは目だけを動かして大きな鏡を見る。

〈あれは……〉

　エルトナの目が見開かれた。彼女はレフレンシアに顔を近づけ、何事かを耳打ちする。

〈やはり、な〉

　難しい顔で頷いたレフレンシアは、不意に顔を巡らせた。

「ウェルネシア」

「はい」

　服を着ようとしていたウェルネシアの動きが止まる。

「ああ、ちょっとそのまま、そのまま」

「はい？」

「服を着る前に、こちらへ」

「え？　なんでしょうか？」

「いいから、お出いで」

　レフレンシアが手招きしている。ウェルネシアはしかたなく、裸のままで団長代理の下へ寄っていった。

「ちょっとこの前に立ってみて」

　とレフレンシアが姿見を指さす。

「いえ……あの、どうしてですか？」

「いいから、早く」

「は……はい……」

　要領を得ない顔で、ウェルネシアが鏡の前に立つ。

「はい、気をつけ」

　ウェルネシアが姿勢を正した。

　残りの四人、ソフィネスとジュナス、ルミネィア、レオチェルリが、何が始まったんだろう？　と注目している。

　ウェルネシアの全身を舐めるように見ていたレフレンシアが、う～～ん、と感心したような声を上げた。

「いやぁ、いい胸をしているね、ウェルネシア」

「い、いえ、あの……」

「ドゥイエンヌにも勝ってるんじゃないか」

「はあ、それは……ってそういうことではなく。あの、これに何か意味が？」

　ウェルネシアの質問に答えず、レフレンシアは、彼女の太ふと腿ももを軽く叩いた。

「はい、休め」

　いったい自分が何をやらされているのか、ウェルネシアにはさっぱり判らない。それでも団長代理の命令だから、彼女は目を白黒させながらも、言われたとおり、鏡の前で休めの体勢になった。

　レフレンシアが、ちらっとエルトナを見る。彼女は重々しい顔で頷き、

〈間違いありません〉

　と囁いた。

〈割れ〉

　はっ、と一礼したエルトナは自分の服が置いてある棚まで戻り、服を右腕に巻きつけ、靴だけを履はいて戻ってきた。裸のままだから随分と異様な恰好だが、エルトナは真剣な顔つきだった。ソフィネスやジュナスたちが目を丸くしてエルトナを見つめている。

「よし、ウェルネシア、下がって」

　レフレンシアとエルトナのただならぬ様子に、ウェルネシアが慌てて後ろに下がった。

　エルトナは服を巻きつけた右腕を鏡に向かって振るい、叩きつけた。甲かん高だかい音がして鏡が粉こな々ごなに砕け、その音に人の悲鳴が被かぶさった。

「え？」

　レフレンシアとエルトナ以外の五人が、驚きの顔で鏡があった場所を見ている。鏡の後ろは壁ではなく、そこには暗い空間があった。悲鳴はその中から聞こえてきたのだ。

「か、隠し部屋!?」

　皆が息を呑んで見つめる中、エルトナが現れた隠し部屋に向かって踏み込んでいった。鏡の破片を踏む、じゃりっという音がする。

「いたいた」

　エルトナが、誰かを引きずるように戻ってきた。

「あぁっっっ！」

　ウェルネシア、ソフィネス、ジュナス、ルミネィア、レオチェルリが口々に叫んだ。エルトナに引きずられて姿を現したのは、なんと宿屋の主人だった。

「つまり……」

「わたしたちって覗かれてた？」

「あの姿見、反対側からは丸見えだった？」

「えぇぇぇぇっっ!?」

　ウェルネシアが顔を真っ赤にしてレフレンシアに迫った。

「レフ……ラインラシア様、さっきの、気をつけ、休めは、まさか!?」

「ああ、そうだよ。人が潜ひそんでいるような気配がしたけど、確実だとは断定できなかったので、ちょっと君を囮おとりにね。君が鏡の前に立てば、さすがに気配が漏れるだろうと思ったんだけど、上手くいった。君の胸があまりに立派だったため、興奮した彼は気配を殺しきれなくなってしまったわけだ」

「ひ、酷い～～～～」

　ウェルネシアは胸を手で押さえ隠し、身み悶もだえた。

「さて、ご主人」

　レフレンシアが、床の上でがたがたと震えている宿の主人に向き直った。裸なのに体を隠そうともしない堂々とした態度だ。

「なかなか素敵な趣味をお持ちなんだね。しかも、昨日、今日、始めたって感じじゃない。それほど見事な気配の消し方だった。その隠し部屋の造りも随分と凝こっているし。というか、この鏡もさぞかし高価な物なんだろうね？」

「いいいいえ、あのあのあの……」

「当局に訴え出れば宿屋の廃業は確実。どころか、あなたは犯罪者として裁さばかれるだろうな。いつからやっていたのかは知らないが、常習犯であることは間違いなさそうだ」

「違ちが違ちが違ちが、違うんでさ。これは、そう、これは、この部屋は、お客さんたちが火傷やけどをしないように、お湯の温度が適温かどうかを見張るために作ってあったのであって、お客さんの着替えを覗こうとか、そういうことでは決して……」

　レフレンシアが、相手を見下した顔になる。

「では、なぜ脱衣場なのかね？」

「…………」

「お湯の温度を確かめるというのが本当なら、浴室のほうに作るべきじゃないのかな」

「お許しを～～～～」

　レフレンシアの足にすがりついた主人が、泣きながら彼女を見上げた。

「どうかお許しくだ……」













「こら！　その体勢で見上げるんじゃない」

　レフレンシアは右足を上げ、足の裏で主人の顔を思い切り踏みつけた。

「ひいぃ～～、お許しを。お許しを～～」

　主人は床に額を擦こすりつけ、這はい蹲つくばった。

「ラインラシア様、こいつは見張っています。服を着てください」

「頼んだよ、エルトナ。みんなも服を着なさい」

　エルトナを除く六人が、急いで服を着て男の前に戻ってきた。交代で、エルトナが服を着に行く。

「さて、ご主人、我々はどうするべきかな」

「お許しください～～。あっしには養わなきゃなんない家族がいるんでさぁ。もしも捕まりでもしたら、あっしら家族は、揃そろって首を括くくらなきゃなんねぇです～～」

「だそうだが」

　レフレンシアはゆっくりと首を巡らせ、ウェルネシアを見た。

「どうしたい、ウェルネシア？」

「できれば今この場で！　わたしがこの手で！　殺してやりたい！　んですけど～～」

「ひいぃ～～、ご勘弁、ご勘弁くだせ～～」

「ソフィネス？」

「絞こう首しゆ刑けい」

「ひぃ～～～～」

「ジュナス？」

「斬ざん首しゆ」

「ひぃぃぃ～～～～」

「ルミネィア？」

「八やつ裂ざき」

「いぃやぁぁぁ～～」

「レオチェルリ？」

「鞭打ちくらいで……」

「なんてお優しい～～」

　最後にレフレンシアは、服を着て戻ってきたエルトナに訊いた。

「エルトナは、どうしたい？」

「生きたまま両手両足を切り落とし、目を抉えぐり、耳と鼻を削そぎ……」

　主人の体から力が抜け落ち、気を失った彼は、へなへなと床に頽くずおれてしまった。

「もう。みんな、虐いじめすぎじゃないのか？」

「ラインラシア様こそ」

　くす、っと笑ったレフレンシアは、エルトナに、起こして、と命じた。

　主人の背後に回ったエルトナが、彼の上体を支え、えいっと活かつを入れる。

「……あっ」

　目を見開いた彼は、自分を取り囲み見下ろしている冷ややかな十四の目に居い竦すくんでしまった。

「ご主人」

　主人が、おどおどとした目をレフレンシアに向けた。

「こういう諺ことわざがあるのを知っているかな」

　レフレンシアは意味ありげな視線で主人の顔を見つめる。

「魚うお心ごころあれば水みず心ごころ」

「…………あ」

　レフレンシアの言葉の意味を察した主人が、激しく首を上下に振った。

「さて、そこで一つ訊きたいのだが」

「な、なんでしょう？」

「この宿は我々の貸し切りになっていると思うのだが、はて、おいくらだったかな？」

　泣き笑いのような不思議な表情になった主人は、へこへこと頭を下げながら言った。

「も、もちろん無む料りようでございます。お好きなだけ、ご自由に……お使いくださいませ」

　レフレンシアはあくまで真剣な顔で、そうかぁ、と言った。

「それは助かる。あなたの親切な申し出に、我々は今ここで起きたことを忘れてしまいそうだよ」

「あああ、ありがとうございます～～」

　主人がもう一度、床に這い蹲った。

「さて措き、その部屋は塞ふさいでおいたほうがいいな。もしも査察が入ったりすれば、言い逃れができないからね」

「あああ、はい、判りましてございます」

「それと、夜中でもお湯が使えるようにしてもらえると、とってもありがたいんだが、どうだろう？」

「えええ、もういくらでも、どうぞ」

「あと、もう少し大きな湯桶があると、湯を浴びるだけでなく、湯に浸かることができるんだけど、どうだろう？」

「ななな、なんとかさせていただきます、はい」

「うん、ありがとう。客に対する肌き理め細こまやかな対応と奉仕の精神が素晴らしいね。わたしたちはとても満足しているよ」

「は……はははは……」

　主人が呆ほうけたような乾いた笑い声を漏もらした。

「さて、では、鏡の破片を掃そう除じし終わったら、声をかけてもらおうか。残りの四人がお湯を使いたいのでね」

「承知してございます～～」

「では、みんな、部屋に戻ろう」

　レフレンシアが意い気き揚よう々ようと脱衣場から出ていくと、残りの六人は顔を見合わせて、うんうんと頷き合った。

〈悪あく辣らつだ〉

〈恐ろしく悪辣だ〉

〈この世に並ぶべき者のいない悪辣さだ〉

〈さすがに団長代理、盆地の魔女の異い名みようは伊だ達てじゃない〉

「おい、何をしている!?　早く来ないか」

　廊下からレフレンシアの声がして、六人は慌てて脱衣所から出ていった。
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　部屋に戻ったレフレンシアは上機嫌で、カイエやアマネーに、

「喜べ、宿代が無た料だになったぞ」

　と自慢した。

「ええぇ!?」

「いったい、どうしたというのです!?」

　跳びあがって驚くカイエとアマネーの疑問に直接には答えず、レフレンシアはくすくすと笑った。

「助かったよ、宿の主人が善いい人で。マーニャの奴、最低限の活動資金しかくれなかったからね。これで、だいぶ楽になった」

　笑い続けるレフレンシアを呆あきれた顔で見ていたカイエ、アマネー、アルデリィナ、セリノスは、戻ってきた六人に向かって疑問をぶつけた。

「ねえ、何があったの？」

「いや、まぁ……いろいろとね」

「詳しい話は、後あとでウェルネシアにでも聞いて」

「カイエ、アマネー」

「はい！」

「脱衣所の掃除が終わったら主人が呼びに来るから。湯を使いに階下に下りたついでに、前払いした銀貨を返してもらっておくように。いいね？」

「りょ、了解いたしました」

　カイエとアマネーが敬礼すると、レフレンシアはジュナスを呼んで言った。

「さすがに疲れたから、もう寝るよ。適当に部屋割りをして、わたしを部屋に連れていってくれ」

「あ、はい、ただいますぐに」

　ジュナスがレオチェルリと相談して部屋割りを決め、レフレンシアの荷物を持って立ちあがった。

「ラインラシア様、どうぞ」

「うん。みんなも明日からの作戦に備えて早めに寝るんだぞ」

「はい」

　ジュナスがレフレンシアと共に部屋から出ていくと、即座にカイエとアマネー、アルデリィナとセリノスがウェルネシアを取り囲んだ。

「何がどうしたの、ウェルネシア？」

　ウェルネシアが、思い切り情けない顔で浴室と脱衣所での出来事を語って聞かせると、話を聞き終えた四人は、う～～～～ん、と低く唸って顔を見合わせた。

「さすがに団長代理」

「底知れぬ悪辣さだ」

「あの方の前に出れば、魔界の魔女も裸足はだしで逃げだすでしょうね」

「あの方がアルアラネ様の加護を戴いただけるというのが不思議でしかたがない」

　などとカイエとアマネーがひそひそと話をすると、アルデリィナが大きく頷いた。

　というか、ウェルってば、なんて可愛そうな……。

　囮として、いや、人ひと身み御ご供くうとして差しだされたウェルネシアの境遇にセリノスは大いに同情した。

　戻ってきたジュナスが、その場にいた者に部屋割りを伝える。ウェルネシア、ソフィネス、ルミネィア、エルトナが荷物を持って指定された部屋に移動していった。

　やがて、宿の主人が四人を呼びに来た。

　カイエ、アマネー、アルデリィナ、セリノスは鏡が割れた脱衣所へ行き、そこで起きた惨劇に思いを馳はせながら服を脱ぎ、手早くお湯を浴びると、元の部屋に戻ってきた。

「わたしたち四人は、この部屋だな」

　とアマネーが言うと、カイエが応じた。

「明日も早いことだし、寝ましょうか」

「そうしよう」

　四人は適当に寝台を選ぶと、そそくさと毛布に潜り込んだ。

　毛布を被かぶったセリノスは、高原に残って活動を続けている仲間や妹のことを思った。

　ガブリエラ、ドゥイエンヌ、ジアン、デイレィ、マルチミリエ、ノエルノードは、山賊の真似をして、今も商隊を襲っているはずだった。セリノスがクセルクス盆地へ向かってから、すでに六日が経っている。アンテルノ側の追及も厳しくなっているはずだ。山賊討とう伐ばつに来た部隊に追われ、逃げるように山中を移動しているかもしれないし、下へ手たをすると、襲ってきた部隊と交戦しているかもしれない。

　……みんな、無事だろうか。

　早くみんなと再会したい、とセリノスは強く思った。

　数日間離れていただけなのに、久しく会っていないような気がする。そんな自分の感情にセリノスは戸と惑まどった。

　ガブリエラやドゥイエンヌと初めて顔を合わせたのは、ついこの間だ。仲間であることを強く意識するようになったのは、お兎うさぎ様さまの乱からだろう。それなのに、同期生たちとは、もう何年も前から知り合っていたような気がする。何年も一緒に行動してきたような気がする。

　どうしてだろう。不思議だな。

　セリノスは自分の感覚の、感情の原因をあれこれと考えようとした。だが、それらを追究するには、彼女は疲れ過ぎていた。疲労が限界に達していた。何しろクセルクス盆地まで馬を飛ばし、休む間もなく取って返してきたのだ。

　ノエル……頑張れ……よ……。

　セリノスは、あっという間に眠りに落ちてしまった。翌朝、同じ部屋で寝ていたアルデリィナに起こされるまで、彼女は久しぶりに熟じゆく睡すいしたのだった。




　　　　　９




「ほら、起きて、セリノス」

「……ん」

　アルデリィナがセリノスの体を揺さぶっている。

「朝だよ。そろそろ三さん班ぱんが到着するかもしれない」

「あ！」

　セリノスが跳ね起きた。

　すでに鎧戸は開けられ、半開きになった板戸の隙すき間まから朝の陽光が漏もれている。室内を見渡すと、すでにカイエもアマネーも見当たらなかった。急いで寝台から抜けでると、セリノスは活動用の短めの裳裾に着替えた。

「みんな、隣の部屋のほうに集まるみたいだから、僕たちもそちらへ行こう」

「はい」

　隣室に通じる扉を開けて中を覗き込むと、レフレンシアがいた。彼女はカイエ、アマネー、ソフィネスと何事かを話し込んでいた。

「お早うございます、ラインラシア様」

　レフレンシアが顔を上げた。

「お早う、セリノス。よく眠れたかな？」

「はい、おかげさまで」

「アルデは、どうだい？」

「僕も、途中で目が覚めることなく、朝まで熟睡できました」

「そうか。それはよかった」

「遅れて申し訳ありません」

　とセリノスが謝ると、レフレンシアは、気にするな、と手を振った。

「君が一番疲れていただろうから、カイエたちには起こすなと言っておいたんだ」

　セリノスが顔を赤くして頭を下げた。

「お心遣い、感謝いたします」

　切れ者で怜れい悧りで厳しい団長代理ではあるが、よく働いた者にはそれなりの優しさや気遣いを見せることが多い。だからこそ部下もついてくるのだろう。

　レフレンシアの心遣いにセリノスは、つくづくと思った。ただ厳しいだけでは駄目なんだ、と。やはり上に立つ者は、ときに厳しくときに優しく、ときに冷たくときに温あたたかくなくてはいけない。

　セリノスは、自分の父親を思いだした。

　そうそう、父もそうだったな。

　レフレンシアを見ていると、人の上に立つ者はどうあるべきかを教えられるような気がする。レフレンシア本人は、自分は組織の頂点に立つような人間ではないと自己評価しているようだが、それは謙けん遜そんではないか、とセリノスには思えた。

　たぶん、レフレンシア様は、表に立つよりも、裏に立って表の人間を支えるのを好むというだけで、充分に頂点に立てる人物ではないだろうか。

　それがセリノスの評価だった。

　セリノスは、いずれ白はく兎と騎士団を退団したら、かつて父が活躍した、そして今は兄たちのいるベティス大公国軍に入ろうと思っている。そのときには、ここでの経験が必ず役に立つだろうと確信する。

　この方を見習って、自分も精しよう進じんしなくては。

　セリノスは熱い目でレフレンシアを見つめた。

「どうかしたか？」

「いえ。なんでもありません」

　小さく肩をすくめたレフレンシアは、セリノスとアルデリィナに、まぁ座りなさい、と言った。

「いま、レオチェルリやジュナスたちが城門まで迎えに行ってるから、三班が着いているなら、すぐに連れてくるだろう。着いていなかった場合は、少し待つことになるが」

　と言っているところへ、ジュナスが駆け込んできた。

「ラインラシア様、三班が到着しました。いま、表で荷物を降ろしております。馬を預けたら、すぐに上がって参ります」

　たとえ小さな宿屋であっても、遠路をやってくる旅人や商人のために馬ば房ぼうを持っているのだ。この宿も裏手に小さな馬房を持っていて、レフレンシアたちが乗ってきた馬はそこに繋つないである。

「そうか。何か問題は？」

「特にはないようです。王子様も、すこぶるお元気なご様子」

「ちゃんと女装しているかい？」

　ジュナスが、くすっと笑った。

「はい。よくお似合いであります」

「女装が似合うのはともかく、問題がなければそれでいい。強行軍にぐずりでもしたら、放りだしてやろうかと思ったが」

　あのカッシゥス王子に限って、それはないだろうな、とセリノスは思う。

　なんというか、見た目は可愛いけど、とても芯しんの強い子のはずだから。

　そのとき廊下から、どやどやと足音が聞こえてきた。

「あ、来たようですね」

　ジュナスが扉のところまで引き返して、廊下に顔を出した。

「こちらです。どうぞ」

　ジュナスが体を引くと、カッシゥス王子が部屋に入ってきた。レフレンシア以下、騎士団員が立ちあがって王子を迎える。

　ひらひらした裳裾を翻ひるがえして入室してきた王子は、本当に女の子のようだ。

　なんというか、この見た目にも騙だまされるよね。

　つくづくそう思うセリノスだった。

「ご苦労様です、レフレンシアさん」

「あ～～、ここでは、わたしはラインラシア、と名乗っております。王子も、何か別名を考えなくてはなりませんね」

　レフレンシアがにやっと笑って続ける。

「そのお姿に相応しい、可愛らしいお名前を、です」

　にっこりと微笑ほほえんだ王子が、

「はい、お任せします」

　と応えると、うっ、とレフレンシアが頭を引いた。

　無む邪じや気きなんだか鈍にぶいんだか大物なんだか……よく判らない子だな。

「カイエ、何か考えておいて」

「は、はい」

「では、王子、こちらへどうぞ」

　レフレンシアが王子を差し招く。といっても、並んでいるのはどれも簡素な木製の折り畳み椅子だ。

「粗そ末まつな椅子で申し訳ありませんが」

　とレフレンシアが言うと、かまいませんよ、とカッシゥスが応じた。

「皆さんのご苦労に比べれば、僕の苦労など、物の数には入りません。どうかお気になさらないでください」

　ふぅぅん、とレフレンシアは感心する。

　どうにもよくできた子だな。逆にいい子すぎて、少し面白みが足りないくらいだが。平気で女装をするところは面白いけれど。

　王子が着席すると、出入り口に控えていた二班や三班の隊員が、ぞろぞろと部屋に入ってきた。

「お疲れ様でございます」

「ご苦労様です」

「遅くなりました」

「荷物はどうした？」

　とレフレンシアが訊いた。

「荷物置き場になっている部屋に放り込んできましたぁ」

　とファンフェッダが応えると、レフレンシアは手をひらひらさせて、部下に座るように促うながし、自分も椅子に腰を下ろした。

「ちょっと狭いが、適当に椅子に座って」

　立っていた隊員たちが、思い思いに腰を下ろす。さすがにこれだけの人数が座ると、ぎゅうぎゅう詰めといった感じで、息苦しいほどだ。

　さて、ここに顔を揃そろえた隊員をもう一度、確認しておこう。

　特戦隊隊長で、今回の作戦の指揮官である団長代理、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス。

　警邏隊長兼特務分隊長であるレオノーラ・エレマル・サイクス。今回の作戦ではレフレンシアの副官的な役回りになるのだろう。

　一番隊隊長であるアルゴラ・アスターシャ・アレスタ。「氷のアルゴラ」と異名を取るこの隊長は、騎士団最強の剣士であると同時に最さい凶きようの剣士でもあると、仲間内から密かに恐れられている。

　二番隊隊長であるヨーコ・ジュン・シラサギ。東方出身のヨーコは、イアイという剣術を操り、アルゴラに勝るとも劣らない剣の腕を誇っている。

　一番隊の副長であるソフィネス・ソレンステン。「一番隊の良心」と仲間内で呼ばれている彼女は、アルゴラが暴走したときに彼女を抑える役目を期待されている、という噂である。人格的には特戦隊で一番まとも、という評価を得ていたりもする。

　団長代理の特別秘書官、カイエ・カイアス・コルネリアとアマネー・アウストラル。レフレンシアの秘書官を務めるだけでも二人の有能さが判ろうというものだが、その戦闘力も並ではない。

　特務分隊の副隊長であるエルトナ・エミネンシス。隊長のレオノーラが警邏隊と兼任であるため、実質的には今の特務分隊を仕切っていると言われるのがエルトナである。外見的には目立たない人物だが……。

　救急分隊三回生であるジュナス・ジュネス。

　庶務分隊の四回生であるルミネィア・ラゥラ・ルミネンス。

　この二人は役付ではないが、所属の隊では将来を嘱しよく望ぼうされている期待の若手だ。ジュナスはファンフェッダの後輩であり、ルミネィアはアルデリィナの先輩になる。

　レフレンシアとレオノーラ、ソフィネスを除けば、頭より先に体が動く――つまり武闘派――という人物ばかりだった。そして、頭が先に動くレフレンシアとレオノーラも、その危険度においては武闘派以上という評価である。

　つまり、この特戦隊は、精鋭の白兎騎士団の中でも選えりすぐりの危険人物の集団であると言えるのだった。

　レフレンシアが、なぜこのような危ない者ばかりを集めたのか、特戦隊が出発する前に団の中でも随分と話題にされたが、結局、誰にも彼女の真意は判らなかった。現地での実力行使を念頭に置いているのではないか、という推論が出ただけだ。

　そう、レフレンシアは、今回ばかりは荒あら事ごとになるかもしれないと覚悟を決めていた。たんに王子を護まもるだけでなく、武力の行使をせざるを得ない局面が現れるだろうと予想している。だからこその武闘派なのである。

　その他ほかに、特遊隊の人間が六人いた。ファンフェッダ、アルデリィナ、セリノス、アフレア、ウェルネシア、レオチェルリの六人である。

　それに加え、庇ひ護ごの対象であり担かつぐべき御み輿こしである人物、セビリィノの王位継承権者、カッシゥス・カッサーノ・セビリィズ王子がいた。

　十五人の部下と王子をゆっくりと見渡した後、では作戦会議を始めよう、とレフレンシアが口くち火びを切った。

「ここを貸切にした上に、当主には、きついお灸きゆうを据すえたから、話が漏れる心配はしなくてもよさそうだ。会議中は偽名を使わなくてもいい」

「はい」

「さて、最初にやるべきことだが、高原で今も作戦行動中の特遊隊六人と早急に連絡を取り、要員を交代して仕事を引き継ぐこと。交代要員はすでに言ったとおり、アルゴラ、ヨーコ、アマネー、カイエ、ジュナス、それにレオノーラの六名である」

　指名された六名が、はい、と力強い返事をした。

「君たち六人を、第一分隊とする。第一分隊の戦術目標は、アンテルノ軍に対する陽動、及び、アンテルノ側の財政に間接的な打撃を与えることである。後者に関しては即そつ効こう性せいのあるものではないが、それでも相手の体力を多少なりとも削そぐことになるだろう」

　全員が無言で頷く。

「作戦行動中、もっとも気をつけなくてはならないことは、犠牲者を出さないことだ。襲撃した商隊の人間は、護衛も含めて死者を出さないこと。これだけは何があっても守らなくてはならない。判っているよな、アルゴラ？」

　アルゴラは無表情のまま応えた。

「もちろん判っております……が、なぜ、団長代理は、わたしにだけ念を押されるのでしょう？」

「気にするな。なんとなくだ」

　そうですか、と素そっ気けなく言ったアルゴラは、しかし、と続けた。

「山賊の掃そう討とうに来たアンテルノ側の兵に襲われた場合、反撃せざるを得ません。そのときは、相手に多少の犠牲が出るのもやむなし、と考えますが、如何いかがでしょう」

「却きやつ下か」

　アルゴラが、僅かに眉を顰ひそめた。

「却下……なのですか？」

「却下さ。いいかい、アンテルノ兵は上から命じられて動いているだけで、本質的には敵ではない。カッシゥス王子が即位すれば、そしてセビリ＝アンテ都市同盟の盟主の座に就つけば、彼らも王子の……いや、カッシゥス王の兵力となる者だ。それを忘れてはいけないよ。我々の敵は、あくまでアンテルノ王フラミニゥスとその直属の部下だけだ。最終的にはアンテルノ兵と闘う場面が出てくるかもしれない。だが、それは今ではない。そのことは、ヨーコも肝きもに銘めいじておいてくれ」

「はい」

　アルゴラはどことなく不服そうに、ヨーコは納得顔で、それぞれ頷いた。

「とは言ったが、敵戦力を削ることは悪いことではない。要は殺してしまわなければいいんだ」

　そこでレフレンシアは、にやりと笑った。

「多少の怪け我がをして戦力から抜け落ちる……程度なら問題はないだろう。それなら王子が即位する頃には復活するだろうからな」

　アルゴラが左腕で、ぽんと右腕を叩いた。

「お任せください」

「言っておくがアルゴラ、多少の怪我、だからな？　一ひと月つきも二ふた月つきも復帰できないような大おお怪け我がは駄目だからな？　あと、手足を斬り落とすとかも駄目だぞ？」

「団長代理、わたしのことを血に飢うえた戦闘狂か何かと思っていませんか？」

　いや、戦闘狂だろう？

　戦闘狂だよな？

　かなり戦闘狂でしょう？

　確実に戦闘狂では？

　などという囁き声が室内に充満したが、表情を変えないまま、アルゴラがゆっくりと周囲を見渡すと、囁き声は潮が引くように鎮しずまった。

「もちろん、そんなことは思っていないよ」

　とレフレンシアが否定すると、アルゴラは満足そうに頷いた。

「ならば、よいのです」

　思ってるよね？

　思ってる。

　確実に思ってる。

　断定してるんじゃ？

　また新たな囁き声が室内に湧わいたが、レフレンシアはそれらを無視して話を再開した。

「ここを本部にして、わたしはここに詰めている。何か判断に困ることがあれば、使いを走らせなさい。あるいは、人手が足りないようなら応援を遣やる」

　いったん言葉を切ったレフレンシアが、さて、と首を巡らせた。

「次は、第二分隊だ。この隊の戦術目標は情報収集である。第二には今回の事件の黒幕の特定、及び、その証拠集めをしてもらうのと同時に、アンテルノ側の現状を調べてもらいたい。可能であれば、セビリィノが今どういう状況になっているかも調べて欲しい。集めた情報は逐ちく次じ、本部に送ること。情報の分析と今後の方針は本部で行う。独断専行は駄目だよ？」

　全員が、はい、と返事をしたが、誰もがもの問いた気げの表情である。代表する形で、ヨーコが手を挙げた。

「第二の人員をお教えください」

　昨夜、レフレンシアが、明日までには考えておくと言っていたからには、すでに結論が出ているはずだった。会議の書記役を担当しているアマネーが、卓の上に乗せた雑記帳にペン先を押しつけた。

　まず、第二だが、とレフレンシアが言った。

「エルトナ、アルデリィナ、セリノス、ソフィネス、ウェルネシア、レオチェルリ。分隊長はエルトナだ」

　アマネーのペン先が滑らかに素早く動いて、レフレンシアが言った名前を書き留めていく。

　指名されたセリノスが安堵の息を吐はいた。

　やはり山賊よりも、こちらのほうが自分に合っているよな、と思うセリノスである。

「もし、二ふた手てに分かれる必要があれば、別働隊はソフィネスが率いろ。その場合の割り振りはエルトナとソフィネスに任せる」

　了解いたしました、という声が、指名された六人から上がった。

「いま高原にいる六人が戻ってきたら、応援を遣るつもりだが、それまでに必要な情報が集まってしまえば、それでよし。こちらの正体が露ろ見けんしないように気をつけること」

　もう一度、了解です、という声が六人から上がった。

「さて、残りの者は当座、わたしと共に、王子を護って本部詰めだ。アフレアとファンフェッダ、ルミネィアだな」

「レフレンシア様、当座、というのは、いつまででしょう？」

　とファンフェッダが訊いてきた。

「山賊どもが戻ってくるまで、だな。彼女たちが戻ったら、新たな作戦行動を起こすかもしれない」

「了解しました」

「ああ、ファンフェッダ」

「はい？」

「君は王子様専用従じゆう僕ぼくに指名しておこう。きちんとお世話をするように」

「え……ええ、それはもう、どどんとお任せくださいな～～」

　ファンフェッダが嬉しそうに、くねくねと体をくねらせた。

「レフレンシア様」

　ヨーコが低い声で言った。

「何かな、ヨーコ？」

「人員の割り振りは確かに適材適所だと思いますが、本部の戦闘要員が足りなくはありませんか？　ここには王子様と団長代理がおられるのです。もしものときに備えて、誰か戦闘要員を置いておかなくても平気ですか？」

「しかし、元々、これだけの人数だからな。贅沢は言っていられないだろう」

　横からカイエが口を挟んできた。

「レフレンシア様とアフレアがいるので、魔術戦ならばなんの問題もないと思いますが、例の黒猫アトラダ・フエレスのような連中が相手の肉弾戦となると、少しばかり足りないのではないですか？」

「あ～～、それはそうかもね～～」

　と居残り組のファンフェッダも認めてしまう。ルミネィアも、そうですね、と難しい顔で頷いた。

「わたしも～～、万が一に備えて、本部に戦闘要員を一人は残しておくことをお勧すすめいたします～～」

　レオノーラまでもがそう言うので、レフレンシアは、ふむぅ、と考え込んだ。

「わたしはともかく、確かに王子を相手に奪われでもしたら、この作戦の意味がなくなってしまうからな」

　ヨーコとカイエとレオノーラが合唱した。

「そうですね」

「そうですとも」

「そうですよ～～」

　それでセリノスにはピンときた。あの三人が、なんとかアルゴラを本部に残そうとしていることに。

　つまり、厄やつ介かい払ばらいをしたいんだ……。

　ヨーコやレオノーラのような海うみ千せん山やま千せんの団員であっても、アルゴラを御ぎよするのは、しんどいことなのだろう。

　セリノスは、アルゴラの恐ろしさの一いつ端たんを垣かい間ま見た気がした。

「しかし、残すといっても、誰を……」

　レフレンシアがそう呟くのと同時に、三人が言葉を発した。

「白兎騎士団しろうさぎ随ずい一いちの剣士であるアルゴラ様が適役かと思いますが」

　と、これはヨーコである。

「アルゴラ様なら、黒猫が大挙して襲ってきても、たちどころに撃退してしまうに違いありません」

　と、これはカイエである。

「いや～～、アルゴラ様なら～～、アンテルノ軍が襲ってきても撃退しちゃうんじゃないかな～～？」

　最後にレオノーラがそう言うと、レフレンシアが、にやりと笑った。

「君たち三人の意見は判った。まぁ、そこまで言うのなら、アルゴラはここに残ってもらおうか。じっさい、アルゴラは手元に置いておいたほうがわたしも安心だしな」

　アルゴラが、ちろっとレフレンシアに目を向けた。

「団長代理、あなたはわたしを完全に誤解なさっているように思うのですが」

「そうか。では、こう言い直そう。アルゴラが本部にいてくれれば、どこの誰が襲ってきても安心だ」

「……今さら、何を」

「いやいやいや。わたしたちも本部の団長代理や王子様を心配することなく、山賊稼業に精を出せるってものだよね？」

　とカイエが言うと、ヨーコとレオノーラが、うんうんと大きく頷いた。アルゴラが目を細め、そんな三人を睨ねめつける。ぎくりと頭を引く三人だった。

「アルゴラの代わりに」

　レフレンシアがセリノスに視線を走らせた。

「セリノスが第一に入れ」

　が～～ん！

　セリノスが、よろっとよろけた。

　山賊の真似をしなくても、よくなったと思ったのに。

　彼女を見るレフレンシアの目が細められる。

「何か不具合が？」

　セリノスが弾かれたように立ちあがった。

「いえ！　まったく何もありません。セリノス・セレニクス・クワドロス、第一分隊に入ります」

　レフレンシアに向かって敬礼を送りながら、セリノスはこう思った。

　まぁ……こんなものか。持ち場がどこであれ、任務がなんであれ、全力を尽くして頑張るしかない。

　自分で自分を納得させ、セリノスが決意に満ちた表情で着席すると、レフレンシアが満足そうに頷いた。

「では、以上で人員の配置は決定とする」

　おお、と勇ましい声が上がった。

「カッシゥス王子からも、何か一言、戴いただけますか？」

　そう言ってレフレンシアが王子を見やると、王子は即座に立ちあがった。彼は今け朝さも女子用の裳裾を着用していたから、見た目は王子というより王女である。だが、彼の口から出た言葉は、今や王位継承権第一位の王子に相応しく、凜り々りしく力強いものだった。

「皆さまのご尽じん力りよくに尽きせぬ感謝を捧げたく思います。そして、皆さまに守護天アルアラネ様のご加護があるようお祈りしております。どうかご無事で」

　カッシゥス王子が丁てい寧ねいに頭を下げた。

　たしかに彼は今、窮地に追い込まれている。だが、小国とはいえ、やがて一国の王となるかもしれない少年なのだ。そんな王子が、自分たちのような者に頭を下げてくれたことに、全員が打たれた。

「お任せください」

「必ずや王子様のお力に」

「白兎騎士団しろうさぎの力をご覧ろうじろ」

　口々に力強い言葉を発し、団員たちが立ちあがった。

　ふむぅ、生まれついての王族にして、生まれついての女おんな誑たらしだな、この王子様は。女だけの白兎騎士団しろうさぎにとっては、ひょっとすると、凄く危険な人物なのかもしれないぞ。

　内心で苦笑しつつ、しかし、そんな心の動きを悟られぬように、ゆったりとした態度でレフレンシアが立ちあがった。

　一同を睥へい睨げいしたレフレンシアが、ぱちりと指を鳴らすと、彼女の指の間に小さな青い炎が灯ともった。青い炎は守護天アルアラネの象徴でもある。アルアラネの彫像がない場面では、レフレンシアは、よくこうして青い炎を使うのだ。

　掌てのひらに載せた燃える青い光球を、レフレンシアが高々と掲げた。

「アルアラネ様の御み言こと葉ばを」

　レフレンシアが御言葉を唱え始めると、すぐに団員の声が被かぶさっていった。




　死は刹せつ那な

　生せいは夢む幻げん

　此この世は下げ天てん

　他たの世は化け天てん




　怖おじけることなかれ

　臆おくすることなかれ

　怯おびえることなかれ




　退ひくは易やすき

　進むは難かたき

　迷える道にあらばこそ

　止まれば即すなわち機を逸いつす




　挫くじけることなかれ

　下さがることなかれ

　躊躇ためらうことなかれ




　讃たたえよ　その巧たくみ

　崇あがめよ　その勲いさお

　誇ほこれよ　その顔かんばせ




　我われこそはアルアラネ

　美びと武ぶと知ち勇ゆうを愛す者

　我こそはアルアラネ

　醜しゆうと懦だと懈け怠たいを憎にくむ者

　汝なんじらを守護する女め神がみなり




　御言葉を唱え終わると、レフレンシアは右手に燃える青い光球を握り消した。

「アルアラネ様のご加護を戴く我ら白はく兎との騎士に栄光あれ、勝利あれ、名誉あれ」

　レフレンシアの宣せん誓せいに続いて、団員の宣誓が谺こだました。

「アルアラネ様のご加護を戴く我ら白兎の騎士に栄光あれ、勝利あれ、名誉あれ」

「では、行動開始だ」

「はいっ」

　こうして、カッシゥス王子を王位に即つけ、都市同盟盟主の座に就つける白はく兎と騎士団の新たな作戦が開始された。

　しかし。

　ちょうどその頃、高原で山賊を装って活動していた特遊隊の六人――ガブリエラ、ドゥイエンヌ、ジアン、デイレィ、ノエルノード、マルチミリエが思わぬ窮きゆう地ちに陥おちいっていたのだが、むろん、レフレンシアたちが知る由よしもなかった。
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　セキティア高原に散らばる六つの都市国家群は、各都市を線で結ぶと六角形に見えることから、六角都市ヘクストポリと呼ばれることもある。

　高原六都市の盟主格がセビリィノだ。それに次つぐ規模を誇るのがアンテルノで、その他ほかにラミスレス、オイトキア、サン・タデル、モン・スデルがあり、これらの六都市は昔から共同歩調を取って平原の諸都市に対抗してきた。

　とはいえ、なんら誇るべき産業も特産品もない高原六都市は、長い間、林業や農業で生計を立てて細々と存そん立りつしていただけで、規模といい人口といい、村そん落らくに毛の生えた程度の存在でしかなかった。互いに争っている平原諸都市の目が、そんな貧しい高原都市に向かなかったからこそ、独立を保ってこられたと言ってもいいだろう。

　風向きが変わったのは百年と少し前ぐらいだろうか。

　平原から登ってきた物好きな若い貴族が、風ふう光こう明めい媚びなセキティア高原の自然に感動して滞在記を書いたのである。絵え心ごころがあったその貴族は、自ら絵筆を取って高原の美しい自然をも描かいた。

　貴族が帰国した後のちに出版された、多くの美しい挿さし絵えつきの滞在記は、貴族たちに好評を博した。

　その後も滞在記は版を重ね、多くの読者を獲得した。やがて読者の中から、自分も高原に行ってみようと思う者が現れた。

　登った者たちは、みな口々に高原の美しさを褒ほめそやし、夏でも快適に過ごせる気候を自慢げに語った。

　滞在記は長期に亘わたって売れ続け、高原の噂うわさも各地へ広まっていった。

　やがて夏になると、平原の暑さを避けてセキティア高原に登ってくる高級貴族が増え、中には高原の自然や気候を気に入って別宅を構える者も出てきた。そんな貴族を相手に商売をしようと、旅の商人が高原までやってくるようになる。平原で長く続いた争乱が下した火びになった時代だった、というのも大きかった。

　高級貴族の間で評判が高まると、今度は中・下級貴族や騎き士し、平へい民みんたちもが訪れるようになる。だが、彼らに別宅を構える余裕などない。そこで、下級貴族や騎士、平民を相手にする宿屋が誕生するわけだ。

　避暑客が増えると、彼らが落としていく金も増え、高原都市の住民の暮らしにも少しずつ余裕ができてくる。そうなると商売に来る商人も増え、街道も整備され、平原諸都市との物資流通や人的交流も盛んになり、さらに人や文ぶん物ぶつが高原六都市に集まってくるという好こう循じゆん環かんが生まれた。

　このようにして高原六都市は、次第に観光立りつ国こくとしての基盤を整えてきたのだった。

　ときならぬ繁栄を迎えた高原六都市は、この繁栄を将来に亘って担たん保ぽしようと考えた。

　繁栄するということは、他者から狙われ易やすくなるということでもある。各国単独では吹けば飛ぶような存在でしかない六都市も、互いに団結協力すれば、平原諸都市に対抗できるのではないか。

　そうして六十七年前、単なる友好協力関係からさらに一歩も二歩も関係を進めようと、セキティア高原六都市間による同盟締結が執とり行われた。そこで結ばれたものが、いわゆる「セビリ＝アンテ都市同盟」である。以来、六都市は互いに手を携たずさえ、平原諸都市に対抗しつつ、観光立国としての都市基盤の整備になおいっそうの力を入れ、現在に至っているのである。




　　　　　２




「……というのがセキティア高原六都市のあらましです。ティーニャさんに戴いただいた『高原都市、その発展の歴史』という小しよう本ほんから抜ばつ粋すいしました。歴史って面白いですね」

「あのさ、ガブリエラ」

　こめかみを手で押さえたジアンが、うんざりした顔になった。

「はい？」

「そんな話、少しも面白くないよ」

「え～～。ジアンが退屈だって言うから、お話ししたのに」

　ガブリエラの頰ほおが不満そうに膨ふくらんでいる。

「いや、だからさ、お話はいいんだけど、もっと面白い話はないの？　こう、血ち湧わき肉躍おどるような冒ぼう険けん活かつ劇げき譚たんとかさ」

「充分に面白いと思うんですけど。血湧き肉躍りません？」

　ガブリエラは冗談を言っているわけではない。彼女は小さな頃から、この手の「都市の発展や衰すい亡ぼう」のお話が好きだった。

　ガブリエラは変わってるね、と笑っていた父母だが、そんな娘のために、歴史関係の書物をいろいろと買い与えてくれた。それほど裕福ではない中級貴族の家だったが、両親は書物には金を惜しまなかった。ガブリエラは今でもそのことに感謝しているのだ。

　だからジアンに、

「こんなもので躍るかっ」

　と怒鳴られると、優しい両親の想いと本好きの自分を否定されたような気がして、ガブリエラは少しだけ哀しくなった。

「酷ひどいわ、ジアン。一いつ生しよう懸けん命めいに読んで、必死に覚えたのに」

「誰も覚えてくれなんて頼んでないって」

「それに、都市の繁栄と衰亡のお話を読んでいると、そこに暮らしていた多くの人々の息づかいまで感じられると思いませんか？」

「ぜんっぜん思わないけど」

「ジアンってば、即物的なんですね」

「自分はね、貴族様と違って、夢見る少女じゃいられない子供時代を送ったの」

　などと二人が言い合っているところへ、ノエルノードとマルチミリエが戻ってきた。

「あ、お帰りなさい、ノエル、マルチ」

「ちょっとちょっと、大変だわよ」

「どうしたのさ、そんなに慌てて？」

　いまガブリエラたちがいるのは、高原六都市を結ぶ南北二本の街道の内側に広がる、広大な森林地帯である。六人は、この森林地帯を移動しながら、街道を行き来する商隊を探し、適当な獲え物ものに狙いを定めて襲撃していたのである。

　もっとも最近では、山賊の存在がすっかり有名になり、獲物になるような商隊は激減している。逆に巡回の兵は増えているので、今日きようなどは、山さん賊ぞく稼か業ぎようは開店休業といった状態だった。

　ジアンに訊かれたノエルノードが、勢い込んで応こたえた。

「大軍が北きた道みち沿いに展開しているのを確認したの。今までとは規模が違う兵数よ」

　北道――北街道と呼ばれることもある――とは、南北二本の街道の中うち、北側を走る道のことだ。南側は「南みなみ道みち」もしくは「南街道」と呼ばれている。

　ガブリエラとジアンが目を見開いた。

「本当に？」

「ああん？　わたしが噓うそを吐ついているって言うの、ジアンは!?」

　目を吊つりあげたノエルノードがジアンを睨ねめつける。ジアンが顔の前で、ひらひらと手を左右に振った。

「いやいや、そんなことはこれっぽっちも」

　ふん、と鼻を鳴らしたノエルノードは、

「信用できないっていうなら、マルチに訊いてみなさいよ」

　と言った。それで、ガブリエラとジアンの目がマルチミリエに向く。

「本当」

　低い声で一言、マルチミリエがそう応えると、ガブリエラとジアンが顔を見合わせた。

　えぇっとぉ……と低く唸うなったガブリエラが、ノエルノードに顔を振り向ける。

「何人くらいいましたか、ノエル？」

「わたしとマルチが見た部隊だけで中隊規模の隊が三つだったけど……高原都市の軍制だと、中隊は八十人だっけ？　百人？」

「ティーニャさんにお聞きした情報だと、八十人だったと思います」

　とガブリエラが応えると、ノエルノードが軽く頭を左右に振った。

「ってことは、最低で二百四十人ね。確認できた三隊以外にもいた可能性があるから、ひょっとしたら四百人ぐらい、いたかもしれないわね」

　もう一度、ガブリエラとジアンが顔を見合わせた。

「おい、ガブリエラ、どういうこと？」

「え？　どういうこととは？」

「アンテルノ軍は、山賊掃そう討とうに主力を投入できないはず……なんじゃないの？」

　とジアンが迫った。ガブリエラは、気け圧おされたように上体を引き、

「えぇと……そのはずなんですが」

　と首を傾かしげる。

「今のノエルの話を聞く限り、なんか、主力がご登場してきてない？」

「えぇ……そうです……ねぇ」

　困こん惑わく顔でガブリエラが考え込んだ。

　ノエルノードの報告は、ガブリエラに大きな衝撃をもたらした。ジアンが言ったとおり、アンテルノ側は、自分たち――つまり高原で暴れている山賊――に対して、主力を振り向けることができない、というのが彼女の読みだったのだ。だが、三、四百もの軍勢を投入しようとしているのであれば、敵はいよいよ山賊討とう伐ばつに本腰を入れようとしているのだ。

　でも、どうして。

　第一に、セビリィノの第二王子が逃亡中であるから、その捜索に人数を割さかなくてはならない。

　第二に、セビリィノを完全に制圧していない以上、セビリィノを監視・封ふう鎖さするための兵員を周囲に配置しておかなくてはならない。

　第三に、他の高原都市が、まだ積極的に動いていないはずで、アンテルノ王フラミニゥスの決起が本当に成功したのかどうかを見極めようとしているはず。気軽に手勢をアンテルノに提供するとは思えない。

　以上三点の理由から、ガブリエラは、山賊掃討に大部隊が投入されることはないと読んでいたのだが……。

　これは、敵に何か動きがあったのだわ。ひょっとすると、セビリィノを強攻して制圧してしまったのかしら。

　今のところ、アンテルノ側の言い分では、セビリィノ王はあくまで事故死したことになっている。同盟の盟主の座も、強ごう奪だつするのではなく、選挙人による選挙で正当に選ばれたいアンテルノ王にしてみれば、セビリィノ王暗殺の実行犯が自分の手の者だなどとは口が裂けても言えないのだ。であるから、主あるじが不在になったセビリィノに対しても、強硬手段には訴うつたえられないはずだった。それをしてしまえば、自身の野望を世間に広く喧けん伝でんするようなものだ。セビリィノの周囲に兵を配置して、逃亡中のカッシゥス王子が都市内に入れないように包囲するだけで、都市内に兵を突入させるようなことはしない。いや、したくてもできない。ガブリエラはそう思っていた。

　しかし、森林地帯に三、四百もの兵を向けてきたということは、敵はすでにセビリィノを押さえたのかもしれなかった。

「ガブリエラ」

　ノエルノードに名を呼ばれ、ガブリエラが我われに返る。

「あああ、はい？」

「敵は、どうするつもりだと思う？」

「街道沿ぞいにそれだけの兵数を展開しているとなると、おそらく山やま狩がりをするつもりなのではないでしょうか」

「そう……よね。そう来るわよね」

　ノエルノードが深刻そうな顔で舌打ちしたが、ジアンが、大丈夫だよぉ、と彼女の肩を叩いた。

「この広大な森林を三百や四百程度で山狩りしたって、すかすかじゃん。敵兵が近づいてきたら、手薄なほうへ逃げれば、絶対に見つからないって」

「相変わらずの楽天馬鹿ね、あんたは」

　ノエルノードに睨にらまれて、ジアンが、うぅっ、と小さく仰のけ反ぞった。

「自分、何か変なこと言った？」

　情けない顔になったジアンが、ガブリエラに助けを求めた。

「いえ、変なことというか」

　えほん、と小さな咳払いをくれたガブリエラが、出で来きの悪い生徒を教える家庭教師のように、ゆっくりと説明を始めた。

「たしかに三百や四百ならば、わたしたちが見つかる可能性は低いですし、ましてや捕まる懸念などありません」

「じゃあ、いいじゃん」

　というジアンを手で制して、ガブリエラは説明を続ける。

「ですけど、ジアン、わたしたちは逃げられても、今まで奪ったお金や積み荷は逃げられませんよ」

「あっっ！」

「ようやく気がついた、馬鹿ジアン？」

　ノエルノードが辛しん辣らつな言葉を投げつけた。

「大々的に山狩りをされれば、森のあちこちに隠しておいた金きん品ぴんを見つけられてしまうじゃないの。せっかくの苦労が水の泡あわになるわよ、それじゃ」

「そっか。そうだよねぇ。あれだけの金品を持ちだすのは、自分たち六人だけじゃ無理だものなぁ」

　ジアンの肩が、がっくりと落ちた。

　ガブリエラたちは、奪った金や荷物を運びだす人じん的てきな余裕がなかったので、援軍が到着したら運んでもらおうと思い、森のあちこちに隠しておいたのだった。

「あ痛いたたた。援軍が来たときのために溜ため込んだ資金や物資が、パ～か」

「まぁ、最低限、持ちだせる分を持って逃げるしかないんだろうけど」

　とノエルノードが言うと、ガブリエラが、いえ、むしろ痛いのは、と呟つぶやいた。三人がガブリエラの顔に視線を集中させる。

「え？　それ以外に何かまずいことが？」

「ええ、ジアン。奪った金品が手つかずで森の中に隠してあるのが見つかれば、敵に山賊の規模と正体を疑われてしまいます」

「…………」

　ジアンが首を捻ひねるその横で、ノエルノードが、ああ、そうか、と手を打った。

「山賊なら、奪った金品を森の中に隠してなんかおかないで、さっさと平原まで下おりて売り払うなりするわよね」

「ええ、そうなんです。そうしないのは何な故ぜか、と考えたときに、一番最初に疑われるのは人数が少ないことです。あれだけ大量の強奪品を運ぶとなると、かなりの人数が必要ですから。もし、人数が少ないことを疑われると、山賊の強さが引っかかってくると思うのです」

「あ～～、ま～～、自分たちは少し強すぎた……かもねぇ」

　ガブリエラが、こくりと頷いた。

「ですね。多くの商隊の護衛を一いつ蹴しゆうし、山賊退治に来た部隊を何度も蹴散らしました。これが、大勢の山賊であれば、まだ判ります。でも、奪った荷物も運べないような少数だとすると、ただの山賊にしては強すぎる……ということになりますよね？」

「う～～ん、敵さん、そこまで気が回るかなぁ」

「それだけでは気づかれなくても、あれが見つかれば確実に判ってしまいますし」

「あれ？」

「わたしたちが襲った商隊の護衛ですよ、ジアン。彼らを押し込めてある洞どう窟くつが見つかれば……」

「ああっ、そうかっ」

　ジアン、マルチミリエ、ノエルノードが大きく仰のけ反ぞった。

「凶悪な山賊という噂うわさを広めるために、何度かは商隊の護衛を殺したように見せかけました。その後ごは、逃げる者は追わずで放っておきましたけど、それでも十数人の護衛を捕らえていますよ、わたしたち。殺されたはずの護衛が全員、生きていたら……ご丁てい寧ねいに食事の世話までされて。ただの山賊なら、あり得ないことでしょう？」

「あり得ないな」

「絶対にあり得ないわね」

「だから殺そうと……」

「おい、一人だけ違うこと言ってるぞ！」

「…………」

　ジアンに指さされたマルチミリエが、そっと視線を外して俯うつむいた。

「殺しては駄目ですよ、マルチ」

　とガブリエラが言うと、彼女は俯いたまま、

「判っている」

　と低い声で応えた。

「敵の応おう手しゆが少し早すぎます。こちらの次の一手は、援軍が来てからで大だい丈じよう夫ぶだと思っていましたが、どうも怪あやしくなってきました」

「どうする？」

　ジアンがガブリエラの顔を覗き込むと、ノエルノードとマルチミリエも、真剣な眼まな差ざしをガブリエラに向けてきた。

　この山賊作戦はガブリエラの立案で始まったから、敵の応手への対応もガブリエラの判断に拠よるところが大きいのだ。それはドゥイエンヌも認めている。

「ドゥイエンヌさんが戻ったら相談してみましょう。たぶん、山狩りが始まるのは明あ日すの朝だと思われます。夜が明ければ、敵の兵数も把は握あくできるでしょうし。最悪の場合は、山賊仕事を放棄して、持てるだけのお金を抱えて移動するしかありません」

「面倒だなぁ」

「面倒ですね。でも、仕方がありませんよ」

「マルチの言いぐさじゃないけど、護衛とか兵士とか、ぶっ殺していいなら、もっと楽なのにね」

　とノエルノードが言うと、ガブリエラは困った顔で曖あい昧まいに頷いた。

「それはたしかにそのとおりなんですけど、でも、それをやったら、どんなに言い訳しても、アルアラネ様がお許しになりません」

　判ってる、とノエルノードがひらひらと手を振った。

「それに、アルアラネ様の前に、きっと、間違いなく、確実に、レフレンシア様が許してくれないだろうしね」

　ガブリエラ、ジアン、マルチミリエの三人は、ひきつった顔で頷くのだった。

「それにしても、ドゥイエンヌ小隊長とデイレィ、遅いわね？　もう完全に日が暮れちゃったわよ」

　ノエルノードが闇に沈む背後の森を見やった。

「もう何度も行き来してる森だから、道に迷うとも思えないし。まさか、南道にも敵の部隊が出てたりして」

　ジアンが、ぶるっと身震いした。

「いや、それ、冗談にならないよ、ノエル」

「火を点つけます」

　ぼそりと言ったマルチミリエが、先ほど熾おこしておいた火ひ種だねから火を取り、積んである枯かれ枝えだに火を点けた。すぐに赤々とした炎が上がり、四人の周囲が橙だいだい色いろに染まった。

「お二人は、途中で捕虜に食事を出しているはずですから、その分だけ遅れているのでしょう」

　とガブリエラが言うと、ノエルノードが肩をすくめた。

「じっさいに出しているのは、デイレィだけどね」

　マルチミリエが、ぎろっとノエルノードを睨む。

「お？　噂をすればなんとやら、かな？」

　森の中を近づいてくる気配を察知したジアンが、焚き火の中から燃えている枯れ枝を一本抜きだして立ちあがり、頭上に掲げて左右に振った。
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　やがて闇の中に、こちらに向かって駆けてくるドゥイエンヌとデイレィの姿が浮かびあがった。二人は厚手の筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの服を着込み、袖そでのない革製の上うわっ張ぱりを羽は織おっている。まぁ、いかにも山賊といった印象の服装だ。そしてそれは、ガブリエラたち四人も同じだった。商隊を襲うときは覆ふく面めんや頭ず巾きんで顔を隠すのだが、当然、今は隠してはいない。

「ちょっとちょっと大変ですわよ」

　と喚わめきながら一いち目もく散さんに駆けてくるドゥイエンヌを見て、四人は思わず顔を見合わせる。

「どうやら……」

「洒落しやれや冗談じゃ……」

「なくなった……」

「ようです」

　進みでたマルチミリエが、心配そうな顔で、

「如何いかがなされました、ドゥイエンヌ様？」

　と呼びかける。

「どうしたも……こうしたも……」

　ドゥイエンヌは、両の腰に手を置き、乱れた息を整えようと深呼吸を繰り返している。

　ドゥイエンヌがこれほど慌てているのは、ただ事ではない。後うしろから駆けてきたデイレィに向かって、ノエルノードが訊いた。

「デイレィ、まさか、南道にも大部隊が展開しているの？」

　デイレィのほうは、ドゥイエンヌほど息が乱れてはいない。彼女のほうが、山さん野やを駆けるのにドゥイエンヌよりも慣れているからだ。このように暗い森の中となれば、なおさらだった。ノエルノードは、そのことを知っている。デイレィはドゥイエンヌの走る速さに合わせて駆けてきたのだろう。デイレィ単独なら、きっともっと速く走れるに違いない。

「も？」

　ノエルノードの言葉の持つ意味に、デイレィが気づいた。

「ということは、北道にも？」

「そういうこと。三、四百規模の部隊が北道沿いに展開しているのを確認した。たぶん、明日の朝には山狩りを始めるつもりよ」

　デイレィが、深呼吸を中断したドゥイエンヌと顔を見合わせた。

「いや、こっちは……」

　とデイレィが言い淀よどむ。

「え？　違うの？」

「違うも何も」

　ドゥイエンヌが大きな胸を思い切り張った。

「南道のほうは、もう兵が山に入って来てますわね」

　四人が跳びあがった。

「ええぇ～～っっ!?」

　いつもなら、胸を張るところか、そこ？　などと突っ込んだであろうジアンやノエルノードだが、このときだけはドゥイエンヌの態度に突っ込んでいる余裕はなかった。

　デイレィが真剣な顔で頷く。

「そうなんだ。南では、もう山狩りが始まっているんだよ。だからこそ、こうして全力で走ってきたんだ」

「えぇと……」

　ジアンが、いかにも困ったという顔でガブリエラを見やった。釣つられるように、全員の視線がガブリエラに集中する。

「どうするんだ、ガブリエラ？」

　ガブリエラが、ぎりっと唇くちびるを嚙かんだ。

　迂う闊かつだった。敵の応手を見誤った。少し油ゆ断だんしていたのかもしれない。

　さすがのガブリエラも、アンテルノ側がこれほど思い切った作戦に出てくるとは予想していなかった。いや、まったく予想していなかったわけではない。だが、それはもっと後あとになるだろうと思っていたのだ。

　こんなに早くとは……。

　もう一度、ガブリエラは唇を嚙んだ。

　セビリィノはどうしたのだろう。制圧したのか。それとも。

　ガブリエラは一つの可能性に思い至り、はっとする。

　まさか、セビリィノは後回しにして、こちらに主力を投入してきた？

　ということは、すでにアンテルノ側は、ガブリエラたちのことを、ただの山賊ではないと判断したことを意味する。

　どこかで下へ手たを打っただろうか。

　振り返ってみても、ガブリエラには思い当たる節ふしがない。であれば……悪あく手しゆを指したわけではないのに、自分たちが山賊ではないことを見破られたことになる。

　将棋スカツシエでいえば、読みを外され、意外な強きよう手しゆを指された、というところか。

　これは……容易ならざる相手。

　そう思いながらも、ガブリエラは胸が躍おどるのを禁じ得なかった。読み合いはガブリエラも望むところだ。自分の読みにないような一手を指してくる指し手がいる。それだけでガブリエラは嬉しくなってくる。

　顔を上げたガブリエラは、仲間を見渡して、一言、

「逃げましょう。今すぐに」

　と言った。輝く瞳には敗北感など、欠片かけらも見えない。

「今すぐなの？」

　ジアンが、今度は情けない顔になった。

「ええ。ドゥイエンヌさんとこの後の対応を相談して、悪くても近くに隠してあるお金くらいは取りに行ける余裕があると思っていましたけれど……」

　ガブリエラは力なく首を左右に振る。

「この時点で兵が森に入っているのなら、間に合いそうもありません」

「でも、北側はまだなんだろ？　だったら、お金を集めてから北側へ逃げればいいんじゃないの？」

「北側の部隊がまだ森に入っていないのは、わたしたちが北へ逃げて来るのを待っているからだと思います」

　誰かから、あ！　という叫び声が上がった。

「なるほど、待ち伏せているわけか」

　ガブリエラが小さく頷いた。

「ひょっとすると、北側には『逃げてくる山賊』を捕まえるために、いろいろな仕掛けや罠が施ほどこされているかもしれません」

「そいつは厄やつ介かいだなぁ」

　とジアンが嘆息する。

　自分やデイレィだけなら、どんな仕掛けや罠があっても潜くぐり抜ける自信があるジアンだが、他の四人には難しいかもしれない。特に夜ともなれば。慎重に進めばなんとかなるだろうが、それほどの時間的余裕があるのかどうか。

「となれば」

　ドゥイエンヌが進みでた。

「南を強行突破するしかないわね」

「そう……ですね。いえ、ちょっと待ってください」

「何か不満が？」

「いえ、不満ではなく……」

　ガブリエラはドゥイエンヌとデイレィを交互に見た。

「南道の兵力は如い何かほどでしたか？」

「ごめん」

　デイレィが申し訳なさそうにうなだれた。

「森に入っている部隊を見て、大急ぎで取って返したから、全体の兵数は確認していないんだ」

「一刻も早くあなたたちに報しらせようとしたのですわよ。何か文句があるの!?」

　相変わらずドゥイエンヌは胸を張っている。

「いえ、文句などはありません。ええ、ありません」

　たしかに、山狩りが始まっているのであれば、二人だけで敵の配置と兵数を調べるのは危険が大きすぎる。知らないうちに包囲されてしまったら、脱出するのに一苦労だ。そうなれば、ガブリエラたちへの連絡が遅れてしまう。

　ガブリエラやジアンは、デイレィとドゥイエンヌの判断を、速断に過ぎる、と非難することはできなかった。

「しかし、そうすると、敵がこの作戦にどれだけの兵力を投入してきたかが判らないわけで……難しい判断を迫られますね」

「難しい判断をするのが、あなたの役目でしょう、ガブリエラ」

　胸を張ったまま、ドゥイエンヌがガブリエラに迫ってきた。

「そもそも、あなたが言いだした作戦なのですわよ」

「はい、そのとおり……ですね」

　全員が、ガブリエラが判断を下すのを、新たな作戦を言いだすのを、じっと待っている。自分を見つめる十の瞳ひとみの重圧から逃れるように、ガブリエラは空を見上げた。

　ところどころに雲が出ているようだが、星が綺き麗れいに見えた。満天に瞬またたく幾いく百ひやく、幾いく千せんもの星々が、ガブリエラに力と勇気を与えてくれるような気がする。

　相手が、こちらの逆を取ってきたのなら……こちらは、もう一度、逆を取って……。それで行けそうな気がする。

　ただ、何か違和感があるというか、喉のど元もとに小さな棘とげが刺さっているような、ガブリエラはそんな苛いら立だった気分になった。

　これはなんだろう。自分は何を気にしているのだろう。

　だが、考えても判らなかった。

　気にしすぎなのだろうか。そんな気もする。

　意外な一手を指してきた敵の存在に少し神経質になっているのかもしれない。

「ガブリエラ！」

　とドゥイエンヌに呼ばれ、彼女は、はっと我われに返る。ガブリエラは顔を上げ、自分を見つめている五人の仲間の顔を見渡した。

「やはり……逃げるしかないと」

「だから、どっちへ？」

「南へ、です」

「主力が北だと判断した理由は？」

　とドゥイエンヌが訊いた。

「主力がどちらかは、この際、措おいておこうと思うのです」

　ノエルノードが懐疑的な顔になった。

「措いちゃうの？　それでいいの、ガブリエラ？」

「判断材料がないのですから、判断は保留するしかありません。間違った判断をするよりは、そのほうがいいと思います」

「それはそうかもしれないけど……」

「要は、南が主力であっても、逃げ切ってしまえばいいのですから」

「つまるところ、南への強行突破、ということですわね？」

　ドゥイエンヌが満足そうに頷いた。

「だから、先ほどわたくしがそう言ったではないの」

「いえ、少し違うのです」

　ドゥイエンヌが、不服そうに頰を膨らませた。

「どういうことですの？」

「強行ではない、ということです。強行突破では、敵兵と闘う場面が出てきてしまいます。それは、できるなら避けたいので……」

「まぁ、たしかに」

　ドゥイエンヌも不ふ承しよう不ぶ承しよう、頷いた。

「つまり、ガブリエラが言いたいのは、山狩りの兵に見つからないように、こっそりと森を脱出する、ということなの？　それこそ、敵の兵力が判らない現状では、難しいのではなくて？」

「ですから、少し細さい工くをします」

　五人が顔を見合わせた。

　ガブリエラが「細工」と言う以上、脱出を確実に成功させる手段を思いついたということだ。いや、ひょっとすると、それはただの脱出ではなく……。

「細工って、どんな？」

　とジアンが訊いた。

「はい、二ふた手てに分かれようと思います」

「二手……って」

　ジアンはすぐにガブリエラの考えを見抜いたようだ。

「ガブリエラ、囮おとりを使おうって言うのか!?」

「ええ、言うのです。誰かが敵の注意を引きつけてしまえば、脱出は簡単です」

「それはそうかもだけど、囮って、誰が？」

　とノエルノードが訊いた。

　ガブリエラはジアンの顔を正面から見つめる。

「つき合ってもらえます、ジアン？」

「ああ、いいよ。そういうのは自分の役目だし……って、ん？」

　ジアンが不思議そうに首を捻った。

「ガブリエラ、いま、『つき合って』って言った？」

「ええ。囮はわたしと、ジアンでやろうと思います」

　ちょっと待ってよ、とデイレィが手を挙げた。

「そういうのは、わたしとジアンの役目じゃないかな？」

「いえ。ジアンとデイレィのどちらかは、逃げるほうを先導してもらわなくてはなりませんから。夜に森の中を走る……それも、敵の包囲をかいくぐってとなると、二人の経験に頼らざるを得ません。二人とも囮役では困るのです」

　デイレィが、む～～ん、と唸って首を捻る。

「そう言われると、そうかもだけど」

「ということで、囮はわたしとジアン。デイレィには、ドゥイエンヌさんたちを連れて、脱出して欲しいのです」

「でも、だったら、わたしが囮組で、ジアンが脱出組でも、いいんじゃない？」

「それは……でも……」

「ちょっと待って」

　とノエルノードも乗りだしてきた。

「じゃあ、ガブリエラの代わりに、わたしが囮組でもいいんじゃないの？」

「え？　ですけど……」

「組む、ということで言えば、つき合いが長くて互いのことをよく知っている、わたしとデイレィのほうが適当だと思うけど」

　とノエルノードが言えば。

「あ～～、なんだったら囮は自分一人でもいいんじゃない？　むしろ、そのほうが自由が利きくし」

　とジアンが応じ。

　すると、デイレィが、

「やっぱり、ジアンは脱出組を率いてくれたほうがいいって」

　と主張して。

「でも、これはわたしが考えた作戦の結果ですから、わたしが責任を取らないわけにはいきませんし」

　とガブリエラも退ひかないし。

「だから、囮はわたしとデイレィで……」

「一人で充分だから、みんなは……」

「ジアンは脱出組に入るべきだって……」

「二人の相あい性しようを考えれば、ここは……」

「あの、皆さん、わたしの言うことを……」

　四人がぎゃ～すかと言い合っていると、ドゥイエンヌが、だん！　と地面を踏み鳴らした。

「うるさいですわよ！」

　ドゥイエンヌに一いつ喝かつされ、四人は押し黙る。

「いつまでもごちゃごちゃと言い争っている場合ではないでしょう!?」

「それはそうだけど……」

「話し合いで決まらないのなら、わたくしが決めます。遊撃小隊の小隊長として」

　腕組みして仁王立ちになったドゥイエンヌが四人を見渡した。

「いいですわね!?」

　四人は、かくかくと頷いた。

「囮はジアンとマルチ。残りの四人は脱出を最優先にします」

「あの……」

　ガブリエラが何か言いたそうに右手を伸ばしかけた。

「囮役は、この二人が最適だと思いますわね。わたくしの判断は間違っているかしら、ガブリエラ？」

　ドゥイエンヌに睨まれ、ガブリエラはすぐに手を下おろしてしまう。

「いえ……正しい判断だと思います」

　ドゥイエンヌの言うとおりだ。冷静になって考えれば、囮組はこの二人がいちばん適しているように思える。

　秀ひいでた格闘能力と、ずば抜けた視力。敵の気け配はいを察知する能力も抜群だ。山さん野やを走破する力は、団でも一、二を争うのではないか。

　そんなジアンと。

　女子としては並外れた大おお柄がらで頑がん強きような肉体。膂りよ力りよくも並外れている。耐久力も抜群だ。剣の腕前も、そうとうなものだ。

　そんなマルチミリエが組めば。

　自分とジアンが組むより、より効果的であるとガブリエラも認めざるを得なかった。

　それにガブリエラは、いざというときに対応策を考えなくてはならない立場だ。彼女が始めた作戦なのだから、その責任を取るということなら、それこそ今後の反攻作戦を調ととのえることを優先するべきだろう。そう、そのためには、やはり自分が主力である脱出組にいる必要がある。でないと、いざというときに後手を踏む虞おそれがあるではないか。

　ガブリエラは、ふぅ、と大きなため息を吐ついた。

　どうも、少しばかり熱くなりすぎていたようだ、と反省する。相手の挑発に乗ってはいけない、と自戒する。

　自分の策が思ったほど上う手まく行かなかったことに対する悔しさや責任感。見事に読みを外してきた相手に対する期待感や興奮。そんなものに囚とらわれて冷静な判断力を失っていたのかもしれない。

　過度の責任感は作戦の破は綻たんに繋がることがあるし、熱くなりすぎては、いざというときの決断を間違え易やすい。以前に読んだいろいろな書物に教えられていたはずなのに。

　やはり知識と実践は、あるいは実戦は違う。改めてその思いを強くするガブリエラだった。

　深呼吸したガブリエラは、もう一度、冷静になって考えてみようと思い直す。すると、先ほど引っかかった小さな棘とげの存在が、どうにも気になってくる。

　敵は――おそらくアンテルノ王フラミニゥスの配下オケィアノスとやらなのだろうが、そいつは山賊の正体を疑った。ただの山賊ではないかもしれないと思い、その正体を暴あばこうと動員可能な兵力の主力をこちらに向けてきた。いや、北にも南にも部隊が展開しているとなると、主力というより、ほぼすべての兵力、なのかもしれない。

　そうか！

　ガブリエラは、少し前から気になっていた違和感の正体に思い至った。

　大げさに過ぎるのだ。あるいは効率が悪すぎると言い換えてもいい。

　ガブリエラの脳のう味み噌そが唸うなりを上げて高速で回転を始めた。

　いつまでも森の中に居座り、暴れ続けている山賊を疑ったのなら……相手には、その数がそれほど多くないことは判っているのではないか。であれば、いくら兵を投入して山狩りを行ったところで、一いち網もう打だ尽じんにするのは至難の業わざ。一万人で包囲すればともかく、千やそこらでは、網あみの目が粗あらすぎる。それなのに、セビリィノの監視や包囲の兵を削ってまで――これは確認できていないが、ガブリエラはおそらく削ったのだろうと見当をつけている――こちらに投入するのは、あまり利り口こうなやり方とは思えない。

　山賊を捕まえるために山狩りをする。その目的で兵は集められたはずだ。だからこそアンテルノだけでなく、他たの都市も兵を出したのだろう。北道にも南道にも部隊を展開できるほどの兵数をアンテルノ単独で揃えられるはずがないのだから、これは確実だ。

　しかし、それだけの兵を動かしても、しょせん、徒労に終わる可能性のほうが高い。相手には、それが判っていないのだろうか。

　いや、そんなはずは……。まさか、別の狙いがある？

　別の狙い……別の狙い……別の……狙……い……。

「ああぁあっっ!?」

　悲鳴のような声を上げ、ガブリエラは跳びあがった。

「うわぁ？」

「なっ何っっ!?」

　考え込んでしまったガブリエラのことを呆あきれた顔で見ていた五人が、仰け反ったり跳とび退すさったりして驚く。

「ど……どうしたというの、ガブリエラ？」

「あんまり驚かさないで欲しいんだけど」

　自分を見つめている五人を順に見渡したガブリエラは、間違っていました、と言った。

「相手の指し手の本当の意味を、狙いを、読み違えていたようです」

「いや……意味が判らないんだけど」

「つまりですね、山狩りのために投入された兵の真の狙いは、山狩りなどではないのではないか、ということなのです」

　五人は互いに顔を見合わせた。

「ますます判らないんだけど」

「こうなるとですね、こうなると……ただ逃げても駄目なんです。相手の真の狙い……それを逆さか手てに取るには……」

　立ちあがったガブリエラが、何事かをぶつぶつと呟きながら目の前を行ったり来たりしているのを、五人が呆れ果てた顔で見つめている。













「さっぱり判らないな」

「まぁ、いつものことだけどね」

　ジアンとノエルノードが肩をすくめてそう言った。

　足を止めたガブリエラが、顔を五人のほうへ振り向けた。

「逃げましょう！」

「いや、ガブリエラ、逃げるのはもう決定事項だよ？」

　とジアンが指摘すると、ガブリエラは、ですから、と力強く応えた。

「こちらもただ逃げるのではありません。次の一手のために逃げるのです。あそこへ」

「あそこ？」

　五人が、ぽかんとした顔でガブリエラを見ている。

「はい。それこそが、次の一手のための布ふ石せきなのです」

「どっ、どういうことですの!?」

「あそこって、どこ!?」

「次の一手って、いったい!?」

「まずは、ですね……」

　声を潜めたガブリエラが、五人に耳打ちするように囁いた。別に誰かに聞かれる虞もないし、そこまで声を落とす必要もないようなものだが、まぁ、気分の問題なのだろう。

「えぇえ～～～～!?」

　ガブリエラの言葉を聞いた五人が揃そろって目を剝むいた。

「な、何な故ぜわたくしたちは、そんなところへ逃げていくのです!?」

「訳が判らないよ、ガブリエラ」

「ちゃんと説明してよ」

「わたし、もうついていけなくなってきた」

「説明しないと、殺す」

　五人に詰め寄られたガブリエラは、しかし、どこか嬉しそうな笑みを浮かべて、ええ、ええ、ですから、と身を乗りだしてきた。その様子は、口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようで紛まがい物を売りつける詐さ欺ぎ師しか何かのようだった。

「こちらの次の一手というのは……」




　　　　　４




　アンテルノ王宮にある自分の執務室で、オケィアノスは、次々に上がってくる報告書に目を通していた。

　報告書を見る限り、森林地帯の包囲と捜索は順調に進んでいるようだった。山賊たちはまだ一人も捕まっていないが、それは想定の範囲内だ。その一方で、彼が考えていたとおり、山賊たちが隠したと思われる金品が何カ所かで見つかっている。オケィアノスは満足そうに頷いて報告書を机の上に置いた。

　彼の下もとへ報告書を持ってきた秘書官が、不思議そうな顔で訊いた。

「しかし、オケィアノス様」

「なんですか、アイオリス？」

「セビリィノの監視と包囲の人数を削けずってまで、山賊の捜索をする必要があったのでしょうか？」

「隠れているのがただの山賊ならば、する必要はありませんでしたね」

　秘書官が目を見開いた。

　ということは、彼の上司は街道で商人や商隊を襲っているのが山賊ではないと考えていることになる。今までオケィアノスは一言もそのようなことは言わなかったのだが。

「では……何者なのでしょうか？」

「カッシゥス王子を逃がした連中の仲間でしょう」

　さすがのオケィアノスも、逃がした当の本人たちだとまでは思っていない。それでもアイオリスには十二分に衝撃的な内容だった。彼は驚きの余り手にした書類の束を取り落としそうになる。

「ま……まさか……」

「まさかではありません、アイオリス」

　椅子の背にゆったりと自分の背を預けたオケィアノスは、自分の胸の上で両手を組み、天井を見上げた。

「よく考えてみれば判ります。噂の山賊が、ただの山賊でないことが。例たとえば」

　顔を戻したオケィアノスが、鋭い視線を秘書官に向けてきた。アイオリスは慌てて姿勢を正した。

「どうして山賊どもは、いつまでも商隊を襲い続けているのでしょう？」

「それは……たしかに。当初の報告では、商隊を襲ったのは少数であったということでありました。であれば、最初に襲った数隊分で充分な利益を出している。危険を冒おかしてまで同じ地域で襲い続けている必然性がない……ということでありましょうか？」

「そうです。最初の二日、三日ならば、まだ判ります。この辺では最近は山賊の被害は出ていなかったから、訪れる商隊も油断していました。そこを狙って、短期日で稼げるだけ稼いだら、さっさとずらかろう、と考えるのが普通ではありませんか。それなのにこの山賊どもは、ずっと同じ地域に留とどまり、襲撃を続けている。たしかに、我々は取り締まりのために多数の兵を投入できないという事情を抱えてはいます。ですが、それにしたって、被害が重なれば重なるほど、大きくなれば大きくなるほど、捜索に投入される兵は増え、範囲も広がるわけですからね。奴らは、なぜそこまでして、ここに拘こだわるんでしょう？　ここに、他ほかと違う何かがありますか？　山賊どもが留まり、仕事を続けようと思うような魅力的な何かがありますか？」

　な、なるほど、言われてみれば。

　山賊などという者たちは楽に稼ぎたいと思うからこそ山賊をやるのだ。楽に稼ぎたいからこそ旅の商隊を襲うのだ。それなのに、暴れ回っている山賊たちは、商隊に護衛がついていても平然と襲っている。警備の兵の巡回が強化されても、平然と襲っている。山賊にしてみれば随分と危ない橋を渡っていることになるわけだが、そこまでの危険を冒したとしても、この地方を訪れる商隊が、他たの地方の商隊よりも貴重な品を運んでいるわけではないし、多額の金を持っているわけでもない。であれば、山賊がこの地域に拘る理由が……たしかに判らない。

　という己おのれの考えをオケィアノスに確認すると、上司は、そのとおりです、と頷いた。

「それだけではありませんよ。連中の現れた時期ですが、あまりにも上う手ますぎると思いませんか？」

「時期が……上手い……のでありますか？」

「そうです。山賊が現れたのが、我々がセビリィノ王を襲い、カッシゥス王子が逃げだした直後ではありませんか」

「あっっ！」

「そのために我々は山賊の捜索や討伐に多くの兵を振り向けることができませんでした。ですが、どうして、よりによって、そんな時期に現れたのです？　まるで時じ機きを計っていたようではありませんか。偶然なのでしょうか？」

　いや……これが偶然だというならば、あまりに出で来きすぎた偶然だろう。

「わたしも、最初こそ偶然だと思いました。だから応手が遅れてしまったのですが」

　軽く舌打ちをくれたオケィアノスだが、すぐに言葉を継いだ。

「ですが、ここまで続くのは、いくらなんでもおかしいでしょう。ここに拘り続けるのもおかしい。いや、おかしすぎる。時期的に合いすぎるのも不自然極きわまりない。何から何までおかしいのです。だからこそ、わたしはこの連中がただの山賊ではないと考えたのです。ただの山賊ではないのなら、いったい連中はここで何をやっているのか？　何を狙っているのか？」

「こちらの……攪かく乱らんでしょうか？　山賊が居座っていれば、王子捜索やセビリィノ監視の手勢の中から何部隊かを山賊対策に振り向けなくてはなりません」

「それもあるでしょうね」

「それだけではないと？」

「もちろんです」

　オケィアノスが上体を乗りだしてきた。

「山賊がセキティア高原にいるという噂が各地に広まってしまえば、どうなります？」

「それは……ここを訪れる商人や避暑客が減ってしまいます……が、まさか、連中はそこまで狙っていると言うのですか!?」

「狙っているのでしょう。しかし、それが主目標ではありません。それは、そうですね、行きがけの駄だ賃ちん、といったところですか」

「で、では、主目標とは、いったい？」

「連中の最大の目標は何かと考えてみれば、答えはすぐに出るはずですよ」

「それは……カッシゥス王子のセビリィノへの帰還と王位の継承ではありませんか」

「そうです、それこそが、王子を逃がした連中の最終的な目標のはず。たしかに商人や避暑客が減れば我々に少なからぬ損害を与えますが、今すぐどうこうなるという短期的な話ではありません。一方、王子の帰還と王位継承という面を考えれば、それほど悠長なことを言ってはいられません。我々がセビリィノを押さえ、都市同盟内を固めてしまえば、もう手出しはできなくなるのですから。つまり、連中にはあまり時間がない」

「山賊をすることで時間を稼げるのでありますか？」

「直接に時間は稼げないが、間接的に稼ぐことは可能になるでしょう」

　秘書官が怪け訝げんそうな顔になった。

「間接的に、でありますか？」

「つまり、我々の行動の邪魔をして、セビリィノの制圧や都市同盟内の体制固めを遅らせようということすよ」

「そ、そうだとすると」

　アイオリスは、思わず左手で額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐう。

「今回の大々的な包囲と捜索は、連中の思惑に乗せられてしまった……ということになりませんか？」

　ふふっと、オケィアノスが小さく笑った。

「そうです。そうなりますね」

　思いの外ほか、上司の機嫌がよさそうなので、アイオリスはほっとすると同時に意外の念に打たれた。

　今回の包囲と捜索のために、動員可能な兵のほとんどを投入しているといっても過言ではなかった。セビリィノの包囲は解かれたも同然だし、王子の追跡・捜索の人員は、今やクレアーノが率いる五十名の部隊だけになっている。街道に設置された検問所も、ほとんどが開店休業状態だった。

　それこそ連中が狙うことではないのだろうか。追跡の手が緩ゆるんだのを幸いに、王子を連れて逃げた連中が舞い戻り、セビリィノに駆け込んでしまうのではないか。それをアイオリスは恐れた。だが、切れ者のオケィアノスが、その程度のことを考えずに、兵の大多数を森林地帯に投入するはずがない。

「オケィアノス様は、王子がセビリィノへ駆け込む心配はされていないのですね？」

　と訊いてみたが、案あんの定じよう、オケィアノスの応えは、していない、というものだった。

「いや、していないというのは正しくありませんかね。正確には、してもしようがないので、しない、と言うべきなのかな」

「しようがない……のでありますか？」

「限られた手勢で、あれもこれもそれもと欲張ることこそが、いちばん拙まずいのですよ。兵力は一極に集中し、敵を各個撃破するのがもっとも確実で安全な戦術なのです」

「はい、それは……」

　それはアイオリスにも判るが、ではオケィアノスが具体的に何をどうしようとしているのかが判らない。

「では、森林地帯への兵の大量投入で何を狙っていらっしゃるのです？　まずは森林地帯で山賊をしている連中を捕まえて、敵の戦力を分断するということでありますか？」

　とアイオリスが己の推理を披ひ露ろうすると、上司は軽く鼻で笑った。

「そうではありません。この包囲と捜索で簡単に捕まるようなら、最初からこれほど大だいそれたことをしようなどとは思わないでしょうし、王子を連れての脱出を成功させることもできなかったでしょう」

「で、では、いったい……」

「敵の正体を探ろうというのが、まず一つ」

「正体でありますか？」

「そうです。今のところ、王子を連れて逃げた連中のことが皆かい目もく、判っていません。それは、こちらにとって随分と不利な材料です。ですから、少なくともどこの手の者か、当たりをつけたいのです。そのために連中が次にどういう行動を取るのか、それを確認する……というのが、今回の作戦の眼がん目もくですよ」

「はぁ……そうでありますか」

　と言ったものの、アイオリスには森林地帯から追いだして次の行動を取らせることが、どうして敵の正体を推測することに繋がるのかが、いま一つ判らない。

　それも当然で、オケィアノスは密かに裏で黒猫アトラダ・フエレス出身の人物を動かしている。山賊掃討の兵が森に入れば、山賊は動きを見せるはずだった。その動きを、なんらかの形であの女が摑つかんでくれることをオケィアノスは期待しているのだ。

　自分の疑問を質ただしてみようと思ったアイオリスだが、そんな彼を置き去りにして、オケィアノスは次の話へと移っていってしまった。

「二つ目は、いつまでもここに居座っていられては、それこそこちらの動きが制約を受けてしまうのでね、とにかくどこかへ追いやろうということですよ。どこへ行くといっても、おそらく別働隊は平原まで王子を連れて逃げたのでしょうから、そちらと合流するはずです。まぁ、しかし、それも表向きの理由でしかありません。本音を言えば、そんなことはどうでもいいのですがね」

「どっ、どうでもいい……のですか!?」

　くっくっくっと、オケィアノスは嗚お咽えつするような笑いを漏らす。

「ええ、どうでもいいのです。肝かん心じんなのは、我らの手元に、山賊を討伐するために集まった完全武装の都市同盟軍の兵がある、ということですよ。それらを、そのままセビリィノへ向かわせます。逃げだした山賊を追跡するとでも言えば、完全武装の兵を動かしても、誰も文句は言わないでしょう？」

「あぁあっっ」

　アイオリスが悲鳴のような叫び声を上げた。

　なるほど、それこそがオケィアノスの真の狙いなのだ。

「他たの同盟都市首脳の中には、まだ慎重な態度を崩さない者がいます。ですが、セビリィノを攻めるのには首を縦に振らなくても、山賊を掃討するのが嫌だと言う者はいないでしょう？　事実、今回も、山賊退治のために兵を出してくれと頼んだら、進んで出してきたではありませんか。何しろ自分たちの裏庭とも言える森林で山賊が暴れていたら、他たの同盟都市も困るのですからね」

　まさに深しん謀ぼう遠えん慮りよ。秘書官は、オケィアノスの深い読みに驚嘆した。

　なるほど、山賊退治だと言って同盟都市の兵を集め、逃げた山賊を追うといって兵を動かし、そのまま騎き虎この勢いでセビリィノに雪な崩だれ込んでしまえば……。

　王子が逃げ込んでいたとしてもかまわないわけだ。いや、むしろ王子がいてくれたほうが、ありがたいかもしれない。オケィアノスは、そこまで考えて、セビリィノの包囲を解いたのだろう。逃げ込むなら今だ、と誘ったのだ。すぐ後あとで一いち網もう打だ尽じんにするために。

　オケィアノスは、薄笑いを顔に貼りつけたまま言った。

「まずは、森の中に山賊たちがいた痕跡を見つけないといけません。山賊が隠れていた証拠が見つかり、しかし山賊どもが森のどこにもいないということが判れば、堂々と兵を動かせますからね。逃げだした山賊どもを追いかけて、ふふふ、完全武装の千五百の兵を堂々と動かせる」

　都市同盟の兵力は、盟主であるセビリィノが約八百。アンテルノが約七百。それ以外の都市は四百から五百程度しかいない。都市同盟すべてを合わせても、三千と少ししかないのだ。セビリィノの兵力を除けば、二千五百程度である。

　同盟都市の一つはまだ様子見をしている。表向きはアンテルノ王に従う態度を表しているが、彼の企みが本当に成功するのかどうかを見守っている都市もある。だからこそ、セビリィノへの強攻策が採とれなかったのだ。セビリィノの街を、セビリィノ王家を攻めると言えば、他たの都市が離反しかねない。いや、そもそも、それ以前に、兵を出してよこさないだろう。

　だが、山賊を退治する作戦であれば。

　どの都市も進んで兵を出してくる。実際に、動員可能兵力二千五百のところ、即座に千五百も集まったのだ。

　そして、山賊を追いかけるのであれば。

　他の都市も異議は唱えない。どころか、喜んで従うはずだ。自分たちが向かっている先がセビリィノだと知っても、兵を引き揚あげるとは言いだしにくい。

　そして、セビリィノまで走ってしまえば、あとは、同盟都市の指揮官や兵を煽あおり、焚たきつけ、誤魔化し、アンテルノ兵が先頭に立ってセビリィノに突進すれば、後をついて来こざるを得ない状況ができあがる。

　ただ、それには慎重に事を運ばないとならない。他の都市の兵を率いる指揮官を上う手まく誘導しなければならない。早いうちから裏の狙いを悟られては、思うように動いてくれなくなる。

「ですから、仕上げは」

　オケィアノスが椅子から立ちあがった。立ちあがって、背後の窓を見やり、静かに、しかし決然と言い放った。

「誰かに任せるつもりはありません。任せられる者もいない。最後の仕上げは、わたし自身の手で行うつもりですよ」
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「何かおかしくないかな？」

　誰に訊くともなくヨーコが問うた。ジュナスが静かに応える。

「たしかに、おかしいですね」

　特戦隊第一分隊――ヨーコ、アマネー、カイエ、ジュナス、レオノーラ、セリノスの六人は、平原から九つ十づ九ら折おりの道を辿たどり、セキティア高原の入り口まで登ってきたところだった。六人は荷馬車を用意して、ちょっとした商隊の振りをしているが、積み荷の中身は武器や防具が多く、それはそのまま、山賊の真ま似ね事ごとをするときに転用できる物だった。

　ヨーコが「おかしくないか？」と言ったのは、ここに来るまでの街道筋に警備の兵があまりにも少なかったからで、それはヨーコだけでなく、残りの者たちも感じていたことだった。

「逃げた王子が戻ってくるのを警戒しているはずだから、もっと厳しい警備が行われていると思っていたのだけど」

　とカイエが首を捻ると、アマネーが険しい目で左右を見渡した。

「というか、レオチェルリの話では、行われていたそうじゃないか。それが今では、ここまでの登り道も、登った先もすかすかのようだな。どういうことだ？」

「どこに行ったのかしらね、警備の兵は」

「セリノス～～、何か心当たりは～～？」

　とレオノーラが訊くと、残りの四人の目がセリノスに集中する。彼女は力なく首を左右に振った。

「わたし、平原に下おりたら、すぐにクセルクス盆地へ走ったので、その後ごのことは詳しくは知らないのです」

「ああ、そりゃそうだよね～～」

　カイエが、目をセリノスからレオノーラに転じた。

「で、レオノーラ分隊長、どうしますか？」

「そうねぇ。この西に一つ、都市があったよねぇ。えぇと、オイトキアだっけ？」

「はい、そうです」

「とりあえず、そこへ行ってさぁ、街の人の話を聞いて、情報を仕入れようよ～～」

「判りました」

「じゃあ、まずはオイトキアへ行こう～～」

　とレオノーラが右手を挙げた。
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　そうして南道をオイトキアへ向かった六人だが、都市の手前で、とんでもない事実を目まの当たりにして足を止める……というか、荷馬車を停とめた。

「おやおや、これは」

　と馬に跨またがったアマネーが短く言うと、御ぎよ者しや役のカイエが低く唸るように応えた。

「いたねぇ、兵が」

　オイトキアの手前のちょっとした平地に、多数の兵が集結しているのだ。しかも、その兵士は……。

　全員が自然と馬車の周りに集まってくる。いちばん先を進んでいたヨーコが、馬を早足で歩かせて戻ってきた。

「あれは警備の兵などではないな。みな臨戦態勢だった」

「どこと戦うんだろう」

　とジュナスが首を傾かしげる。

「まさか、セビリィノを攻める？」

　アマネーが、まさか、と肩をすくめた。

「それはないんじゃないか。というか、そういう事態が現出しないようにするための山賊作戦なんだろ？」

「そうだよねぇ。山賊の対応にてんやわんやのアンテルノ側に～～、セビリィノを強攻するような余裕は……ない……ない……な……い……」

　レオノーラが急に押し黙り、俯うつむいて考え込んでしまった。

「何か、レオノーラ様？」

　カイエがレオノーラの顔を覗き込むと、不意に顔を上げたレオノーラは、叫ぶように言った。

「誰かオイトキアへ行って、あの部隊がなんのために集まったのか、これからどこへ向かうのかを、急いで聞き込んできて」

「え？　いえ、いいですけど」

　とカイエが応えると、早く、早く、とレオノーラが追い立てた。ジュナスが不思議そうな顔で言う。

「でも、どうせ街へ行って情報収集するつもりだったわけですから、皆で行けばいいのではありませんか？」

「いや～～、たぶん街の周りは兵で一杯だからぁ、揃っていくのは拙まずいかもだし～～。それに、下へ手たをすると街の中にも兵がいるかもしれないよ～～。その場合は、ここは諦めて別の街へ行くしかないね～～」

「えぇ？」

「別の街って、どこへです？」

「それを考えるためにも情報収拾。ほら、とにかく早く！」

　レオノーラが眉まゆを吊りあげて怒ど鳴なるので、慌ててカイエが馬首を巡らせた。こんな顔のレオノーラを見ることは滅めつ多たにない。彼女はかなり焦あせっているようだった。

「行ってきます。少しお待ちを」

　カイエが馬を走らせて都市に向かったのを見送った残りの隊員が、カイエの姿が消えると、一斉にレオノーラを見た。すでにレオノーラは、いつもの茫ぼう洋ようとした捕らえどころのない表情に戻っている。

「何をお考えです、レオノーラ様？」

「んっと～～、もうヨーコも隊長なんだからさぁ、別に『様』なんかつけなくてもいいんだよ～～？」

　ヨーコの肩が、がくっと落ちた。

「いえ、そういうことではなく」

「どうしても様をつけたいのなら、拒否はしないけどさ～～」

「……だから、そういうことではなく」

「なんだったらレオノーラちゃんでもいいよぉ？　そっちのほうが可愛いもんね～～」

「だから！」

　ヨーコが何か文句を言おうとしたその機先を制するように、レオノーラが逆に訊き返してきた。

「完全武装の部隊がこんなところにいたのはなぜだと思う～～？」

「それは……」

　少しだけ考えたヨーコは、しかし、すぐに答えを出した。

「なるほど。あれらは山賊狩りのために集められたかもしれないと考えたのですね？」

　レオノーラは、当ったり～～、と右手の親指を立ててみせた。

「え？」

　セリノス、アマネー、ジュナスが目を見開いて、レオノーラとヨーコを交互に見た。

「そうなんだよね～～。いま、武装した兵士を集めるとしたら、山賊討伐のためじゃないのかな～～？」

「でも」

　ジュナスが、馬上で伸びあがって、次々に出立していく都市同盟の兵士を見やった。

「森の中に入っていく様子はありませんよ。むしろ、街道を西のほうへ移動していくみたいですけど」

「だからさ～～」

　レオノーラが小さく肩をすくめた。

「もう山賊討伐は終わったのかも～～」

「えぇえっっ!?」

　ジュナスやアマネーが馬上で小さく跳ねた。

「ドゥイエンヌたちが捕まったと？」

「あいつらが捕まるとは思えないしぃ、もし捕まったとしたら、都市同盟軍は、山賊が捕まった～～って、鉦かねや太たい鼓こを打ち鳴らして言い回っているだろうからね～～。でも、ここに来るまで、そんな話はこれっぽっちも聞いていない。ってことはぁ、やっぱり捕まってないんだと思うよ～～」

　セリノスが安あん堵どの息を吐はいた。

「しかし、捕まっていないのだとしたら、あの部隊はどうして帰っていくのです？」

　とアマネーが訊いた。

「帰っていくとは限らないし～～」

　四人が驚きの顔をレオノーラに向けた。セリノスなど、せっかく吐いた安堵の息が止まってしまった。

「えぇっっ!?」

「だから、街で話を聞いてきて欲しかったのよね～～」

「どういうことですか、レオノーラ様!?」

　セリノスの顔が青ざめている。捕まっていないとして、では、ドゥイエンヌやガブリエラたちはどうしたのか。山賊狩りから逃げられたとして、どこへ行ったのだろう。自分が高原を離れていた間に予想外の展開になっている事を知って、セリノスは少しばかり焦りを感じていた。

「逃げた山賊を追いかけているのかもしれないし～～、そうではなくてぇ、何かもっと違うことを狙って移動しているのかもしれないよ～～？」

「もっと違うこととは？」

「だからぁ、それが判らないから街で話を聞いてきてもらってるのよ、カイエに～～」

　考えるべきなのは、とヨーコが口を開いた。

「あの兵士が、ここから西に街道を移動しているということ……だな」

「は、はい」

　セリノスが、先を続けてくださいと促すように、ヨーコに向かって頷いてみせた。

「西に何があるのか……」

「えぇと」

　セリノスだけでなく、アマネーもジュナスも、はっとして顔を上げた。

「セビリィノ!?」

　そうだな、とヨーコが言った。

「武装した部隊が西へ向かっている。そして、今の状況を考えれば……アンテルノ側がセビリィノを攻めようとしている、と見るのが自然ではないだろうか」

　ヨーコの読みに、セリノスは驚き、感心していた。

　レオノーラも、ヨーコの考えに同意したようで、難しい顔で腕組みをしたまま、低く唸った。

「そうだねぇ。これはぁ、ガブリエラの奴、切り返しの妙みよう手しゆを喰らったのかもね～～」

　つまり、レオノーラはこう言っている。

　王子捜索やセビリィノ制圧のために投入されるアンテルノ側の兵力を削り、敵の計画の進行を少しでも遅めようと実行された「山賊作戦」だったが、どうやらそれを逆さか手てに取られたようだ、と。

「山賊討伐をお題目に、他ほかの同盟都市からも兵隊をかき集めたんじゃないかな～～」

　セリノスは愕がく然ぜんとした。

　まさか、あのガブリエラが切り返しの妙手を喰らうなどとは。

　じっさい、ガブリエラの山賊作戦を聞かされたときには、その場にいた誰もが度ど肝ぎもを抜かれたし、一いつ石せき二に鳥ちようどころか、三さん鳥ちようも四よん鳥ちようも狙えるその作戦に感心したものだ。

　だが、敵がガブリエラの策を逆用したのだとすれば、彼女の狙いを推おし量はかり、読み切ったということに他ほかならない。読み切って、それを逆用したということだ。

　そんな芸当のできる者がこんなところにいるとは、セリノスには想像もできなかった。

「もしそうだとすると～～」

　レオノーラは、うんうんと唸り続ける。

「敵の親玉は容易ならざる相手だね～～。いや、親玉というか～～、その下にいる新しん参ざん者ものだっけぇ？」

　アマネーが頷いた。

「ええ。たしかオケィアノスとかいう男でしたね」

「では、レオノーラ様、わたしたちは、どうすれば!?」

　セリノスが勢い込んでそう訊いたが、レオノーラは肩をすくめて、さぁ？　と言っただけだ。

「そんな……」

　セリノスがすがりつくような目でレオノーラを見つめる。

「これからどうすればいいかを考えるために、カイエに話を聞きに行ってもらったわけだし～～。わたしたちの読みが当たっているかどうかも、まだ判らないんだし～～。まずはカイエの戻りを待とうよ～～」

「……はい」

　セリノスは力なくうなだれた。




　　　　　７




　戻ってきたカイエに話を聞くと、やはり山賊が捕まったわけではないようだった。カイエの話を聞き終えると、レオノーラは、ふんふん、なるほどねぇ、と一人で納得したように首を振った。

「千五百もの兵士を投入しておいて、逃げられたわけね～～」

「ええ。で、投入された部隊が、そのまま山賊を追いかけているという話ですが」

「噓だよねぇ」

「噓なんでしょうね。それらの部隊は、セビリィノ周辺に集結しつつある、という噂でした。もっとも、これは未確認情報ですが」

「さて、これでドゥイエンヌたちがどこかへ逃げたのは間違いないと判ったけど、どこへ逃げたかというと……」

　顔を巡らせ、街道の奥に広がっている森を見やったレオノーラが目を細めた。

「追いかけてみるしかないかなぁ」

「え？　追いかけるって、今からですか？」

　セリノスが驚いた顔になると、ヨーコが、ぽんと彼女の肩を叩いた。

「レオノーラさ……あ～～、レオノーラは、ほら」

「あっ、そうか！」

　そうだった。自じ然ねん士しという珍しい資質を持つレオノーラは、森の木々の言葉を聞くことができるのだった。

　本人曰いわく、

「言葉っていっても、随分と曖あい昧まいで、意味不明なことも多いんだけどね～～」

　だそうだが、それにしても、ふつうの人には逆立ちしても真似のできない芸当である。行方ゆくえ不ふ明めいになったラフィネとフィスティスを捜すときでも、レオノーラは森の木々に手がかりを訊いていたではないか。

　ただしセリノスは、森の木々の言葉を聞く以外に、レオノーラがどんな能力を持っているのかは知らない。

「森へ入るのですか？」

　とアマネーが訊いてきた。

「そうねぇ、何か書き置きとか伝言とか、どこかに残されているかもしれないしぃ、まだそれほど時間が経たっていないみたいだから、痕あとを追うことはできるかも～～」

「荷物はどうします？」

　とジュナスが訊くと、レオノーラは、あ、それがあったか～～、と頭を掻かいた。

「しかたないな～～。オイトキアとは逆側の街、えっとラミスレスだっけ～～？　急いでそこへ入って宿を取ってぇ、留守番兼連絡要員を置いて残りの者で森に入る……ってところかな～～」

　五人が大きく頷いた。

「んじゃね～～、ちょうどお昼時だしぃ、宿に行って急いでお昼を食べて、それから森へ向かおうか～～」

　六人はラミスレスの街まで馬車を走らせ、適当な宿を取った。昼食を済ませ、ジュナスを留守番に残した五人は、すぐさま取って返して森に入り、ドゥイエンヌたちを追いかけることになった。
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「出て行くにしろ入って来るにしろ、あそこを通るだろうと思っていたけど、正直なところ、それほど期待はしていなかったのに、こんなに早く網あみにかかるとはね」

　ラミスレスの街の宿屋に入ったレオノーラたちの後をつけてきたのは、元黒猫アトラダ・フエレスのあの女だった。今はどこにでもありそうな目立たない茶色の裳も裾すそを着ている。かなり距離を置いてついてきたとはいえ、レオノーラやヨーコたちに悟られることがないというのは、それだけで大したものである。さすがに黒猫出身といったところか。

「いずれもが並の腕ではないのは確かだけど、しかし王子を脱出させた連中の仲間かどうかは判らない。とはいえ、あれだけの腕を持った女だけで六人という一団は、あからさまに怪しい。怪しすぎる。ふ～ん、さて」

　女は雑踏の一角に静かに佇たたずみ、レオノーラたちが入っていった宿屋を見つめている。

　お？　出てきた！

　女は、すっと建物の陰に身を潜める。

　五人か。一人だけ宿に残ったと？

　宿屋から出てきた五人、即ちレオノーラ、ヨーコ、カイエ、アマネー、セリノスは、各人が大きな背はい嚢のうを背負っている。

　街を出るつもりか？

　五人は、そのまま街の城門のほうへと歩いていく。女は、五人の背中と宿屋に交互に視線を送っていたが、やがて、よし、と口の中で呟いた。

　残った一人を調べてみるか。あの五人、かなりできる。まとめて相手にするのは骨が折れそうだし。特にあの長い黒髪の女、どうにも危険な薫かおりが漂っているからな。あまり近づかないほうが賢明だ。

　ヨーコが、黒猫の暗殺者を何人も斬り殺していることを知れば、この女は、さもありなん、と手を打ったことだろう。

　レオノーラたちの姿が完全に消えたのを確認しておいて、女が雑ざつ踏とうに現れた。

「では、行くとしますか」

　不意に女の姿が消えた。もし、見ている者がいたとすれば、そう感じたことだろう。だが、見ている者は誰もいなかった。すでに女は雑踏の風景の一部と化し、行き交かう人人の認識の外にあったからだ。

　次に女が現れたのは、宿屋の廊下だった。
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　街道を逸それて森の中に足を踏み入れたレオノーラたちは、まだ一部の兵が残っているかもしれないと、最初は慎重な足取りで歩いていた。だが、森の中は空っぽで、どこにも兵のいる気配はなかった。そこで五人は一気に歩く速度を上げた。

　とはいっても、全力で走るというわけにはいかない。ドゥイエンヌたちの行き先が判らないのだ。レオノーラが森の木々の言葉を拾える程度の速さでないと駄目だ。

　ぶつぶつと何事かを呟きながら、みなの先頭に立ってレオノーラが歩いていく。樹じゆ齢れい数百年はあろうかという巨きよ木ぼくが密生していて、森の中は昼でも薄暗く、おまけに地面には苔こけが生えていて滑り易かったが、そんな悪条件をものともせずに、五人は森の奥へと向かっていった。

「あぁぁあ！」

　かなり森の奥まで入り込んだところでレオノーラが素すっ頓とん狂きような声を上げ、後続の四人が思わず足を止める。

「どうしました？」

　レオノーラのすぐ後ろを歩いていたアマネーが声をかけると、振り返ったレオノーラがにんまりと笑った。

「見つけたぁ」

「見つけた……って、ドゥイエンヌたちの痕跡をですか？」

「うん。なんかね～～、得え体たいの知れない女六人連れを見かけたって言ってる～～」

「おお！」

「ふんふん、なるほど」

　耳に手を当て、木々の囁きを一生懸命に聞いていたレオノーラは、やがて耳から手を離して、あっち～～、と前方を指さした。

　一度、痕跡を見つけてしまうと――見つけるというか、見かけたという木々の証言を確認したというか、なんとも表現が難しいのだが――見失う可能性はかなり低いらしい。とくに、この森には滅めつ多たに人が入り込まないので、他の人と混同する虞おそれがないと言うのである。

　先頭を行くレオノーラの歩みがさらに速まった。四人は周囲に気を配りつつ、レオノーラの後をついていく。

　それから半はん刻こくほどあるいただろうか。森の奥で焚たき火びの痕を見つけた。石を積んだ即席の竈かまどのような物もある。周囲には、いくつもの足跡が入り乱れているのも確認できた。

「ここはたぶん～～、ドゥイエンヌたちが使っていた場所だね～～」

　足を止めたレオノーラが周りを見渡すと、しゃがんで地面を調べていたカイエとアマネーが手を挙げた。

「大勢の足跡が残っていますね」

「これは、山賊討伐のために森に入ってきた都市同盟の兵士の物だな」

　立ちあがったレオノーラの下へ二人が寄ってきた。

「つまりぃ、山賊がいた証拠を都市同盟軍は見つけたわけだよね～～」

「ドゥイエンヌたち六人がここにいたとして、北街道へ逃げて、さらにセビリィノまで走った……なんてはずがないから、連中がドゥイエンヌたちを追いかけているのではないのは、もう確実ですね」

　カイエがそう言うと、レオノーラが、まぁそうだよねぇ、と頷いた。

「じゃ、さらに痕を追いかけ……」

　と一歩踏みだしたレオノーラが、あれぇ？　と首を捻った。

「二ふた手てに分かれた？」

「え？　どういうことですか？」

　一度ばらけた他の四人が、もう一度、頻しきりに首を捻っているレオノーラの周りに集まってきた。

「う～～ん、なんかねぇ、あっちへ行ったって声と」

　レオノーラは前方右手を指さしておいてから、その手を水平に百二十度ほど動かした。

「向こうへ行ったって声があって。どうやらドゥイエンヌたち、ここで二手に分かれたようだな～～」

「どちらを追います？」

　とヨーコに訊かれたレオノーラが、ちょっと待って、と右手を挙げた。

「ん～～、んん～～～～」

　両耳に手を当てた姿勢で周囲をぐるぐると歩き回るレオノーラを、四人がじっと見つめている。

「どうやら～～」

　レオノーラの足が止まった。

「四人と二人に分かれたみたいだな～～。人数は確実とは言えないけど～～、あっちが四人で、向こうが二人～～」

「四人と二人、か。別々の場所へ向かったとすると厄やつ介かいですね」

　とヨーコが言うと、そうですね、とカイエが頷いた。

「こちらは二手に分かれる余裕がありませんものね」

「四対二ならぁ、たぶん四人が主力じゃないかな～～。とりあえず、四人のほうを追いかけようよ～～」

「はい、では、それで」

　五人はドゥイエンヌたちの追跡を再開した。

　やがて日が暮れてきた。兵の気配はない。だが、森のどこかにごく少数の見張りが残っている可能性は皆かい無むではないので、松たい明まつを掲げることができない。五人は、薄はく暮ぼの中を足早に歩き続けた。

　そして痕跡を追いかけ続けた五人は、とっぷりと日が暮れた頃に、とうとう森を抜け、南街道まで達してしまった。

　街道を目の前にして、五人は立ち止まり、考える。全員の顔に、幾いくばくかの驚きと、かなりの量の疑念が表れていた。

「ねえ」

　とレオノーラが呼びかける。

「あれって……」

　レオノーラが見つめる先にあるのは、高原都市の中の一つだった。

　五人とも視力がいい上に夜よ目めが利きくので、月明かりに照らされた城壁が、夜の闇にぼんやりと浮かびあがっているのが視認できた。まだ夜も早いため、城門は閉じられていないようだ。城門には篝かがり火びが焚かれ、見張りの兵が数人、立っている。

「つまり、ドゥイエンヌたちは、ここまで逃げてきたってことですか？」

「う～～ん、どうなんだろうねぇ」

　と低く唸ったレオノーラが、傍かたわらのセリノスを見る。セリノスは意外の念に打たれ、応える言葉をなくしていた。

　わざわざ、ここへ？

　ドゥイエンヌやガブリエラがここへ逃げてきた意味が判らない。もっとも、二手に分かれたのだから、ドゥイエンヌとガブリエラが揃ってここまで来たのかどうかも判らないのだが。

「あれって、位置的に、あんたたちが逃げだしたっていうアンテルノだよねぇ？」

　そう、城壁や城門に見覚えがある。あれは、王子を抱えて脱出したアンテルノの街に違いない。

　セリノスは、声を振り絞るようにしてレオノーラに応えた。

「ええ……そうですね」

　でも、どうして？

　いったん脱出したアンテルノまで、わざわざ逃げてくる理由がセリノスには判らなかった。追いつめられて仕方なく逃げ込んだわけではなさそうだ。むしろ、山賊討伐部隊は明後日あさつての方向へ向かったように思える。あるいは、囮になったのかもしれない別の二人を追いかけていったのかもしれないが。実際はどうなのか判らないものの、いずれにせよドゥイエンヌたちは、どこにだって好きなところへ逃げられたはずだ。

「逃げるだけなら他ほかにいくらでも場所があるのに、どうしてわざわざアンテルノここに逃げてきたんだろう……」

　セリノスは心の内の疑問を思わず口に出してしまった。すると、レオノーラが、

「あ～～、ま～～、そうだね～～。ま、その辺はぁ、本人たちに聞いてみれば～～」

　と意味不明なことを言って笑いだした。

「レ、レオノーラ様？」

　セリノスだけでなく、カイエもアマネーもヨーコも、ぎょっとしてレオノーラを見つめた。だが、すぐに。

「あ！」

　とヨーコが鋭く叫んだ。

　樹上を見上げたヨーコが低い声で呼びかける。少し怒っているようだ。

「いるんだろう、そこに？」

　セリノス、カイエ、アマネーが、はっとして頭上を振り仰いだ。レオノーラだけが平然としている。

「ジアン……ではないな。少し気配が違う。デイレィか、あるいはノエルノードか」

　上方から声が降ってきた。

「さすがですね、ヨーコ様」

　えへへ、と笑いながら、デイレィが木の幹から飛び降りてきた。

「いやぁ、どんな増援部隊が来るかと期待していたんですけど、もの凄い人たちが来ちゃったな。なんか、もう百ひやく人にん力りきですよ。いや、千人力かも」

　デイレィが嬉しそうな顔で、レオノーラ、ヨーコ、カイエ、アマネーを交互に見やっていると、目を細めたヨーコが低い声で、

「試したのかな？」

　と言った。デイレィは慌てて手を振って否定の意を示した。

「いえいえ、そんなことは」

　だが、気づくかどうか試してやれ、と思っていたことは明白だ。

「ん～～、まぁ、わたしも試したんだけどね～～」

　とレオノーラが唐突に言った。

「は？」

　デイレィが不思議そうな顔になる。

「いやぁ、わたしは、ほら、木の囁き声を聞いていたから、誰かがそこにいるのは判っていたのよね～～」

「あぁ、なるほど」

　とデイレィが手を打った。

　ヨーコが、今度は不機嫌そうな顔でレオノーラを睨ねめつけた。

「つまり、わたしたちが、いつ隠れている者に気づくか、見ていたと？」

　あっははは～～、と笑ったレオノーラは、胸を張ってこう言い放った。

「もう少し早く気づかないと駄目よね～～、ヨーコ」

　ぐぅ、と呻うめいて反論ができないヨーコである。

「いや、ヨーコ様だからすぐに気づいたのであって……わたしは気づかなかったなぁ」

　とカイエが正直な感想を漏らす。

「あんたはどうよ、アマネー？」

「いや、恥ずかしながら」

「セリノスは？」

「いえ、わたしも」

　デイレィに顔を戻したカイエが、興味深そうに訊いた。

「デイレィ、あんた、こういうのが得意っぽいのね？　ジアンと同じようなことをやっていたの？」

　ジアンが情報収集を生なり業わいにしている一族の出だということは、白はく兎と騎士団内に広く知れ渡っている。同時に、ジアンの特徴や資質も。

「いえ、同じではありません」

「持って回った言い方だなぁ」

「いや～～、はははは」

　デイレィは苦笑するだけで、では、白兎騎士団に入る以前に何をやっていたのかという説明は、結局しなかった。

「まぁ、それは措おいといてぇ。あんたがここにいるということは、他ほかの連中はアンテルノにいるんだよね～～？」

「はい、そうです。わたしはこの周辺を見張って、もしも応援が追いかけてきた場合は連絡をつける、という役目を負っていたのです」

「で、いまアンテルノにいるのは、誰と誰なの～～？」

「ドゥイエンヌ小隊長とガブリエラ副隊長、それにノエルノードとわたしの四人です」

「ってことはぁ、ジアンとマルチミリエの二人は……」

「はい、二人は山狩りがあったときに、囮役として反対側へ走りました」

「なるほどねぇ。で、二人はその後、どうする予定ぃ？　ここに来るの～～？」

「いえ、ここへは向かわずに、平原へ下りて、ブリコルメスのレオチェルリのところへ走る手て筈はずになっています。わたしがここにいるのは、本当に万が一に備えてであって、増援が来るとしたら、まずはブリコルメスだろうということで、なんとか増援部隊に連絡をつける、というのがジアンとマルチの役目であります。もしも増援が来ていない場合は、王子様と共にいる遊撃小隊の残りの人員を引っ張ってくるということも」

　そこまで言ったデイレィが目を転じてセリノスを見た。

「お疲れ様、セリノス」

「ああ、いや、デイレィたちこそ、お疲れ様だったね」

「増援部隊は、これ以外にも？」

「もちろんだよ、デイレィ。たった四人であるはずがないさ」

　デイレィが期待に瞳を輝かせた。

「あとは、どなたが？」

「そうだね、レフレンシア様とかアルゴラ様とか……」

「え～～～～っっっ!?」

　デイレィが目を白黒させて驚いている。

「だっ、団長代理が自ら!?　それにアルゴラ様まで!?」

　セリノスが力強く頷くと、デイレィは、うん、と両手に力を込めた。

「それなら、上う手まくいくかもしれないな」

　その言葉を聞きつけたレオノーラが、疑念の籠こもった目をデイレィに向けた。

「まぁ、あんたたちがここへ逃げてきたというのはぁ、ただたんに逃げたんじゃなくって何かをやらかそうとしてるってのが想像できるんだけど～～」

　レオノーラが真正面からデイレィの顔を覗き込む。

「いったい何やらかそうとしているのかな～～？」

「それに関しては、ガブリエラから詳しい説明があります。まずはアンテルノに入城してください。ぐずぐずしていると城門が閉まってしまいますので」

「ガブリエラか～～」

　レオノーラがうんざりとした顔になる。

「ヨーコ、あんた、想像つく？」

「いえ、さっぱり」

　天を仰いだレオノーラは、なんか嫌な予感がするなぁ、と呟いた。

「でも、デイレィ、街への出入りには厳重な検問があるのではないの？」

　とセリノスが訊くと、デイレィが肩をすくめた。

「それが、ぜんぜん。連中、今はそれどころじゃないみたいで、今は出入り、ほぼ自由。アンテルノここに来たのは、そこまで読んでのことなんだけどね」

　そう言ってデイレィは片目を瞑つぶってみせた。

「読んだのはガブリエラだけど」

「ああ、そうなのか」

　なるほど、さすがにガブリエラだ。

　しかし、そうなると、やはりガブリエラたちがここで何をしようと考えているのかが気になる。一刻も早くガブリエラやドゥイエンヌ、ノエルノードに再会して、彼女たちの狙いを聞いてみたいと、セリノスは切せつにそう思うのだった。
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　夜が明け、ブリコルメスの街の城門が開いた直後に、中継点として使っていた宿屋にジアンとマルチミリエが駆け込んできた。

　この時点でこの宿屋に置いた作戦本部に詰めていたのは、レフレンシア、アルゴラ、ファンフェッダ、カッシゥス王子、そして第二班からの伝令として、昨夜、ここへやって来ていたアルデリィナの五人だった。

　ジアンとマルチミリエは、レオチェルリの代わりにレフレンシアやアルゴラがいたのに仰ぎよう天てんしたが、ここにいるのがレフレンシアが率ひきいてきた援軍の一部だということを知って驚きよう喜きした。

　レフレンシア自みずからが配下を率いてきてくれたということは、彼女の本気を、つまりは白はく兎と騎き士し団だんの本気を示しているわけで、二人としては実に心強かった。

　ここでジアンは、レオノーラやヨーコたちの第一分隊が、すでに森林地帯へ向かったことを知り、安あん堵どの息を漏もらした。同時に、自分たちを討とう伐ばつしに来た都市同盟軍が、セビリィノへ向けて移動していったことを知り、第一分隊やガブリエラたちが討伐軍に追われる心配がなくなったことを喜んだ。

　しかし、喜んでばかりもいられない。ガブリエラたちが討伐軍から逃れる恰かつ好こうで森の中から移動してしまったため、レオノーラの隊がガブリエラたちと合流できるかどうか判らなくなってしまった。

　状況理解を終えた二人は大急ぎで、これまでの経過をレフレンシアに報告した。そして最後に、ガブリエラからの伝言をレフレンシアに伝えた。即すなわち、「急いでアンテルノの街へ来てください」という伝言をだ。

「連中、アンテルノへ行ったのか!?」

「はい。行ったというか、自分とマルチが別れたときは、行く手て筈はずになっていました」

「何をしに？」

「あの……」

　レフレンシアの瞳が放つ強い光が、ジアンの目を射い抜ぬく。彼女は気け圧おされたように頭を引いた。

「あの……そこで決着をつける……んだそうです」

　レフレンシアの目が細められた。

「決着だと!?　どうやって？」

「えっと……それは……」

　ジアンが、ガブリエラの構想を、ぼそぼそとレフレンシアに説明した。

「なぁにいぃ!?」

　驚いたのはレフレンシアだけではない。ファンフェッダもアルデリィナも、あのアルゴラでさえ、口を阿あ呆ほうのように開け、呆ぼう然ぜんとジアンを見つめている。当事者のカッシゥス王子までもが、言葉を失って立ち尽つくすばかりだった。

　少ししてから、ようやくレフレンシアが口を開いた。

「ジアン」

「あ……ははは、はい？」

「ガブリエラは何かおかしな物を食べたりはしていないだろうね？　例えば、森に生えていた毒どく茸きのことか」

「残念ながら」

「そうか。残念なのか」

「ああ、いえ、そういうことでは」

　ジアンが焦あせった顔で手を振った。

「だが……ふむぅ、しかし、なるほど……」

　宙を見上げたレフレンシアは、腹を空すかせた猛獣のような唸うなり声を漏もらすと、そのまま考え込んでしまう。

　団長代理の結論を、アルゴラ、ファンフェッダ、ジアン、マルチミリエが、じっと待っていると、レフレンシアが、やおら顔を上げた。

「山さん賊ぞく狩がりに集められた部隊が、セビリィノへ向かった今となっては、たしかにそれが手っとり早いのかもしれない」

　ジアンとマルチミリエが、おお、と顔を輝かせた。

「よし、出しゆつ立たつの準備を急げ」

　アルデリィナが都市同盟軍の動きをレフレンシアに伝えていたため、レフレンシアは作戦本部を高原に移すことを考え、昨夜から出立の準備を始めていたのだ。それが幸いして、準備はすぐに完了した。

　問題は、馬が足りないことだ。

　ジアンとマルチミリエは、森を走りでたまま、どこにも寄らず、夜を徹して平原まで駆けてきている。しかも自分の足でだ。

　都市に寄って馬を用意しようとすれば、翌朝、城門が開くのを待つしかない。だが、自分とマルチミリエなら、待ってる暇ひまがあったら走ったほうが早いとジアンは判断した。夜中に山道を走るのは、一般人にとってかなり危険なことだが、ジアンとマルチミリエなら、それほど難しいことではない。

　ジアンがマルチミリエに自分の考えを伝えると、マルチミリエは特に不満そうな様子も見せず、任せる、とだけ言った。そこで二人は一気に急坂を駆けおり、船せん頭どうを叩き起こして船ふな賃ちんをはずみ、渡し船で河を渡って――もし船頭が見当たらなければ、船を奪って自分たちで漕ぐつもりだった――ブリコルメスへと駆け込んだのだった。

　今回、レフレンシアたちと共に高原に戻るに当たっては、二人が乗る馬を用意する必要があった。そこで、ファンフェッダが馬の調達に行くことになった。

　少し時間がかかったが、彼女は金にものを言わせて、どこからか馬を調達してきた。

「すみません。急いでいたので、金かねに糸いと目めはつけない買い方になっちゃいました」

　と宿に戻ってきたファンフェッダが謝あやまると、レフレンシアは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うのだった。

「いや、かまわないさ。だが、用意してきた活動資金は随分と心こころ許もとなくなったな。ジアンたちが山さん賊ぞくで稼いでくれた金がなければ立ち往生するところだったよ」

　とはいえ、ジアンもマルチミリエも移動速度を最優先にして走ってきたのだから、たいしてお金を持ちだせたわけではない。というより、あちこちに隠した金品を回収する暇ひまがなかったので、そもそも持ちだせる金額自体が極きわめて少なかったのだ。

　アンテルノへと向かったドゥイエンヌやガブリエラたちにしても事情は同じである。活動資金に関しては、かなり切せつ羽ぱ詰つまった状態だった。

　資金的にも時間的にも、ここでのんびり策を練っている余裕はなくなった。ドゥイエンヌやガブリエラたち、それに彼女らを追いかけていった第一分隊と合流して、ガブリエラが言うところの「決着をつける」作戦を実行に移さなくてはならない。

　疲れもあるだろうが、もう一ひと踏ん張りしてもらうしかないな、と思いつつ、レフレンシアがジアンとマルチミリエに声をかけた。

「できるだけ急いで高原へ登り、先行部隊と合流を果たしたいのだが、ジアン、マルチ、大丈夫か？」

　ジアンもマルチミリエも、さすがに顔に疲労が浮いていたが、それでもレフレンシアの問いかけに気き丈じように応えた。

「平気です」

「問題ありません」

「よし、では急ごう。揃そろって走る必要はない。単騎駆がけで馬を飛ばせ。集合地点はラミスレスにしておこう。先に着いた者は、第二分隊の誰かが来ていないか見ておけ」

　ラミスレスは、平原からセキティア高原に登りきった後、左手へ進んだときに最初に現れる街である。平原から行った場合、アンテルノの手前にある街ということになる。

「とはいえ、まさかカッシゥス王子を単騎駆けさせるわけにもいかない。さて、誰に運ばせるかだが」

　宿屋の前に集合した、アルゴラ、ファンフェッダ、アルデリィナ、そして、ジアンとマルチミリエの五人を見渡すと、すかさずファンフェッダが手を挙あげた。

「お任せくださいな～～」

　レフレンシアが苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で王子に確認する。

「王子、よろしいですか？」

　すると、背伸びをした王子が、何事かをレフレンシアに耳打ちした。王子は未いまだに裳も裾すそ姿だった。けっこう気に入っているらしく、男物に着替えようとしないのだ。

　一方、ジアンとマルチミリエは、山賊の真ま似ね事ごとをしていた現場から駆けてきたので、筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの服に薄汚れた革の上うわっ張ぱりという出いで立ちのままだ。それ以外の者はもう少しましな服を着ているが、目立ちたくないから質素な恰好であることは間違いない。

「へえ？」

　細身の筒袴の上に短い裳裾を重ね着しているレフレンシアが、王子の返事を聞いて少し驚いた顔になった。

「いいのですか、それで？」

「はい、お願いします」

　にやりと笑ったレフレンシアが、

「ジアン、王子様のご指名だ」

　と言うと、ジアンではなくファンフェッダが跳びあがった。

「噓ん!?」

　一方のジアンは、自分で自分を指さしたまま、ぽかんとした表情でレフレンシアを見ている。

「そうだ、おまえだよ」

「どうしてっ？　どうして、よりによってジアンなのっっ!?」

　ファンフェッダは納得がいかないと、身を捩よじりながら叫んだ。

「よりによって……って、随ずい分ぶんな言われ様だな～～、自分」

　とジアンが不服そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「わたしに訊くなよ。王子様たってのご指名なんだから」

　と素そっ気けなくレフレンシアが応えると、ファンフェッダは、がっくりとその場に膝ひざを落とした。

「それが判らないんですけど～～」

　ファンフェッダを無視して、レフレンシアが王子を誘いざなった。

「では、カッシゥス王子はジアンの馬に乗ってください」

「はい」

　にっこりと微笑ほほえんで返事をする王子を見たファンフェッダが、さめざめと泣いた。

「ああ、王子様はもう、わたしの手の届かないところに行っちゃったのねぇ。お姉さん、哀し～～っ」

「はい、ファンさん、遊んでないで、立って立って」

　アルデリィナがファンフェッダを無理やり立たせる。

「遊んでるわけじゃないのっっ」

　立ちあがったファンフェッダがアルデリィナに叫ぶ。

「だって、ジアンなのよ？　ジアンに負けたら、もう女やってられないでしょ？」

「ファンさん、そこまで言いますかっっ」

　ジアンが、びしぃっとファンフェッダを指差して怒ど鳴なると、彼女のところへカッシゥス王子が寄ってきて、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「ジアンさん、よろしくお願いします」

「あぁあ、えぇと、あの、その、こちらこそよろしくお願いします」

　ジアンは恐縮した態度で頭が膝ひざにつくほど深々と腰を折りまげた。

「あの……」

　挨あい拶さつを返した後、ジアンは恐る恐る頭を上げ、恐る恐る訊いてみる。

「本当に自分なんかでいいのでしょうか？」

「はい」

　爽さわやかな笑顔を浮かべた王子が、きっぱりと応えると、ジアンは思わず上体を引いてしまった。

「そ、そうですか。では……どうぞ」

　ジアンは急いでもう一ひと揃そろい、鞍くらと鐙あぶみを用意する。

「あの、王子様、前がいいですか？　それとも後ろが？」

「どちらが走り易やすいですか？　僕は、ジアンさんが走り易いほうでかまいません」

「えっと……そうですね、手た綱づなを取るという面では、後ろに乗っていただいたほうがいいかな」

「判りました。では、そうします」

　ということで、まずジアンが鐙を踏んで馬に跳び乗った。次いでカッシゥス王子が鐙に足を乗せると、上体を捻ったジアンが手を伸ばし、王子が身体を持ちあげるのを手伝ってやった。

「王子様、振り落とされないようにしがみついていてくださいね」

　手綱を取ったジアンが、馬に跨またがった王子にそう呼びかけると、彼は、はい、と返事をしてから、ジアンの背中に自分の体を密着させ、両手を彼女の体の前に回した。

　王子が回した両手をジアンの体の前で組むと、ジアンが、あ～～、と困ったような声を上げた。

「あ、あの……王子様、両手はもう少し下で……組んでいただけると……」

　よく見ると、王子の両手はジアンの胸の前で組まれていた。

「あっ、すみません。僕、夢中で……」













　王子は慌てて両手を離し、改めてジアンの腰に回すと、お腹の前で組んだ。

　あれ、わざとじゃないのか？

　わざとですよね、きっと。

　アルゴラとアルデリィナが、ひそひそと言葉を交わす。

　可愛い顔をして、やるときはやる男だな。

　真ま面じ目めな顔を崩さないまま、うんうん、とアルゴラが大きく頷いた。

「あ～ん、どうせならあたしの胸の前で両手を組んで～～。絶対、ジアンなんかより楽しいから～～」

　馬上でくねくねと身み悶もだえているファンフェッダにちらっと視線を走らせたジアンが、ぼそりと呟つぶやいた。

「すみません、王子様。楽しくない貧弱な胸で……」

「そんなことありませんよ、ジアンさん。大丈夫です。僕はこれで充分ですから」

「じゅっ、充分て言われ……ましても……」

　ジアンが顔を真っ赤にして俯うつむくと、アルゴラが、

「ふっふっふっ、なかなか青春しているではないか。だが、度が過ぎるとアルアラネ様の怒りを買うから気をつけろ」

　などと意味不明なことを言って笑った。その隣で、ファンフェッダが、き～～、と悔しそうな声を上げる。

「ジアンの奴ぅぅ、いつかそのうち、全身の血を抜き取って殺してやるぅぅぅ」

「ファンさん、恐こわっっ」

　アルデリィナが、うひゃぁっ、と仰のけ反ぞった。

「よし、いいか？」

　一人冷静なレフレンシアが、馬に跨ったまま一同を見渡す。

「では、出発し……」

　出発の合図を送ろうとしたレフレンシアの動きが止まる。一人だけ、馬に跨っていない者がいたのだ。

「おい、マルチ、何をしている!?」

　幾いく分ぶん、怒ど気きを含んだ声でレフレンシアが呼ぶと、手綱を握ったまま立ち尽くしていたマルチミリエが、ゆっくりと振り返った。

　双そう眸ぼうが燃えているマルチミリエのその表情を、なんと表したらいいだろう。怒りか？　あるいは驚きよう愕がく？　はたまた憎ぞう悪お？　それとも喜き悦えつだろうか。

　マルチミリエは僅わずかに唇くちびるを動かし、低い声で団長代理の名を呼んだ。

「レフレンシア様」

「どうした？」

　マルチミリエが大おお股またで足早にレフレンシアの下もとへ寄ってきた。彼女が何かを言おうと背伸びをするので、レフレンシアも腰を曲げ頭を低くした。マルチミリエはとびきり背が高いから、それで彼女の顔がレフレンシアの顔と並んだ。マルチミリエは右手を口くち許もとに添そえ、団長代理の耳みみ許もとで何事かを囁ささやいた。

「なに!?　間違いないのか!?」

　マルチミリエは無言で頷く。

　レフレンシアが悩まし気げな顔で前方を窺うかがった。

「この肝かん心じんなときに」

　ジアンが、さり気なくレフレンシアの視線の先を確認する。すると、そこには。

　あいつ！

　軍装ではないものの、目つきの悪い凶悪な顔を見忘れるはずがない。遠とお目めであっても見間違えるはずがない。あれは、アンテルノの街の検問所で、自分たちの取り調べに当たったアンテルノ軍の将官ではないか。何人かの男を引き連れているようだ。そちらもみな軍装ではないが、明らかに彼の部下だと判る。

　ということは、王子様を追いかけて、平原のあちこちを内ない偵てい中ちゆうということか。

「王子様、顔を出さないでください」

　ジアンは背中のカッシゥスに小声で呼びかけてから、ゆっくりとマルチミリエに目を転じた。

　彼女の全身から熱い復ふく讐しゆうの炎が噴きだしている……ような気がする。

　今すぐにここから飛びだしていかなきゃいいけど、とジアンは不安になったが、いくらマルチミリエでも、そこまで思し慮りよに欠けているわけではない。彼女は、じっと自分を抑えるように、きつく唇を嚙かんだままレフレンシアを見上げていた。

　すでに、アルデリィナやファンフェッダも例の男に気がついていて、険しい目で通りの先を見つめている。

　仲間の異様な雰囲気に気づいたアルゴラが、すっと馬を寄せてきた。

「どうしました、団長代理？」

「いや、それがな……」

　身を乗りだしたレフレンシアが、マルチミリエから聞いた話をアルゴラに伝える。

「なるほど。しかしそれは」

　アルゴラは小さく首を傾かしげた。

「放ってはおけませんね？」

　レフレンシアは瞬時、迷った。アンテルノ兵であっても、犠牲者は出したくない。だが、今だけは、そうも言っていられない事態だった。

「そうだな。ここを調べられると、王子が滞在していたことが判ってしまう虞おそれがある。あれ以外にも配下を連れているのなら、街道沿ぞいに展開されてしまうかもしれないし、そうでなかったとしても、アンテルノへ急使が走るのは間違いない」

　アルゴラの顔から一いつ切さいの表情が消えた。

「わたしとマルチミリエにお任せください」

　彼女の声からも顔からも、まさに「氷のアルゴラ」と呼ぶに相応ふさわしく、熱というものが抜け落ちたようだった。

　レフレンシアは一瞬だけ考えたが、すぐに首を縦に振った。

「よろしい。二人に任せよう」

　彼女の決断もまた、盆地の魔女と言うに相応しい、非情で冷徹なものだった。いざというときに、このような決断を下せる者だけが、組織の頂点に立てるのだ。

　マルチミリエは低い声で、ありがとうございます、と低頭したが、レフレンシアは、彼女に対しても冷ややかな調子で注意を与えた。

「べつにおまえの復讐心を満足させてやろうというのではない。そこを勘かん違ちがいするなよ、マルチミリエ？」

「肝きもに銘めいじまして」

　レフレンシアが背後を指し示した。

「では、我々は先に出発する。反対側から抜けよう」

　アルデリィナ、ファンフェッダ、ジアンが無言で頷いた。

「アルゴラとマルチミリエは事を済ませ次第、集合場所へ走れ。速すみやかにな」

　今度は二人が無言で頷く。

「王子様は振り返らないでください」

　と念を押しておいて、ジアンが馬ば首しゆを巡らせた。

　レフレンシア以下、四頭の馬が遠ざかっていく。そのときには、すでに馬から下おりたアルゴラが、マルチミリエを伴って前方へ歩きだしていた。
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　アルゴラとマルチミリエは、荷物も剣も持たずに手ぶらで通りを歩いていく。薄うす手での外がい套とうを羽織っているが、顔は隠していない。

　マルチミリエに人にん相そうを教えられたので、アルゴラも目的の男――クレアーノという名前は、もちろん知らないが――を把は握あくしている。

　二人は顔を寄せ、何事かを話しながら、ゆっくりと歩を進めていく。飛び抜けて背の高いマルチミリエは、往おう来らいにいてもよく目立つ。通りの隅に立っていたクレアーノは、歩いてくる背の高い女にすでに気づいており、ちらちらと視線を送ってきていた。

　クレアーノの顔色が変わったのは、マルチミリエが眼前を横切ったときだ。間近で顔を確認したクレアーノは、はっきりと思いだした。目の前を通る背の高い女が、自分に恥をかかせてくれた女たちの中の一人だということを。

　マルチミリエとアルゴラは、何も気づいていないといった顔と態度で話を続けながら歩み去っていった。

　すぐにクレアーノは、近くにいた部下と思おぼしき数人の男を呼びよせ、そのうちの何人かを別の場所にいる部下のところへ走らせた後のち、自分は三人の男を引きつれ、マルチミリエとアルゴラの後あとをつけて歩きだした。

　二人は次し第だいに人通りの少ないほうへと近づいていき、やがて細い路地に入った。クレアーノは連れている部下に合図を送り駆けだした。

　両側を薄汚れた三階建ての建物に挟まれた路地を抜けると、そこはちょっとした空あき地だった。何かの資材がそこかしこに積まれたまま埃ほこりを被っている。正面には、建てかけのまま放置された大きな建物があった。道はそこで途切れていて、完全な行き止まりになっている。この場所は、情報収集と偵察を兼ねてアルゴラが街中を歩いたときに見つけた場所だった。今回は、それが思わぬところで役に立ちそうだ。相手を誘い込み、人知れず片をつけるには、まさに打ってつけの場所だった。

　先行していた二人の女が立ち止まり、正面の建てかけの建物を見上げている。それは、建物というより、もはや廃はい墟きよといったほうが近いかもしれない。

　二人を追い詰めたと思い、クレアーノの顔から思わず笑みがこぼれる。まさか自分が誘い込まれたなどとは夢にも思っていないから、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。

「おい、そこのデカ女」

　クレアーノの声に、マルチミリエとアルゴラがゆっくりと振り返る。

「こんなところで会えるなんて、俺は運がいいなぁ。いや、おまえにとっちゃ、運が悪いのかもしれんが」

　二人の女は何も応えなかった。

「どうした？　何か言うことはねえのか？」

　二人の女は互いに視線を交わしただけで、やはり何も言わない。

「あくまで黙だんまりか？　ふん、まぁ、いいだろう。だが、こっちには、てめえに、ちっと訊きてえことがあるんだよ」

「なんのことだ？　わたしはおまえなど知らないが」

　とマルチミリエが低い声で応じた。

「おいおい、お惚とぼけはなしにしようぜ。てめえみたいなデカい女が他ほかにいてたまるか」

「こいつに何が訊きたいんだ？」

　と言って、アルゴラが一歩、踏みだした。

「てめえは……この間あいだは見なかった顔だな。そいつの仲間か？　だったら、てめえでもいいんだぜ」

「だから何が訊きたい？」

　クレアーノが吼ほえた。

「決まってんだろうが！　カッシゥス王子の居場所よ！」

「嫌だ……と言ったら？」

　クレアーノが、にんまりと笑った。

「体に尋きいてやるぜ。そっちのデカイのはどうでもいいが、おまえの体に尋くのは楽しそうだからなぁ」

「それは困った」

「なぁに、困ることなんかねえさ。いま吐はこうが口を閉ざそうが、どうせ体には尋くからなぁ、いろいろと」

　クレアーノが耳みみ障ざわりな下げ卑びた笑い声を上げた。

「たった四人でわたしたちを捕まえられると思うか？」

「馬鹿め。俺が、のんびり無駄話をしていただけだと思ってやがるのか」

　クレアーノがちらっと背後に目をやり、再びアルゴラとマルチミリエに向き直った。どやどやと大勢の足音が路地のほうから聞こえてきた。

「部下が集まるのを待っていたんだよ！」

　路地から十数人の男たちが飛びだしてきた。五十人の部下の過半は別動隊として他たの街へと遣やっていたが、今の手持ちの部下だけで充分だ、とクレアーノは判断している。何しろ、相手はたったの二人なのだから。

「クレアーノ様、お待たせしました」

　いずれもが剣を手にした男たちは、マルチミリエとアルゴラを取り囲むように、クレアーノを中心にして半円形に広がった。

「くっくっくっ、おまえらの後をつけているときに、道々、目印を落としてきたからな。それを追って、部下がやってくるのを待っていたってわけさ」

　さぁて、とクレアーノが背負っていた剣を抜いた。それを合図に、部下たちも一斉に剣を抜く。

「おとなしく捕まったほうが身のためだと思うが、べつに抵抗してもかまわねえぞ。腕の一本くらい失なくす覚悟があるんならなぁ」

「そうか」

　アルゴラがさらに一歩、前に出た。

「では、抵抗させてもらうとするか」

　そう言うアルゴラには、なんの気負いも緊張も感じられない。

「マルチ」

「はい？」

「あのクレアーノとかいう指揮官はおまえにくれてやる。だが、残りの連中はわたしの獲え物ものだ。いいな？」

「え……ええ」

　さすがのマルチミリエも、このアルゴラの言い分には驚いた。相手はざっと見て十七、八人はいる。自分の得え物ものを持っていればともかく、アルゴラは剣を持っていないのだ。

「では、始めよう」

　アルゴラは、クレアーノに向かって歩きだした。

「てめえ、止まれっ！」

　クレアーノが叫んでも、アルゴラは一向に歩みを止めない。

「そいつを捕まえろ。手足の一本くらいはいいが、殺すなよ。生け捕りにした奴には、あとでその女をくれてやる」

「そういうことなら」

　何人かの部下が剣を鞘さやに収め、アルゴラの前に立ちはだかった。左右からも兵が進みでてきた。アルゴラは十人ほどの兵に取り囲まれてしまった。

　兵の一人が、ひひっ、と笑う。

「捕まえるついでに剝むいちまおうぜ」

「そりゃあ、いい」

「押さえつけるときに、いろんなところを触っちまうかもな？」

「いや、そりゃあ、触っちまうだろ？」

　うへへへへ、と男たちは下げ劣れつな笑いを漏らした。上官が上官なら部下も部下、といったところか。

「なんだ、おまえたち、わたしを脱がしたかったのか？」

「あ？」

「それならそうと言えばいいのに」

　アルゴラはいきなり外套を外し、裳裾をまくり上げた。

「手間をかけさせるのも悪いし、自分で脱ぐよ」

「は？」

　アンテルノ兵たちがぽかんとした顔で見つめる前で、アルゴラはあっという間に裳裾を脱ぎ捨て、下した帯おびと胸むな覆おおいだけになった。彼女は脱いだ裳裾を、ぽ～んとマルチミリエのほうへ放り投げた。さすがのクレアーノも呆あつ気けに取られて身動きを忘れている。マルチミリエも、いったいどういうつもりだ、この人は……という怪け訝げんそうな不思議そうな顔でアルゴラを見つめた。

「これは」

　とアルゴラが、自分の豊かな胸を押さえつけている胸覆いを指さした。

「わたしを捕まえた者が外せばいい」

　その直後、うお～～っ、と喊かん声せいを上げて兵たちがアルゴラに向かって突進した。だが彼らは半裸のアルゴラに目を奪われ、彼女が手にした物を見落としていた。

　兵たちの手がアルゴラの体に届こうとしたそのとき、彼女の体がくるくると回転した。踊り子が音楽に乗って舞い踊るような、流麗で華麗で軽かろやかな身のこなしだった。

　回転する彼女の体が、周囲に林りん立りつする男たちの間を独こ楽まのように駆け抜けると、何人もの兵たちが喉のどを切られ、血を噴きあげて仰け反った。噴きあげる血ち飛沫しぶきを浴び、アルゴラの体が赤く染まっている。

　彼女の両手の指には、細くて薄い金属片が挟はさまれていた。小刀よりもまだ薄くて軽くて小さい武器で、今で言えばカッターナイフの刃のような物だった。アルゴラは、それを外套か裳裾のどこかに隠していたのだ。その小さな武器を振るって、彼女は兵たちの間を旋つむじ風かぜのように暴れ狂っていた。

　マルチミリエが低い声で呟いた。

「あれが……赤き死の舞ぶ踏とう」

　無表情のまま平然と危ないことを言うアルゴラを評したものが「氷のアルゴラ」という綽あだ名なであるなら、彼女が闘う様さまを表したものが「赤き死の舞踏」という言葉だった。マルチミリエは、それを団の誰かから聞いたことがあった。

　いま、彼女の目の前で、まさに「赤き死の舞踏」が繰り広げられている。逃げることなど、誰にも能あたわない激しさと非情さで。

　兵は悲鳴を上げる間もなく、次々と屠ほふられていった。すべての兵が喉を、喉だけを切られている。頸けい動どう脈みやくから噴きでた血が、アルゴラの周囲に赤い雨となって降り注ぐ。顔も体も真っ赤に濡らして死の舞踊を踊るアルゴラは、人々から忌いみ嫌われ恐れられている守護天、不吉の象徴、シレーンシレーンかと見み紛まがうばかりだった。

　一七、八人いた兵士は、すべて事切れ、血に染まり、地に伏した。

「もう少し手応えがあるかと思ったのだが」

　手にした小さな武器を赤く染まった下帯に挟んだアルゴラが、悠然とマルチミリエのほうへ歩み寄っていく。

　投げ捨てておいた裳裾を拾いあげたアルゴラは、やあ、よかった、と言ってにこやかに笑った。

「服に血はかかっていない。着替えを持っていないから、血染めになっていたらどうしようと心配していたんだ」

　爽さわやかな笑顔のまま服を着込んでいくアルゴラを見て、さすがのマルチミリエもぞっと鳥とり肌はだが立つ。

「ん？　どうした、マルチ？　何をぐずぐずしている。さっさと片づけないか」

「あ！」

　マルチミリエとクレアーノが、同時に我われに返った。

「ただ今、すぐに」

　マルチミリエが相手に向き直る。クレアーノは、かたかたと小刻みに身体を震わせるだけで、先ほど見せた覇は気きや闘争心は跡あと形かたもなく霧む散さんしていた。

「おっおっおっおまえはいったい……」

「これから死ぬ奴に教える必要はない。そうだろう、マルチ」

「はい、そのとおりです」

　マルチミリエが一歩踏みだすのと同時に、服を着込んだアルゴラが素早く動いた。クレアーノが動くより早く彼の背後に回りこんで退路を断たったのだ。

「その大きな女を倒せたら、おまえを助けてやってもいい」

　震えるクレアーノの背中に、アルゴラがそう声をかける。裏返った声が返ってきた。

「ほっ、本当か？」

「噓は言わんよ」

　アルゴラの凄まじい腕を見せつけられたクレアーノは、アルゴラと闘うことは疾とうに諦めていた。万に一つの勝ち目もない。それが正直な感想だった。

　だが、このデカ女なら……なんとかなる。

　覚悟を決めたクレアーノは剣を低く構え、じりっと足を踏みだした。

　クレアーノは、自分の剣の腕に、ある程度の自信があった。その上、相手は剣を持っていないのだ。いくら体が大きくても、この条件なら自分に分がある。そういう判断だ。

　だが、見守るアルゴラは。

　勝負にならんな。

　そう見切っている。アルゴラが気にしているのは、剣を持っていないマルチミリエがどうやって相手の男を倒すのか、というただ一点だった。

　剣を低く構えたまま、クレアーノが疾はしった。

　体格の差がある。万が一にも捕まっては厄やつ介かいだ。まずは足を狙って斬りつけ、相手の動きを止める。それがクレアーノが考えた戦法だった。

　一気に相手の懐ふところに潜り込んだクレアーノは、低い体勢からマルチミリエの足を目がけて剣を振った。避さけようのない間合いだった。だから、マルチミリエは避けなかった。

　クレアーノの剣が手からすっぽ抜け、空中高く飛んでいった。

「……え？」

　空からっぽになった自分の両手を、クレアーノが呆ぼう然ぜんと見つめている。いったい何が起きたのか、相手が何をしたのか、彼にはさっぱり判らなかった。気がつくと自分の手から剣がなくなっていた、というのが正直な感想だった。

　もちろん、アルゴラにはすべて見えている。

　なるほど。面白い対応の仕方をするな。

　マルチミリエは、相手の剣の腹を蹴りあげたのだ。

　と書けば簡単なように思えるが、これは簡単なことではない。というより、そうとう難なん易い度どの高い対応だ。高さとしては、蹴り易やすい軌道ではある。だが、相手は全力で剣を振るってくるのだ。ほんの少しでも時機を外せば、剣は間違いなく自分の足を切断する。足の力の加減を間違えれば、やはり剣は自分の体に当たるだろう。下へ手たをすると、足どころか、胴に当たって致命傷になりかねない。

　相手の剣筋を見切る眼がん力りき、相手の剣を恐れない胆たん力りよく、強く素早く正確に剣を蹴りあげる筋きん力りよく、そのどれを欠いてもできない業わざだった。

　剣をなくして呆然としているクレアーノ目がけて、マルチミリエが右みぎ拳こぶしを振り下ろした。彼女の目の前で固まっているクレアーノは、まるで殴ってくださいと首を差しだしているようなものだった。

「これは、わたしの分」

　顎あごの骨が砕くだけ、肉が断ち切れる鈍い音が響き、その直後、クレアーノは地面に叩きつけられていた。













　横倒しになったクレアーノの体目がけて、マルチミリエが思い切り蹴りを入れた。

「これは、ドゥイエンヌ様を蹴った分だ」

　マルチミリエの足の半分以上が、クレアーノの腹にめり込んでいる。内蔵の幾つかが破壊されたに違いない。

　クレアーノは小刻みに痙けい攣れんして、すぐに動かなくなった。

「見事、見事」

　アルゴラが小さく拍手した。

「大したものだ、マルチ」

　マルチミリエは低い声で、ありがとうございます、と頭を下げた。いつもの無ぶ愛あい想そうな表情のままだが、アルゴラに対する感謝の念が声に表れている。

「アルゴラ様のおかげで、ドゥイエンヌ様に不ふ埒らちな行いを為なした男を懲こらしめることができました」

「団長代理も仰おつしやったとおり、べつに、おまえやドゥイエンヌのためにこれをしたわけではない。わたしは、この男を放っておいたら団のためにならない、と判断したにすぎないのだからな」

「はい、承知しております。それでも」

　マルチミリエは、もう一度、頭を下げた。

「ありがとうございます」

　アルゴラは小さく肩をすくめた。

　こいつのドゥイエンヌに対する忠義は、筋すじ金がね入りだな。ただの主人と従僕ではあり得ない強い絆きずなで結ばれているようだが……ま、わたしには関係のないことだ。

　アルゴラは周りを見渡し、さて、と言った。

「騒ぎになる前に戻るか。急いで団長代理たちを追いかけねばな」

「はい」

「まったく、今年の一回生は」

　アルゴラは珍しく上機嫌な顔で、くすくすと笑った。

「面白いな。じつに面白い」
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「お疲れだね～～、みんな～～」

　部屋に入ってきたレオノーラが、ふにゃふにゃとした笑顔で手を振った。

　アンテルノの街の城門が閉まる直前のことだから、だいたい十一刻こく時じ――今で言う夜の十時頃――少し前のことだ。

　昨夜、何食わぬ顔で街に入ったドゥイエンヌ、ガブリエラ、ノエルノードの三人は、デイレィを見張り役として森に派遣すると、今け朝さ方がたから街を歩いて、情報収集を図はかっていたのだった。だから、自分たちを狩り出すために森に入ってきた都市同盟軍が、そのままセビリィノへ向かったらしいということは知っていた。そして、アンテルノ軍の兵の大多数が、そちらに加わっていることも。

　ティーニャに訊けば、もっと詳しい情報が得られる可能性もあるのだが、正体を隠している彼女に改めてもう一度連絡を取るのは憚はばかられた。あの高級宿まで、こっそりと忍んでいけば……とも思ったが、ジアンとデイレィがいない現状では、忍んでいく人材がいなかった。

　ティーニャに話を聞くことを諦めた三人は、夜の食事の後、今後の方針を話し合っていたのだが、そこへデイレィがレオノーラやヨーコを連れて戻ってきたのだった。

「レオノーラ様！」

　室内にいたドゥイエンヌ、ガブリエラ、ノエルノードが弾はじかれたように立ちあがり、顔を見せたレオノーラに向かって右手を伸ばした。

「お疲れ様でございます」

「凄い援軍が来てくれたよ」

　と言いながら、レオノーラの背後から、ひょこっとデイレィが顔を出した。その後ろにはセリノスの姿が見える。

「みんな、久しぶりだね」

「姉様！」

「お疲れ様でした」

「ご苦労でしたわね、セリノス」

　などと一回生同士が挨拶をしていると、

「はい、奥に入って入って」

　とセリノスの背中を押すように、カイエ、アマネー、ヨーコが部屋に踏み込んできた。

「カイエ様にアマネー様！」

「ヨーコ様まで！」

「なるほど、これは凄い援軍が……」

　ドゥイエンヌ、ガブリエラ、ノエルノードが驚愕の表情を浮かべて固まっていると、レオノーラが、ふふへへん、と胸を張った。

「この四人で驚いてたら駄目よ～～。なんてったって、今回の援軍の指揮官はレフレンシア様なんだもん～～」

「ええぇぇえ～～～～っ」

　三人は目を剝むいて跳びあがった。

「ほ、本当ですの、今のお話は!?」

「わたしが噓を～～言ってるとでも～～？」

「ああ、いえ、そういうわけではございません、もちろん」

　ドゥイエンヌが微妙にレオノーラから目を逸そらせて応えると、彼女の背中に隠れるようにしたノエルノードが、ぽそっと呟いた。

「噓は言わないですけど、ときどき激しい冗談を……」

「うん、まぁ、それは否定しないけど～～」

　しろよ。

　思わす心中で突っ込んでしまうノエルノードだった。

「でも、レフレンシア様が来てるのは本当だよ～～。ブリコルメスを本部にして、そこに詰めてらっしゃる～～。あと、別働隊も高原に登って情報収集中～～」

「ブリコルメス！　ということは!?」

　ガブリエラが何かに気づいたように叫んだ。

「今頃、ジアンがレフレンシア様に報告できているのでは？」

「ああ、そうだわね」

「うん、デイレィに聞いた～～。ジアンとマルチは平原へ走ったんだってね～～」

「はい。レオチェルリのところへ来ているはずの援軍に連絡をつけるためです」

　とガブリエラが応えると、それそれ、とレオノーラが手を打った。

「その辺の話を聞かせて欲しいんだけど～～、その前に～～」

　レオノーラが室内を見渡した。あまり広い部屋ではない。椅子も数が足りない。

「寝台にでも座らせてもらおうかな～～。森の中を木の声を拾いながら歩いてきたから、疲れちゃった～～」

「あ、これは気がつきませんで」

　ドゥイエンヌやガブリエラが脇に退どくと、レオノーラたちが部屋の奥に入ってきた。

　靴を脱いだレオノーラが寝台の上に体を投げだすと、ドゥイエンヌが、ヨーコやカイエ、アマネーにも、寝台へどうぞ、と促うながした。

「じゃ、失礼して」

　カイエ、アマネー、ヨーコが布にくるんだ剣を寝台の脇に立てかけ、靴を脱ぎ、寝台の毛布の上に座ると、デイレィ、ノエルノード、セリノスが、床の上に敷物を敷いて腰を下おろした。ドゥイエンヌとガブリエラの二人は木の椅子に腰かける。

「さってと」

　寝台の上に足を乗せて胡座あぐらをかいたレオノーラが、大きく伸びをしてから首を巡らせ、ガブリエラを見た。

「何を狙ってこんなところまで来たのか、教えてくれるかな～～、ガブリエラ？」

「はい、もちろんです」

　ガブリエラは力強く頷いて話し始めた。

「わたしたちがここに来た理由、そして援軍の皆さんにここに来ていただこうとした理由。それは……」
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　ちょうどこの日の前日のことだった。

　セビリィノ制圧の最終的な仕上げをするために、オケィアノスがアンテルノの街から出ていったのは。

　彼は出しゆつ立たつする前に、アンテルノ王フラミニゥスに報告を行っていた。

「……というわけで、これからセビリィノを制圧してきますよ」

　そうオケィアノスが言うと、フラミニゥスは陰いん鬱うつな顔のまま小さな声を発した。いよいよ事が最終段階に入ったというのに少しも嬉しそうではない。だからといって、彼が事態を悲観しているとか憂うれえているとかいうわけではない。元々がこういう表情なのだ。フラミニゥスも、オケィアノスの策は充分に評価している。そして、オケィアノスなら間違いなく最終的な仕上げを完かん遂すいするだろうということも理解している。だが、それでも彼は否定的なことを言いたくなってしまう。これは個人的な気質だから仕方がないのだが、国の頂点に立つ者としては少し問題があると言えなくもない。

「他た都市の軍はおとなしく言うことを聞くのか？」

「だって、山賊を捕まえに行くわけですから。山賊の問題は、どこの都市でも頭を痛めていますしね」

「セビリィノに山賊を……な」

　フラミニゥスが抑えた声で呟くと、オケィアノスが真ま面じ目めくさった顔で応えた。

「そこへ逃げ込んでしまったわけですから、仕方がありません。それでも愚ぐ図ずる奴がいたら、少し脅おどかしてやりますよ」

「脅かす？」

「あなたが同盟の盟主になったあと、各都市間の順位付けがどうなるかなぁ……とかなんとか」

　フラミニゥスが小さく鼻を鳴らした。

「ふん、まぁ、その辺は任せる」

「ええ、お任せください。セビリィノさえ押さえてしまえば、カッシゥス王子が今どこで何をしていても、もう関係ありませんからね。あなたの盟主就任を邪魔する者はいなくなるわけです。もしもベティスが王子を保護していたりすれば、後から何か難なん癖くせをつけてくるかもしれませんが、そこはそれ、どうとでも。いくらベティスでも武ぶ力りよく介かい入にゆうをするほどの余力も覚悟もないでしょう？」

　フラミニゥスは、ふむ、と言って頷いた。

「それは間違いない。だから今、なのだからな」

「では、わたしはこれで。吉報をお待ちください」

「楽しみにしていよう」

　こうしてオケィアノスは、秘書官アイオリスと腹心の部下を引きつれ、アンテルノを出ていったのだった。セビリィノを包囲した都市同盟軍を上う手まく操り、セビリィノを制圧するために。もちろん、オケィアノスにとって、それはさして難しいことではない。事実、その翌日、つまりガブリエラたちがアンテルノへ入った日に、セビリィノは同盟軍の兵による山賊捜索を受け容いれた。アンテルノを中心とした同盟軍の部隊を街に入れることに同意したわけで、実質的に降伏したも同然だった。

　都市同盟の軍に包囲され、王と第一王子を失い第二王子までもが行方ゆくえ不明のままという現状では、セビリィノ軍もこれ以上の抵抗は無理だと悟さとったのだ。だから、言いがかりに等しい山賊捜索でも受け容れた。

　もちろん、王宮や軍の首脳は、いったん受け容れてしまえば、以降はアンテルノに従わざるを得ないと判っている。だが、彼らには、もはや抵抗の手段がなかった。カッシゥス王子様さえ、ここにいてくだされば、という思いを抑えつつ、彼らは涙を呑んで都市同盟軍の申し出を受け容れたのだった。

　すぐにセビリィノ王宮に乗り込んだオケィアノスは、そこにいた年とし端はもいかない王子の中から一番当たり障さわりのない幼児を選ぶと、彼を王位に即つけようとした。もちろん、即位と同時に、その後見人としてアンテルノ王、フラミニゥスを指名することになる。

　オケィアノスは、その儀式の準備に忙ぼう殺さつされ、カッシゥス王子のことをすっかり失念してしまった。いや、じっさい、忘れてしまってかまわなかったのだ。ぜんぜん問題はなかったのだ。もはや別の王子がセビリィノ王として即位するのだから。

　そう、あんなことさえ起きなければ。
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　真っ先にラミスレスに到着したのはアルデリィナの馬だった。やや遅れて、ジアンとレフレンシアの馬が城門に達した。

　さすがにジアンと王子の乗った馬を単騎で駆けさせるのは不安だったので、レフレンシアがジアンの馬と一緒に走ってきたのだ。本来は、その役目をアルゴラに任せようと思っていたレフレンシアだが、彼女はマルチミリエと共に、現れたアンテルノ兵を片づけるために出発が遅れたので、彼女自身が同道するより他ほかなかった。

　ファンフェッダは、アルゴラと共に後あとから来ることになるマルチミリエに自分の馬を譲ったので、六人の中でいちばん足の遅い馬に乗ることになった。そのせいで、二人乗りのジアンの馬よりも遅れていた。

　レフレンシアとジアンの馬は城門を潜くぐり、街の大通りへと歩を進め、先行しているはずのアルデリィナと彼女の馬を捜す。

「飯めし屋やにでも入ったかな。ひょっとしたら、ここには他ほかの団員が来ているかもしれないから、それを見つけて、どこかの宿屋に入ったか」

　出発前にレフレンシアは、第一分隊か第二分隊の中うちの誰かがいる可能性があるから、先着した者は捜してみろ、と言っておいた。

　白はく兎と騎士団では、待ち合わせの場所や期日がはっきりしていない場合、後から来るかもしれない味方に自分の存在を報せるための手段として、特殊な目印を出しておくことにしている。他人が見ても意味のない、しかし白兎騎士団員が見れば、はっきりと判る、その手の物を宿屋の軒のき先さきや看板などに置いておくことが多いのだ。そんな目印を探して、レフレンシアとジアンは、ゆっくりと馬を歩かせた。

　後ろに乗っている王子は、ジアンが馬を駆けさせている間、おとなしく彼女にしがみついていた。街に入り、馬が並なみ足あしになっても、まだ王子はジアンのお腹に手を回したままだった。

「王子様、もう手を離しても大丈夫ですよ」

　とジアンが囁くと、王子は、

「ご迷惑ですか？」

　と訊いてきた。

「いえ、べつに迷惑ということはないですけど……でも……」

「よかった」

　そう言って、カッシゥス王子は、さらに強くジアンの背に自分の体を密着させてきた。心なしか、ジアンのお腹に回している両腕にも力が込められたように思えた。

「あ～～……え～～……」

　王子の体温が服越しに伝わってくるような気がする。王子の息づかいが背中にかかりそうな気がする。どぎまぎしたジアンは、救いを求めるようにレフレンシアを見たが、団長代理にはジアンを助ける気などなく、周囲を注意深く見渡しているだけだ。

　レフレンシアは、警備の兵の姿が見えないな、と呟いた。

「使える兵はすべてかき集め、山賊退治に投入したということか。であれば、アンテルノも……ふむ、これはいよいよガブリエラの作戦が……」

　と呟き続けている。

　ジアンは団長代理による救出を諦め、もそもそと体を動かして、意識を背中から切り離そうと努力する。

　そんなふうに二人が馬を進めていると、ある宿屋の前まで来たところでレフレンシアは何かを見つけたらしく、お？　と言って顔を上げ、馬の歩みを止めた。

　宿屋の前に繋がれていた馬の鞍に、小さな布が結ばれている。白地の布の四隅に小さな青い星が四つ入っている意い匠しようだ。

「アルデリィナの馬だな」

　宿屋の看板に目を転じたレフレンシアは、そこに小さな鋲びようが打ってあるのを見つける。あれは、白兎騎士団員同士が合図に使う目印の鋲だ。

　ん？　やはり、もう一人いるのか。第一分隊か、それとも第二分隊か。

　と思いつつ、レフレンシアが下げ馬ばしようとしたその瞬間、闘とう氣きがぶつかる気配が宿屋の中で炸さく裂れつした。レフレンシアとジアンは、すぐにそれに気づいた。

「レフレンシア様！」

　小さな声で鋭くジアンが叫んだ。

「おまえはここで王子様を護まもれ。わたしが中に入る！」

　馬から飛び降りたレフレンシアが、宿屋に駆け込んでいった。ジアンも急いで馬から下りて、カッシゥスが下馬するのを手伝った。

「王子様、絶対に自分から離れては駄目ですよ」

「はい」

　カッシゥスを庇かばいつつ辺りの気配を探るジアンを、王子は頼もし気げな顔で見上げるのだった。
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　レフレンシアが部屋に飛び込んだとき、狭い部屋の中で二人が争っていた。見るまでもなく、一人はアルデリィナだった。短剣を左手に持っている。もう一人、アルデリィナが闘っている相手は体に密着した暗色の薄手の上下に身を包んでおり、布で顔を隠していた。

　アルデリィナの右手が赤く染まっている。どこかを負傷しているようだ。

「レフレンシア様！」

　レフレンシアが室内に入ってきたのを認めたアルデリィナは、思わず団長代理の名前を呼んでしまった。

　ちっ、とレフレンシアは内心で舌打ちする。どこの誰かは皆かい目もく見当もつかないが、もしも白はく兎と騎士団のことを知っている相手だとすると、こちらの正体が割れてしまうかもしれない。

　まだまだ甘いな、アルデリィナ。いくら切せつ羽ぱ詰つまっていても、ここで適当な偽ぎ名めいを叫ぶくらいの芸当は欲しいところだ。あとでお仕置きだぞ。

　建物の中を走る間に、短い呪じゆ文もんの詠唱を終えていたレフレンシアは、相手に向かって小さな雷らい撃げきを放った。致命傷にはならないが、当たれば相手の動きを鈍くする程度の効果はある。だが、レフレンシアの雷撃は簡単にかわされてしまった。

　できるっ！

　最初の魔術をかわした一連の動作だけで、レフレンシアは相手の戦闘力が並外れた水準にあることを見抜いた。だが、それで慌てるような彼女ではない。詠唱したまま保持しておいた魔術の第二撃、第三撃を続けざまに放った。小さな鎌かま鼬いたち――風の魔術と、小さな氷柱つらら――氷の魔術である。

　室内での闘いとなれば、大きな魔術は使えない。建物を壊してしまう虞おそれがあるからだ。だからレフレンシアは、複数の小さな呪文を唱え、呪文の詠唱が完了した状態を保ったまま部屋に突入したのだ。

　これは並の魔術士にできる業わざではない。基本的に魔術は、詠唱が終われば放たれるものなのだ。それを、詠唱が終わった状態で手元に置いておけるのは、魔力と精神力に優れた高位の魔術士だけである。その上、レフレンシアが操ったのは、雷系、風系、氷系という系統の異なる三種の魔術である。

　レフレンシアが「盆地の魔女」と異い名みようを取るのは、魔女のように狡こう猾かつで悪あく辣らつだ、というだけではない。魔女のように恐るべき魔力を持っている、という意味でもある。

　さすがの相手も、連続して繰りだされた魔術攻撃をすべて避よけ切ることはできなかった。服にも対魔術防御アンチ・マジカ・プロトを乗せてはいるようだが、レフレンシアの魔術の威力はそれを上回った。鎌鼬の一つが彼女の服を切り裂き、肉を斬った。尖った氷柱が一本、彼女の服を貫き、肩に突き刺さった。

　次の瞬間、部屋の窓が破られていた。硝子グラウスの割れる音と窓枠の砕ける音がして、襲撃者が宙に身を躍らせた。

「悲鳴一つ上げない、か」

　いよいよもって素人しろうとではないな。だが、どうしてここにいた？　我々のことを白兎騎士団しろうさぎと知って襲ったのか？

　不審と懸け念ねんの入り交じった顔で、レフレンシアが振り向いた。

「大丈夫か、アルデ？」

「あ、はい。右手を斬られましたが、問題ありません」

「そうか。止し血けつをしておこう」

　レフレンシアが、部屋の隅で壁に背中をつけて立っていたアルデリィナに近づいていくと、彼女は、いえ、それより、と悲痛な叫び声を上げた。

「ジュナスが！」

「なに!?」

　アルデリィナが指さすほうに目をやったレフレンシアが、しまった！　と低く呻いた。

　寝台の陰に一人の女性が倒れている。救急分隊員のジュナスだ。駆け寄ったレフレンシアが彼女の体を抱えあげた。外傷は見当たらない。

「ジュナス！」

　ジュナスが微かすかに呻き、レフレンシアが安堵の息を漏らした。

「……息はある、か」

「よかった」

　アルデリィナも大きく息を吐はいた。

　そのとき、廊下を駆けてくる足音が聞こえてきた。

「レフレンシア様！」

　王子を抱きかかえたジアンが部屋に飛び込んできた。王子はジアンに膝と背中で支えられた体勢で、ジアンの首に手を回している。

　ちっ。ジアンもお仕置きだ。

　ジュナスの体をあちこち調べていたレフレンシアが、ゆっくりと立ちあがった。

「いったい何がっ!?」

　王子を首からぶら下げるような恰好で室内を見回しているジアンに、レフレンシアが顔を向けた。

「何があったのかを、わたしも聞きたいんだがね。まずはアルデリィナの止血をしよう。話はそれからだ。ああ、ジアンは宿屋の人間に話をしてきてくれ。泥棒に入られたとかなんとか、適当に」

「わ、判りました」

　名残なごり惜しそうにしている王子を床に立たせると、ジアンが部屋から出て階下に走っていった。

　治ち癒ゆ魔術がそれほど得意ではないレフレンシアは、ゆっくり慎重に呪文を紡ぎ、彼女の腕の出血を抑えた。

「ファンフェッダが来れば、もっとちゃんとした治療ができるのだが。あるいはジュナスが目を覚ますか」

「申し訳ありません」

　アルデリィナが悔しそうに唇を嚙んだ。不意を衝つかれたとはいえ、白はく兎と騎士団員として、自分だけ負傷して敵に一ひと太た刀ちも浴びせられなかったのが無念なのだろう。

「まぁ、気にするな」

　レフレンシアが、ぽんとアルデリィナの頭を軽く叩いた。

「それより、アルデ」

「は、はい？」

　レフレンシアが、アルデリィナの耳許に顔を寄せ、低い声で囁いた。

「襲撃者の前で、わたしの名前を口走ったのは、あまり感心しないな」

　アルデリィナの体が、びくぅっと跳ねた。

「あぁぁぁ……あの、もっ、申し訳ありませんっっ」

「君は、お尻を百叩きの刑だ」

「ひぃぃぃ」

「ジアンも一緒にな。執行人は、そうだな、アルゴラがいいか？」

「そ、それだけは勘弁してくださいぃぃ」

　泣きそうな顔でアルデリィナがレフレンシアにすがりつくが、レフレンシアは難しい顔で、アルデリィナの頭を、二度、三度、ぽんぽんと優しく叩いた。

「二人一緒に、心ゆくまでアルゴラにお尻を叩かれなさい」

「いぃやぁぁぁ」

　カッシゥス王子が、いったい何があったのだろうという顔で、悲鳴を上げるアルデリィナを見ているところへ、宿屋の人間を連れてジアンが戻ってきた。ファンフェッダも一緒だった。ジアンが受付で宿屋の人間と話をしているときに、ちょうどファンフェッダが到着したのだった。

「おお、これは好都合。詳しい話は後だ。ファンフェッダ、アルデリィナの治療を頼む。それと、ジュナスの様子を診みてくれ」

「了解です」

　ジアンから簡単な話を聞いていたファンフェッダは、特に質問もせず、てきぱきとアルデリィナの治療をした後、床に倒れているジュナスに取りついた。

　その間に、レフレンシアが宿屋の人間と交渉をして、別の部屋を使うことで話をまとめていた。泥棒に入られたのは客の責任ではないということで、もちろん、壊れた窓の修理費も宿屋持ちである。

「これは……」

　ファンフェッダが、ジュナスの体に顔を近づけ、鼻をひくひくと動かした。

「何か、薬を使われてますね」

　レフレンシアの目が細められる。

「薬？」

「ええ。ひょっとすると、一種の魔ま薬やくかもしれません」

「なるほど。それは例えば、自じ白はく誘ゆう引いん剤ざいのような物かな？」

　アルデリィナとジアンが、ぎくりと身を固くする。

「可能性は否定できません」

「となれば、一刻も早くジュナスに確認したい。とにかく意識を回復させてくれ」

　ファンフェッダは、自分の荷の中から、何やら怪しげな鉄てつ瓶びんを取りだした。

「え～～っと、これ、ちょっと臭においがきついので、できれば皆さんは、この場を外したほうがいいと思いますけど」

「では、新しい部屋へ行こうか」

　レフレンシアは宿屋の人間に案内させて、別の部屋へと移動する。ジアン、王子、そしてアルデリィナが後に続いた。
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　泥棒に入られたことを内緒にして欲しい宿屋側は、前の部屋よりも大きくていい部屋を提供してくれた。そこに荷を置き、レフレンシアとカッシゥス王子は革の長なが椅い子すに腰を下ろした。ジアンとアルデリィナは、一人掛けの木の椅子に座る。そうして少し待っていると、ジュナスの肩を支えたファンフェッダがやってきた。

　レフレンシアと王子が立ちあがり、長椅子を空けると、ファンフェッダはそこにジュナスを横たえた。ジュナスは額ひたいに手をやり、荒い息を吐はいている。

「大丈夫か、ジュナス」

　とレフレンシアが声をかけると、彼女はなんとか上体を持ちあげようとした。

「かまわない。そのままで」

「も……申し訳ございません」

　消え入りそうな声で謝ったジュナスは、ばたりと上体を倒した。

「何があった？」

「あの女に……いえ、わたしが女だと思うだけですが、不意を衝つかれ、必死で抵抗をしたのですが絡からめ取られてしまいまして……その後、何かの薬を使われました。情報を抜かれたかもしれません。途中で意識をなくしてしまったので断定はできませんが……」

　そうか、とレフレンシアが唸った。

「こちらの正体を知られてしまった可能性が高い、か」

「申し訳ございません」

　ジュナスの目から涙が零こぼれ落ちた。

「言い訳のできない失しつ態たいでございます。この上は、いかなる処罰を受けようとも……」

「黙りなさい、ジュナス」

　レフレンシアの一いつ喝かつで、ジュナスが口を閉ざした。他の団員、ジアン、アルデリィナ、ファンフェッダが身を固くして団長代理の次の言葉を待つ。もちろん、三人とも、厳しい罰が科されれば、なんとかジュナスのために口くち添ぞえをしようと思っている。カッシゥス王子までもが緊張に顔を強こわばらせ、レフレンシアとジュナスを見つめていた。

「たしかに君は失態を見せた」

　ジュナスが、ぼろぼろと大粒の涙を流す。

「だが、相手が悪かった。あれはただの泥棒などではないのだからな」

　レフレンシアの言葉に、周りの三人の表情が明るくなった。団長代理は問もん答どう無む用ようでジュナスを罰しようとは思っていないらしい。

「じっさい、アルデリィナも手傷を負っているわけだし」

　はぅっっ。

　アルデリィナは怪我をしていない左手で自分の胸を押さえた。

「わたしとジアンが到着するのがもう少し遅れていたら、彼女も襲撃者にやられていたかもしれない」

　ぐはぁっっ。

　左手で胸を押さえたまま、アルデリィナが大きくよろめいた。

「あれは恐るべき腕の持ち主だ。あんな襲撃者に不意打ちされたら、わたしでも危なかっただろう。わたしが奴を撃退できたのは、予あらかじめ魔術を紡つむぐ時間があったからだ」

　ジュナスが、ぽかんとした顔でレフレンシアを見上げている。

「君は勇敢に闘ったのだ。闘って利あらず囚とらわれた。情報も盗み取られたのであって、君が進んで話したのではない。そのことを非難するアルアラネ様ではあるまい」

「え……では……」

「とはいえ、なんの処罰もなしというわけにもいかない。そうだな、襲撃者の目の前でわたしの名を！　うっかり呼んでしまった！　アルデリィナと！　一緒に百叩きの刑にしよう。尻を百回、叩かれるがいい」

「え？」

　ジュナスが大きく目を見開いた。

「あの……そんなものでいいのでありましょうか？」

「ああ、そんなものでいいよ」

　と言ったレフレンシアが片目を瞑つぶってみせた。

「ただし、執行人はアルゴラだけどね」

　ジュナスの顔から血の気が引いていく。彼女がそっとアルデリィナに目を向けると、アルデリィナは青ざめた顔で力なく頷いた。

「ああ、そうそう、言い忘れていたが、ジアン」

「はいっ？」

　思わずジアンが気をつけの姿勢になる。

「君も、わたしの名前を叫んだっけな」

「……あぁあっっ」

　ジアンがその場で大きく跳びあがった。

「したがって、アルデリィナと同罪。君もお尻を百叩き」

「うひぃいぃ～～っ」

「アルゴラがな」

「ぐぎゃぁあぁ～～」

　ジアンが、がくがくぶるぶると膝を、肩を、震わせている。

　いつものことながら、アルゴラ様の威力は凄いものだなぁ、とファンフェッダはつくづく感心してしまった。

「ジっ、ジアンさんの代わりに僕が」

　なぜか、カッシゥス王子が両手を広げてジアンの前に立った。

　レフレンシアが、ふぅ、と大きなため息を吐つく。

「王子様、何度も言いますが、これは団内の問題ですので、口出しはご遠慮願います」

「でも……」

　王子の下へ近寄ったファンフェッダが、そっと囁いた。

「王子様、ジアンが叩かれるところを見たいでしょ？」

「え？　いえ、僕は、そんな、でも……」

「わたしと一緒に見学させてもらいましょうかぁ？　ジアンが可愛いお尻をぺしぺしと叩かれるところをさぁ」

　ファンフェッダが、けらけらと乾いた笑い声を上げた。

「ファンさん、最低」

　ジアンがジト目でファンフェッダを見る。

「いえ駄目ですよそんなことでもだって酷いじゃないですか大変ですし」

　顔を赤くした王子が訳の判らないことを口走っていると、レフレンシアが、ぱん、と手を叩いた。

「はい、お遊びはそのくらいにして、ファンフェッダ」

「あっ、すみません」

「それより、ジュナス、君がここに来た経けい緯いを話せ。手短にな」

「あ……はいっっ」

　ジュナスが、レオノーラ、ヨーコ、カイエ、アマネー、セリノスの五人が、ドゥイエンヌやガブリエラたちの痕跡を追いかけようと森の中に入っていったことを報告した。

「……というわけで、自分は連絡要員兼荷物番としてここへ残ったわけであります」

「なるほど」

　宙を見上げて何事かを考えていたレフレンシアは、やがて顔を戻すと、誰に言うともなく言った。

「ということは、五人もまず間違いなくアンテルノへ行ったな」

「レオノーラ様がいますからね、間違える可能性は低いのではありませんか」

　とファンフェッダが応えた。

「よし、我々も急ぎアンテルノへと移動しよう。ジュナス、アルデリィナ、移動に耐えられるか？」

　二人は弾かれたように立ちあがり、直立不動の姿勢を取った。

「もちろんです！」

「そうか。では、共に行動してもらおう」

　と言ったレフレンシアは、少し考える様子を見せた。

「本当なら、この街に第二分隊の者が来た場合に備えて誰かを残したいのだが、先ほどの襲撃者のことがある。一人での行動は避けたほうがいいだろうな」

　レフレンシアも立ちあがった。

「では、アルゴラとマルチが到着し次第、すぐに出るぞ。準備をしておけ」

「はいっ」

「王子も、もう一踏ん張り、お願いします」

「はい！」

　と返事をしてから、王子はそっと心の中でつけ加えた。

　ジアンさんと一緒なら、僕はどこへでも。
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　魔術で斬られた腕を押さえながら、女が雑踏を歩いていく。まだ血は止まっていない。ときどき地面に血が滴したたり落ちる。

「まったく……斬り口が鋭利すぎて、なかなか血が止まりやしない。仕方がない、知り合いの藪やぶ医い士しのところへ行くかな。あいつってば、すぐに傷口を縫いたがるから、できれば世話になりたくはないんだけどなぁ」

　怪け我がをしていても、女は極力気配を抑えているから、道行く人々の注目を浴びることはない。

　それにしても、と女はぼやいた。

「連中の正体は、まぁ、こちらの予想どおりだったけど、まさか、盆地の魔女までもが乗りだしてきているとはね。そこまでは予想できなかったなぁ。う～～ん、ちょっと危ないかも、だね」













　女が「危ないかも」と言ったのは、自分のことではない。彼女自身に関していうなら、危ないと思えば、それ以上、首を突っ込まなければいいだけの話だ。彼女が心配しているのは、彼女の雇こ用よう主ぬし、オケィアノスのことだった。

「あの人、金払いもいいし、こちらの出しゆつ自じにも頓とん着ちやくしないし、いい雇用主だったんだけどなぁ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが介かい入にゆうしてきてるとなると、いくらあの人でも、しくじるかもしれないよな」

　大通りから何度も道を折れ、細い路地に足を踏み入れた女は、まだ独ひとり言ごとのように、ぶつぶつと呟いている。

「さて、どうするべきか。このまま、さっさと逃げるべきか。いや、それも薄情かな。あいつから読み取った情報だと、白兎うさぎの奴ら、アンテルノへ向かったらしいけど……最低限、白兎うさぎがアンテルノへ来てることをオケィアノスに教えてやるべきか。しかしなぁ、教えたら教えたで『おまえがなんとかしろ』って言われそうだし。盆地の魔女まで出てきてるんじゃ、もう一人でなんとかできる相手じゃないんだよな。黒こく翼よくのエスカの策さく謀ぼうだって防がれたんだろ、魔女あいつに」

　もちろん、レフレンシアが一人で防いだのではない。むしろ、防いだ大きな要因はガブリエラの対応策にあったわけだが、外部の者にはそこまで事情を知ることはできない。この女も、エスカ・ルディアの策謀を際きわどいところでなんとか防いだのは副団長であるレフレンシアだった、という認識だ。ただ、気になる噂は聞いていた。「団長殺し」の異名を冠された一回生の噂を……

　女は薄汚れた看板の出ている、あばら屋の前で足を止めた。

「とりあえず、傷の手当てをして、それから考えるか。あ、オケィアノスがこの作戦に失敗して職を失ったら、次の金かね蔓づるもどこかで見つけなきゃだなぁ」

　女は、あ～あ、面倒だな、などとぼやきながら、今にも壊れそうな汚い引き戸を引いて中に入っていった。
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　セビリィノが山さん賊ぞく討とう伐ばつ軍ぐんを受け容いれ、実質的に降伏することになった日の翌日のことである。暮れなずむアンテルノの街に、特遊隊と特戦隊の大半が集結していた。

　その内訳は。

　特別遊撃小隊からはドゥイエンヌ、ガブリエラ、ジアン、マルチミリエ、セリノス、ノエルノード、デイレィ、アフレア、レオチェルリ、ファンフェッダ、アルデリィナの十一人。

　特別遊撃戦隊からは、レフレンシア、レオノーラ、アルゴラ、ヨーコ、カイエ、アマネー、エルトナ、ジュナスの八人。合わせて十九人。もちろん、鎧を着ている者は誰もいない。全員が裳裾姿だ。

　これに保護色のティーニャとカッシゥス王子が加わって、合計で二十一人がアンテルノの街の内城にある、そこそこ高級な宿――ブランの高級宿ほどではない――に勢せい揃ぞろいしたのだった。

　すでにティーニャの紹介は済んでいるが、彼女が加わっているのには訳がある。

　ガブリエラたちは、ティーニャの立場を慮おもんぱかって敢えて連絡を取らなかったのだが、アンテルノ王宮の情報を集めようとしたエルトナが、アフレアとレオチェルリを伴って街を訪れ、密ひそかにティーニャに連絡をつけたのだった。

　エルトナは特務分隊の副隊長であるから、ティーニャのことをよく知っている。ティーニャも、エルトナの呼びだしとあれば、都合をつけて駆けつけざるを得ない。

　ティーニャと落ち合ったエルトナは、アンテルノに仲間が集結しているのを知らなかったが、それでも誰かが来ているかもしれないと思い、レオチェルリを遣やって目印を捜させた。

　街中を歩いたレオチェルリは、すぐに目印に気づき、そこを訪れてガブリエラたちと再会を果たしたのである。

　報告を受けたレフレンシアは、デイレィとレオチェルリを伝令として走らせ、王宮の近くで様子を窺っていたエルトナたちを引っ張って来させたのだった。

　ここに来ていないのは、第二班のソフィネス、ルミネィア、ウェルネシアの三人で、彼女たちはセビリィノに留とどまっていた。
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「わたしとアフレア、レオチェルリが出てくるときに、包囲軍から期日を切った最終勧告が突きつけられたようですから、今日きよう、明あ日すにでもセビリィノ突入作戦が実行されるかもしれません。いえ、ひょっとすると、もう降伏して、陥おちているかもしれません」

　とエルトナが報告すると、レフレンシアが、そうか、と頷いた。

「最悪、陥ちていたとしても、アンテルノ側が王宮を完全に支配下に収めていなければいいんだ。具体的に言えば、誰かが即位してしまうことだが……」

　レフレンシアは、ちらっとカッシゥス王子に目をやり、すぐに居並ぶ部下たちに視線を戻した。

「いや、即位していたとしても、まだなんとなかる。ガブリエラの作戦を成功させれば戦況を一気にひっくり返せる」

「あの～～」

　レオノーラが、ゆるゆると右手を挙げた。

「本当にぃ、その作戦を実行するんですか～～？」

「やるよ、もちろん」

　やるんですか～～!?

　ずらりと居並んだ白はく兎と騎き士し団だん員いんの大部分が顔を歪ゆがめた。歪めなかったのは、立案者と承認者の二人、ガブリエラとレフレンシアを除けば、アルゴラだけだった。

「いいではないか。面白いぞ、それは」

　そう言って笑ったのはアルゴラだ。彼女だけは、闘やる気と殺やる気に満ちている。顔を歪めたまま、レオノーラが言葉を絞りだした。

「いや～、面白いかどうかではなく～～。本当にいいのかな～、そんなことして～～」

　レオノーラでさえ躊躇ためらうガブリエラの作戦とは、いったい……。

「突入に際しては、三人ずつの班に分ける。必ず三人一隊で行動すること。さて、班の構成人員だが」

　レフレンシアが一同を見渡し、班はん毎ごとの構成を言い渡す。

「一班、班長アルゴラ。以下、アフレア、ガブリエラ」

「了解」

「二班、班長ヨーコ。以下ドゥイエンヌ、マルチミリエ」

「はい」

「三班、班長レオノーラ。以下デイレィ、レオチェルリ」

「はぁい～～」

「四班、班長エルトナ。以下ノエルノード、ティーニャ」

「はっ」

「五班、班長カイエ。以下アマネー、セリノス」

「はい」

「六班はわたしが率いる。この班は、カッシゥス王子を護まもる班であるのと同時に、移動作戦本部でもある。ジアン、ファンフェッダ、アルデリィナ、ジュナス」

「はいっ」

「フラミニゥスの身み柄がらを確保したら、直ただちにわたしに報しらせろ」

　レフレンシアが、にやりと笑った。

「どの班が見つけるか、競争だ」

「ふふふふ、お任せください、レフレンシア様」

　自信に満ちあふれた顔でアルゴラが立ちあがった。

「言っておくがな、アルゴラ」

「はい？」

「フラミニゥスを見つけたときは、どんなに抵抗されても斬きり殺すなよ。生いけ捕どりが絶対条件だからな。生け捕れないときは、この作戦が水すい泡ほうに帰すものと思え」

　アルゴラが嫌そうな顔になった。

「ですからお任せくださいと。というか、どうしてわたしにだけ念を押すのか……」

　いや、それは当然だよね～～、と思うレオノーラである。

　こんなときにこそ「一番隊の良心」と呼ばれるソフィネスにいて欲しかった、と思うヨーコである。

「では、もう一度、作戦の概がい要ようを繰り返す。頭に叩たたき込んでおけ」

　レフレンシアが一同を見渡すと、はい、という返事がいくつも上がった。

「日付が変わった明あ日す一いつ刻こく時じに、我々は」

　全員が、ごくりと唾つばを呑のむ。

「アンテルノ王宮へ突入する」

　ため息や呻うめき声やかけ声などが入り交まじり、室内になんとも複雑な空気が流れるのを感じ取ったレフレンシアが、強い口調で部下を叱しつ咤たする。

「もはや考えてる場合ではない。躊ちゆう躇ちよしている場合でもない。遠慮は要いらない。思い切りやれ。責任はわたしが取る」

「はっ」

「案ずるな。どうせ王宮は空からっぽだ。相手がセビリィノ攻略に全力を注入してくれたおかげでな。我々二十名で、簡単に制圧できるさ。肝かん要ようなのは、アンテルノ王フラミニゥスを逃がさないこと、必ず奴を生きたまま捕らえること。もう一度繰り返すが、逃げられたら、その時点で作戦は失敗だ。それだけは肝きもに銘めいじておくように」

「はいっっ」

「フラミニゥスの身柄を確保したら、即座に仕上げに取りかかる。が、そちらはわたしとファンフェッダに任せてくれればいい」

「レフレンシア様」

　とエルトナが遠慮がちに手を挙げた。

「なんだ、エルトナ？」

「ティーニャまで投入してしまって、よいのでしょうか？　万が一、誰かに感づかれると、今後の活動に支障をきたす虞おそれが……」

　いや、とレフレンシアがエルトナの言葉を遮さえぎった。

「今回の作戦が成功に終わったら、ティーニャには本城へ戻ってもらうつもりだ。正式な団員としてな」

「え!?」

　エルトナとティーニャが目を見開いた。

「ですが、そうなると、ここの情報収集は誰が？」

「我々の朋ほう友ゆうがセビリ＝アンテ都市同盟の新しい盟主となられるのだ。今後は、新盟主様直じき々じきに教えてもらえば事が済む」

　レフレンシアが、にんまりと笑った。

「ということで如何いかがでしょうか、カッシゥス王子？」

　王子は爽さわやかな笑顔をレフレンシアに返してきた。

「はい、喜んで」

　おお、と一同がどよめく。

　そこでレフレンシアはティーニャに向き直った。

「どうかな、ティーニャ。本城へ戻ってくれるか？」

「はっ、はい、ありがとうございます」

「裏方の仕事を、今までよく務つとめてくれた」

「ありがとうございます！」

「よかったじゃないか、ティーニャ」

　エルトナがティーニャの肩を何度も叩いた。

「あ……ありがとうございます」

　ティーニャは驚きと喜びが綯ない交まぜになった、なんとも言いようのない表情をしている。いや、まだ半信半疑なのかもしれない。

　保護色の人員が正式な団員に復帰、あるいは移行するという前例がないわけではないが、長年を保護色として裏方に徹てつしてきた者が退団することになったため、功こう労ろう賞しよう的な意味合いで異動することを除けば、大きな手て柄がらを上げて幹部に認められて引き抜かれる以外には、なかなか行われない人事なのである。

　つまりこれは、レフレンシアがティーニャの働きを認めたということなのだろう。そして、それはガブリエラたち特別遊撃小隊との邂かい逅こうが大きくものを言ったはずだ。

　ティーニャは、ガブリエラやドゥイエンヌたちに視線を走らせ、こう思った。

　あとで一回生たちにお礼を言わなきゃね。

「さて、他ほかに何か質問は？」

　レフレンシアが改めて一同を見渡した。特に誰からも声が上がらない。

「では、最後の準備にかかろう。日付が変わる零ぜろ刻こく時じに、もう一度、全員集合だ」

　全員が弾はじかれたように立ちあがった。
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　闇やみに紛まぎれて王宮の城壁に忍び寄るいくつもの黒い影。もちろんそれは、白兎騎士団しろうさぎの精鋭たちである。三人一組の連れん係けい技わざで城壁を軽々と乗り越えていく。

　数カ所に分かれた団員は、ほぼ同時刻に王宮に侵入していった。警備の兵は極端に少なく、侵入する前も侵入した後も、彼女たちの行動を妨さまたげる者はほとんど現れなかった。たまにいる少数の見張りの兵も、侵入者に気づく前に、あっさりと昏こん倒とうさせられた。

　一様に暗色の上下に身を包んだ騎士団員たちは、一気に外そと庭にわを突っ切り、内ない城じようへと乗り込んでいく。内城に入っても、警備の兵の密度は一向に濃くならなかった。

「本当に空っぽだな、ガブリエラ」

　と言ったのはアルゴラだ。なんとなく物足りなそうである。

「そ、そうですね」

「もう少し抵抗されたほうが、わたしの好みなのだが」

「いえ、それは……」

「できれば、剣を抜かざるを得ないほど大勢の敵に囲まれるのが最高なのだが」

　それだけは勘弁して欲しいわ。

　ガブリエラが、だらだらと冷汗を流す。

「さて、競争だそうだから、少し急ぐか」

　宮殿の建物の出入り口に立っていた三人の見張りを瞬時に打ち倒したアルゴラが、周囲の気配を探る。

「他ほかには、いないようだな」

　アルゴラは堂々とした態度で、王宮の最さい奥おうにある王邸へと向かう。まだ、どこでも騒ぎは起きていない。宮殿内は静かなものだ。王は必ず王そ邸こにいる。

「今のところ我々が先頭に出ているようだが、油断はできんぞ。特にレオノーラの三班は危険だ。どんな狡ずるをするか判らないからな」

　危険とか油断とか狡とか、味方同士で、そんな。

　アフレアとガブリエラが困った顔で互いを見やっていると、おい、愚ぐ図ず愚ぐ図ずするな！　とアルゴラが鋭く叫んだ。

「はっはいっ」

　アルゴラ班が先頭に出ているのも当然で、他たの班はなるべく見つからないようにと慎重に行動しているのに、アルゴラには隠れようという気がまったくないからだった。フラミニゥスがいると思われる王宮の内陣へ、王邸へと、一直線に進んでいる。

　見張りの兵がいるなら殴り倒せばいい、というのがアルゴラ班の……というか、アルゴラ個人の基本方針だった。ガブリエラとアフレアの二人も、その基本方針に引きずられ、ここまで走ってきた。いや、もう一人、というか、もう一体いる。アフレアの魔術人形シゥビーニュだ。

　シゥビーニュは、アルゴラの基本方針に大いに賛同したらしく、兵や使用人を見かける度に喜び勇んで襲いかかっていた。やりすぎないようにとアフレアが気を遣つかわなくてはならないほどだった。

「アルゴラさマ！」

「なんだ、人形!?」

「けけケけケ、楽しイでス」

「そうか。わたしも楽しいぞ。くくくくく」

　こ、この人たちは……というか、この人とこの人形は。

　ごめん、ガブリエラ。馬鹿な子で。

　手当たり次第に見張りを殴り倒していく一人と一体の後を、頭を抱えたガブリエラと、うんざりした顔のアフレアが追いかけていくのだった。
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　王邸は中も外も静まり返っている。夜中であるから、それも当然だ。

　王の邸宅といっても、中小都市国家の一つ、アンテルノの王であるから、見渡す限りの敷地に絢けん爛らん豪ごう華かな大豪邸……とはいかない。王宮の奥まったところにある石造り三階建ての建物がそれだが、どちらかというと、慎つつましやかな印象である。

　その正面、大きな扉がある出入り口に先客がいた。

「あぁっっ!?」

　見つけたアルゴラが、小さな悲鳴を上げた。

「お先に～～、アルゴラ隊長～～」

　レオノーラと彼女が率いるデイレィ、レオチェルリだった。扉の前に跪ひざまずいたデイレィが、何やら小さな器具を操作している。

　アルゴラの眉が跳はねあがった。

「貴様、どうやって!?」

「ひみちゅ[image: ]」

　うふん、としなを作ったレオノーラが、デイレィが開けた扉から建物の中に姿を消した。続けてデイレィが、最後に、ガブリエラに向かってへこへこと頭を下げながら、レオチェルリが中に入っていった。

　アルゴラの顔から表情が消えた。

「殺す！」

　剣の柄に手をかけたアルゴラを、ガブリエラとアフレアが必死になって抑えているが、シゥビーニュは知らん顔だ。

「あ！」

　アルゴラが、今度は屋敷の屋根の上に蠢うごめく人影を見つけた。

「……エルトナかっ!?」

　エルトナと思おぼしき人影は、窓を開け、滑り込むように建物の中に侵入していった。一人、二人と後続があった。最初のがエルトナだとすれば、あれはノエルノードとティーニャに違いない。

「ようやく追いついた」

　背後から声がかかった。

「あ、ヨーコ様」

　アルゴラに抱きついたままガブリエラが頭を下げて挨あい拶さつをしているその横を、ヨーコが右手を挙げて通り抜けていった。

「露つゆ払ばらい、ご苦労様だこと、ガブリエラ」

「ドゥイエンヌさん」

　マルチミリエも無言で頭を下げ、ドゥイエンヌの後を追う。

「ええい、放せ、馬鹿者。みなに抜かれてしまったではないか」

　アルゴラがガブリエラとアフレアを振り解ほどき、ヨーコ班の後を追いかけて走った。そのすぐ後に続いてシゥビーニュが追う。仕方がないので、ガブリエラとアフレアも一人と一体の後に続き、建物に走り込むのだった。
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「こちらです、エルトナ様」

「ははは、ティーニャがいてくれるおかげで、最短経路を進めるから助かるね」

　最上階の窓から建物に侵入したエルトナ班の三名――エルトナ、ティーニャ、ノエルノードは、一直線にフラミニゥスの寝室を目指した。

　アンテルノに潜ひそんでいた保護色ティーニャが、王宮内の建物の配置も王邸の寝室の場所も把は握あくしているからこそ可能になったことである。また、三人ともが身軽で、建物をよじ登ることを苦にしなかったのも大きい。

　階下に突入した仲間に気づいた屋敷の者がそろそろ騒ぎ始めたようで、階下からは叫び声が聞こえてきた。だが、三階は静かなものだ。

「ここです」

　ティーニャが、廊下の右側にある分厚い扉を指し示す。

　エルトナとノエルノードが背負った剣を静かに抜いた。

「開けろ」

　ティーニャがそっと扉を引いてみる。扉はなんの抵抗もなく外側に開いた。暗がりの中へ、エルトナとノエルノードが体を滑り込ませた。

　薄くて青い遮しや光こう布ぬのを通して差し込む朧おぼろな月光が、室内を薄ぼんやりと照らしている。室内は、まるで水みな底そこのような青あお黒ぐろに染まっていた。階下から聞こえる怒ど声せいや剣けん戟げきの音が遙か遠くに霞かすんで聞こえている。

　もそり、と寝台の中で人が動く気配がした。その衣きぬ擦ずれの音さえ、はっきりと三人の耳に届いた。

「……何者だ？」

　暗く沈ちん鬱うつな声が上がった。

「アンテルノ王フラミニゥスさんだね？」

「違う、と言ったら？」

　窓際に歩み寄ったエルトナが静かに遮光布を開けると、室内を照らす月光の量が増大した。進みでたティーニャが寝台の上に半身を起こした男の顔を確認する。

「間違いありません」

　フラミニゥスは騒ぐこともせず、かといって顔を隠そうともせず、じっと三人のことを見ている。

「では、一緒に来ていただこうか」

　というエルトナの呼びかけに応えるフラミニゥスの声は、相変わらず落ち着きはらっている。

「貴様ら、まさかセビリィノの者なのか？」

「まさか」

「では、いったい？」

「その話はまた後のちほど。それよりも、まずはお会いしていただこうじゃありませんか」

「会う？　誰に？」

「カッシゥス王子様に、ですよ」

「なんだと!?」

　初めてフラミニゥスの声が乱れた。抑えていた感情が爆発したかのような怒声だった。

「やはり貴様ら、セビリィノの！」

　フラミニゥスが寝台から飛び降りた。寝台のどこかに隠してあったのだろう、手には剣が握られている。彼は鞘から剣を抜き放つと、両手で柄を握って静かに身構えた。

「抵抗は無駄ですよ。この屋敷はすでに我々の仲間が制圧している頃。あなたの配下が駆けつけることはありません」

　三人は剣を構えたフラミニゥスと対たい峙じする。

　とそのとき、寝室の開け放った扉から、中に人が入ってきた。

「エルトナ」

「ヨーコ様か」

「それが？」

「アンテルノ王フラミニゥスさんですよ」

　ヨーコ、続けてドゥイエンヌ、マルチミリエが部屋に足を踏み入れた。六人に取り囲まれるような形になったフラミニゥスの体から力が抜け、剣が床に落ちる音が静かな室内に大きく響いた。

　すぐにノエルノードとマルチミリエが、レフレンシアに報せるために部屋から飛びだしていった。
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　戦闘はすでに終結しており、階段も廊下も白兎騎士団しろうさぎの手によって制圧されている。階段や廊下には何人もの人が倒れていたが、衛兵よりも屋敷の使用人のほうが数が多かった。みな気絶しているだけで、死者を出してはいない。ただし、中には容赦なく殴られたため――アルゴラやマルチミリエに――怪け我がをしている者はいるようだったが。

　ノエルノードとマルチミリエが、団員に頭を下げながら階段を駆けおりていく。途中ですれ違ったアルゴラに睨にらまれたのがちょっと恐かったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　二人が玄関ホールへと達すると、ちょうどレフレンシアがカイエやレオノーラの出迎えを受けているところだった。

「レフレンシア様」

　とノエルノードが呼んだ。

「フラミニゥスの身柄を確保いたしました」

「よくやった。どこだ？」

「三階の寝室であります」

「レオノーラ」

「はぁい」

「邪魔が入らないように、屋敷の内外に見張りを立てろ」

「了解です～～」

「行くぞ、ファンフェッダ」

「はい」

「カッシゥス王子も、よろしいですか？」

「……はい」

「王子にとっては、憎にくい仇かたきでしょうが、ここは、どうか我慢をしていただきたい」

　王子は腹の底から声を絞しぼりだした。いつもの爽さわやかな高い声とはかけ離れた、低い声だった。

「ええ……そうですね。もちろん判っています、レフレンシアさん」

　呑のん気きそうな声で団員に配置を指示しているレオノーラを残し、ファンフェッダとカッシゥス王子を従えたレフレンシアが、ゆっくりと階段を上がっていく。

　途中、レフレンシアは階段の踊り場にいたアルゴラに声をかけた。

「アルゴラ、どうだった？」

　彼女は力なく首を左右に振った。それでも表情は少しも哀かなしそうに見えないのが、さすがに氷のアルゴラの面めん目もく躍やく如じよというところだろうか。

「我が騎士団には、要領がよく狡ずる賢がしこい奴ばかり多くて困ったものです」

「はっはっはっ。アルゴラ、それはわたしへの皮肉かな」

「そういうわけではありませんが、そうお取りになりたければ、どうぞ」

　レフレンシアが、にやりと笑った。

「では、戴いておこうか」

「いくらでも、ご遠慮なさらずに」

　呵か々かと大笑したレフレンシアは、アルゴラと共にいたガブリエラを呼んだ。

「一緒に来なさい、ガブリエラ。おまえには結末を見届ける義務がある」

「……はい」

　警戒を怠おこたるな、とアルゴラに言い残して、レフレンシアは三階まで上がった。
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　寝室にレフレンシアが入ってきた。

　周りをエルトナやヨーコ、ドゥイエンヌに囲まれたフラミニゥスは、床の上に座り、力なくうなだれている。

「ヨーコ、エルトナ、警備に回ってくれ。邪魔を入れるなよ」

「了解いたしました」

　ヨーコの後についてドゥイエンヌが部屋から出ていこうとすると、レフレンシアが彼女の背に声をかけた。

「ドゥイエンヌは残りなさい」

　ドゥイエンヌが足を止め、振り返った。

「は……はい、了解しました」

　エルトナとヨーコに代わって、ガブリエラとファンフェッダがフラミニゥスの周りに立った。

「お待たせしました、フラミニゥスさん」

　レフレンシアがそう呼びかけると、彼はのろのろと顔を上げる。

「おまえは？」

「わたしはカッシゥス王子に力ちから添ぞえをする者です」

「…………」

「さて、もうお判りだと思いますが、もはやあなたの野望は潰ついえました」

「そのようだな。で、わたしをどうする？　殺すか？」

「殺しませんよ。その代わりと言ってはなんですが、わたしたちにご協力願えると助かるのですがね」

「わたしに何をしろというのだ？」

「カッシゥス王子に対するあなたの親書を認したためていただきたいのです。いやいや」

　レフレンシアがわざとらしく首を左右に振った。

「カッシゥス王子ではなく、セビリィノの新王、カッシゥス王に対して、です」

「なに？」

　一瞬、驚きの顔をレフレンシアに向けたフラミニゥスだが、すぐにレフレンシアの意図を読み取り、がっくりと肩を落とした。

「王子」

　とレフレンシアに呼ばれ、部屋の入り口にじっと佇たたずんでいたカッシゥスが、静かに室内に入ってきた。

　強い意志の光を湛たたえた瞳ひとみで自分を見下ろすカッシゥスにちらと目をやったフラミニゥスだが、すぐに視線を外してしまった。













　床の上にへたり込んだまま、フラミニゥスは唐とう突とつに笑いだした。静まり返った寝室に、フラミニゥスの低い笑い声だけが響く。

　笑い声は、始まったときと同様に、唐突に止やんだ。

「日陰を歩いてきた者は、しょせん、どこまで行っても日陰を歩くことしかできんのか。夢は夢でしかなく、蜃しん気き楼ろうのように手にすることの叶かなわぬ、脆もろく儚はかなきものなのか」

　彼はゆっくりと視線を巡らせた。彼の視線は王子を素通りし、レフレンシアのところで止まった。すでに彼の目には、カッシゥス王子の姿など映っていないような素そっ気けなさだった。

「親書を書くのが嫌だと言ったら、どうする気だ？」

　だが、その言葉にはなんの力も籠こもってはいない。フラミニゥスの体からは緊張感が消え失うせ、心からは意志の力が溶とけ去っていた。

「やむを得ません。これは本意ではありませんが、薬なり魔術なりを使って、こちらが望む物をいただきますよ。後ろに控えている者が、その手の魔ま薬やくを何種類か、持っていますのでね」

「そんなことはしなくてもいい」

　床に手を突いて体を支え、フラミニゥスが立ちあがった。

「明かりを持ってこい。親書でもなんでも、欲しいだけ書いてやる」

「ファンフェッダ」

　レフレンシアがファンフェッダに命じて、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火を点つけさせた。それを机の上に置くと、フラミニゥスはのろのろと机に歩み寄り、よろよろと椅子に腰かけた。

　抽ひき斗だしから羊よう皮ひ紙しと羽は根ねペンを取りだしたフラミニゥスは、

「さて、何を書けばいいんだ？」

　と投げやりな調子で訊いた。

「セビリィノ新王にしてセビリ＝アンテ都市同盟の新盟主であるカッシゥス殿に、アンテルノ王位を退しりぞくことを赦ゆるし願う文書を、です」

「なるほどな」

　衝撃的なレフレンシアの言葉にも、フラミニゥスはほとんど反応を見せなかった。

「書いてもいいが」

　彼は羽根ペンを持ちあげ、ペン先に墨すみをつけた。

「書いたら、おまえたちがどこの何者か、教えてくれんか？」

「そうですね。今日を機に引退されるフラミニゥスさんのたっての願いとあれば、お教えしてもよいですよ」

「そうか」

　フラミニゥスはすらすらと文を認したため、最後に自分のサインを入れ、紋章入り花か押おうを押した。もはやすべてを諦めてしまった、そんな恬てん淡たんさだ。

「これでいいのか？」

　差しだされた文書を受け取ったレフレンシアが、素早く内容を確認する。

「ありがとうございました」

　レフレンシアは文書をガブリエラに手渡した。ガブリエラはドゥイエンヌと共に文書を読み、力強く頷き合った。

「さて、約束だ。おまえたちがどこの何者かを教えてくれ」

「ええ、約束ですから」

　レフレンシアが顔を隠していた布を剝はいだ。

「我々は、守護天アルアラネ様の加護を戴いただく聖少女騎士団に属する者であります。以後、よろしくお見知りおきを」

　フラミニゥスの手から、ぽとりと羽根ペンが落ちた。

「……鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎか……」

「ええ、そう呼ばれることも多いですね」

　くっくっくっと嗚お咽えつするように笑ったフラミニゥスは、ゆっくりと顔を上げ、レフレンシアの斜め後ろに立っているカッシゥスを見た。王子が部屋に入ってきてから、フラミニゥスがまともに王子を見た最初で最後の瞬間だった。

「いつ、どのように引き込んだのかは知らぬが……カッシゥス王子よ、よき味方を持ったものだな。いや、いまはもうカッシゥス王だったか」

　王子は何も応えなかった。ただただ、じっとフラミニゥスを見下ろしているこの少年の胸中に渦うず巻まく感情は、いったいどのようなものなのか。それは人の心の動きを読むのが得意なガブリエラにも判らなかった。

「では、フラミニゥス殿、我らと共に来ていただきましょうか」

　レフレンシアの呼びかけに、フラミニゥスは、のろのろと首を巡めぐらせた。

「行く？　どこへ連れていくつもりだ？」

「もちろん、カッシゥス新王と共に、セビリィノまで」

「生き恥をさらすつもりは、ない」

　フラミニゥスは別の抽斗を開け、中から硝子グラウスの小こ瓶びんを取りだすと、蓋ふたを開け、小さな丸がん薬やくを手にした。

「すまなかったな、カッシゥス王子」

　フラミニゥスの呟きは、しかし、静かな室内に思いの外ほか、大きく響いた。

　フラミニゥスの手が動き、彼は丸薬を口に放り込んだ。止める者は誰もいなかった。ぐぅ、と低く呻いてフラミニゥスの体から力が抜け落ち、彼の上体は机の上に倒れ込んでいった。

　机に突つっ伏ぷして動かなくなったフラミニゥスの体を、彫像になったかのように微動だにしないまま、カッシゥス王子がいつまでも見つめていた。
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　セビリィノに入城していた都市同盟軍は、フラミニゥス急死の報に接し、大混乱に陥った。そこへカッシゥス王子の使者が現れたから堪たまらない。使者は、アンテルノ王フラミニゥスが、セビリィノ王にして都市同盟の新しい盟主であるカッシゥスに退位を願ったという書状を振りかざし、セビリィノで行われようとしていた即位の祭典の無効を言いたてた。

　一方、カッシゥス王子の無事を知った王宮の官かん吏りやセビリィノ軍の首脳にも新たな動きが出た。彼らはただちに集まり、カッシゥス王子への支持を表明した。都市同盟軍はその動きに対してなんの手も打てなかった。というのも、この頃には指揮官オケィアノスがいなくなっていたからだ。

　オケィアノスは混乱が始まった直後に忽こつ然ぜんと姿を消していたのだが、今に至るまで、そのことに気がついた者はほとんどいなかった。彼に指示を仰あおごうと同盟軍の首脳がさんざん行方ゆくえを探しまわったのだが、結局、オケィアノスはどこにも見当たらず、それで混乱に拍車がかかった。

　ようやくオケィアノスが姿を消したことを知ったアンテルノ軍は、王の死と指揮官の行方ゆくえ不ふ明めいという二重の衝撃に見舞われ、何もできないまま、櫛くしの歯が欠けるようにセビリィノから引き揚あげていった。

　そうなると、他たの都市の兵も、セビリィノに居い座すわってはいられない。慌あわてて自都市へ引き揚げた。

　自分の都市へ戻った彼らは考えた。フラミニゥスが死んで、セビリィノに対抗できる者がいなくなった。であれば、このままカッシゥスが新しい盟主になる可能性が高い。事実、フラミニゥス自身が、死ぬ前にそう認めているのだから、他の都市の王が認めないわけにはいかない。

　王や軍の首脳は、山さん賊ぞく討とう伐ばつにかこつけて、セビリィノ制圧のために自軍の兵が使われるのを黙認したという過去をきれいさっぱり忘れたかのように、カッシゥス王の即位を祝う使者をセビリィノへ送って寄越した。

　カッシゥスがセビリィノへ戻ってきたのが、その二日ふつか後ごのことである。その頃には、セビリィノ城内に他国の兵の姿は見えなくなっていた。

　彼は、鎧よろい兜かぶとに身を固めた――白しろ銀がね製の白はく兎との鎧兜ではなかったが――女性騎士たちに護まもられながら、堂々とセビリィノへ入城した。その凜り々りしい女性騎士たちが何者なのか、セビリィノ軍の兵にも将校にも皆かい目もく見当がつかなかったが、軍の首脳や高級官僚などが、セビリィノ王になることが約束されたカッシゥス王子に目通りしようと、彼の下もとへ押し寄せてきた。

　カッシゥス王子が正式にセビリィノ王として即位したのは、帰還のさらに三日後であった。外国の招待客がほとんどいない簡素で慌あわただしい即位の儀式だったが、関係国へのお披ひ露ろ目めは日を改めて行えばいいと開き直ったのだ。とにもかくにも高原諸都市の混乱を収めなくてはならない。そのためには、セビリィノ王が空位のままでは具合が悪い。そこで、まずは即位を最優先にしたわけである。

　こうしてカッシゥスは、名実共にセビリィノ王位を継ついだのだった。
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　ジアンが部屋に入ると、セビリィノ王カッシゥス自らがジアンを出迎えてくれた。ジアンは、王から賜たまわった絹製の真っ白な裳も裾すそに、やはり純白の兎うさ耳みみ帽子を被っている。

　一方のカッシゥスは、光こう沢たくのある美しい絹の上下に身を包んでいて、宿屋の露天風呂で見つけたときとは別人のようだった。もっとも、あのときも、その後も、今も、彼が浮かべる爽さわやかな笑顔にはなんの変化もない。だからこそジアンも、彼が王となっても、以前とそう変わらずに接することができるのだ。とはいえ、さすがに以前と同様とはいかなかった。

　白はく兎と騎き士し団だん員いんと王子であっても、二人の立場の違いは大きいのだ。片方が王となってしまった今では、その違いは限りなく大きくなったようにジアンには思えた。だから彼女は、カッシゥス本人が変わっていないことは頭で判っていても、彼の前に出ると以前よりも緊張してしまうのである。

　入り口に立ったジアンが、恐る恐るカッシゥスに声をかけた。

「折り入っての話って、なんですか、王子様……じゃなくて、王様」

「あ、そんな気を遣つかわなくてもいいのです」

「いえ、そういうわけにも」

「まずは中に入って、お座りください、ジアンさん」

「は……はい」

　即位式の二日後、白兎騎士団員たちの帰還が間近に迫り、あれこれと準備に追われていたとき、ジアンは突然、新王カッシゥスから呼びだされた。なんだろうと思いながら、彼が指定した部屋まで王付きの女によ官かんに案内されてやって来たところだった。

　彼以外、部屋に誰もいないのが、ジアンには意外だった。少なくとも王宮の高官やレフレンシア辺りが共に待っていると思っていたのだが。

　怪け訝げんに思いながら、ジアンは卓の前に置かれている革かわ張ばりの椅い子すに腰を下ろす。小国とはいえ、国王が使う物は、椅子から卓から食器から茶器から、ジアンが使い慣れている物とはどれも出で来きが違っている。この椅子もとても座り心地がよく、このまま持って帰りたくなるほどだった。

「この度たびは、本当にお世話になりました」

　ジアンが椅子に腰掛けると、カッシゥスはいきなりそう言って頭を下げてきた。

「え、いえ、べつにそれは……自分たちは騎士団の方針に従って動いただけですから」

　ジアンはぷるぷると手を振りつつ、しかし、変だな、という思いを拭ぬぐえない。

　そんなことを言うために、新王がわざわざジアンを呼びだすはずがない。それはジアンだけに言うことではないし、だいいち、全員を集めた席で、カッシゥスは繰り返し、騎士団員たちに礼を述べているのだ。

「あの、王様、今日は……」

「あ、すみません。帰りのお支し度たくでお忙しいのでしたね。では、本題に入ります」

「はぁ」

「ジアンさん」

　カッシゥスが身を乗りだしてきた。

「な……なんでしょう？」

「ここに残ってはいただけませんか？」

「……え？」

「ですから、僕としては、ジアンさんに、ここに残っていただきたいのです」

「えっと……仰おつしやることの意味が……よく判らないのですが」

「意味ですか。ええ、そうですね。意味ですよね。つまり、それは」

　上体を戻したカッシゥスが、えほん、と一つ咳せき払ばらいをした。彼は微妙に視線をジアンからずらしたまま、声を落とし加減にこう言った。

「そう、なんというか、端たん的てきに言うとですね……」

　いきなり彼が顔を上げ、身を乗りだし、両手を伸ばしてジアンの肩を摑つかんだ。カッシゥスの顔が自分のすぐ前に迫り、思わず頭を引こうとしたジアンだが、肩を摑んだ彼が逃がしてくれない。真正面からジアンの顔を覗き込むカッシゥスの瞳には、ある種の熱情が浮かんでいた。

「ジアンさん、僕の愛あい妾しようとしてここに残っていただけないでしょうか!?」

「…………は？」

「いえ、本来は正せい妃ひとしてお迎えするべきだというのは僕も判っているのです。でも、なかなかそれは難しいのも、残念ながら現実でありまして、僕一人の力ではどうにもできないことでもあるのです。でも、正妃は無理ですが、愛妾としてならなんとでもなります。いえ、なんとかします。僕も、もう国王になりましたから。ですからジアンさん、どうか僕の申し出を……あ、あれ？」

「………………」

　熱に浮かされたように話していたカッシゥスだが、目の前のジアンの異変に気がついて話を中断する。

「ジ、ジアンさん？」

　カッシゥスは軽くジアンの肩を揺さぶってみたが、かくかくと首が揺れるだけで、彼女はなんの反応も示さない。次に彼はジアンの肩から手を放し、右手をジアンの顔の前でひらひらと振った。彼女の瞳ひとみは一点を向いたまま微動だにしなかった。

「…………………………」

「うわ、大変だ。ジアンさんが目を開いたまま気絶している！」

　王は慌てて立ちあがった。

　やっぱり、いきなりジアンさんに話をする前に、レフレンシアさんに話を通しておいたほうがよかったかな。

　などと自分の行為を反省しながら、彼は廊下に控えていた女官に声をかけ、レフレンシアを呼びに行かせた。
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　フラミニゥスの野望を阻止し、年若い王子を救ったのが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの精鋭たちであるという噂うわさは、この頃には平原の各都市にまで広がっていた。また一つ、大きな武勇伝を積み重ねた白はく兎と騎き士し団だん員たちのクセルクス盆地への帰還は、栄光に満ちた華はな々ばなしい凱がい旋せんになるはずであった。

　しかし。

　その直前に放たれたジアンの爆弾発言によって、騎士団員は大混乱に陥ってしまった。もっとも、爆弾などというものがない世界のことであるから、ガブリエラたちが、ジアンの話を爆弾発言だと思ったわけではない。それでも、炸さく裂れつすれば地形を変えるほどの大きくて威い力りよくのある魔術のような発言だと思ったのは間違いない。それほど衝撃的だったのだ、ジアンの話は。
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「セビリィノここに残るですってぇぇっっ!?」

　セビリィノ王宮の一室に、けたたましい声が響き渡った。

　素すっ頓とん狂きような叫び声を上げて跳びあがったのはドゥイエンヌだ。平へい素その彼女からかけ離れた声と態度だった。

「どういうことですの、ジアンっ!?」

　とドゥイエンヌに詰め寄られ、視線を外はずしたジアンは力なく、うん、まぁ、と言った。どことなく寂さびしそうな顔ではあったが、しかし同時に、もう決めているんだ、という意志が表れてもいた。

「王子様が……じゃなくて、王様がね……」

　ジアンは淡々とカッシゥスの申し出の件を話し、そして最後に、自分はそれを受けることに決めた、と告げた。

「はあぁあぁぁぁあ!?」

　ジアンの説明を聞き終えたドゥイエンヌの表情をなんと評せばいいだろう。信じられないことを聞いたという驚きと、自分の耳がおかしくなったのではないかという疑いと、王子が……いや、今ではもうセビリィノの王になったのだが、そのカッシゥス王が発狂したのではないかという怪あやしみと、どうしてジアンなのか!?　という怒りが綯ない交まぜになった、この世のものとも思えない不思議な表情をしていた。

　普通なら、どういう冗談なの？　と突っ込むところだが、少なくともドゥイエンヌはジアンが冗談を言っているとは思わない。というより、ジアンがその手の冗談を言わない――言えない――人間であることを知っているから、彼女はその可能性を真っ先に排除した。そう、まだ知り合って半年にもならない二人だが、その程度のことが判るくらいには濃密な時間を過ごしてきたのだから。

「ガブリエラ、あなた、知っていたの!?」

　顔を振り向けたドゥイエンヌに睨まれ、ガブリエラは力なく首を左右に振った。

「わたしも、つい先ほど聞かされたばかりです」

「どうしてそんな大事なことを、今まで黙っていたのです、ジアン!?」

　ドゥイエンヌが、再びガブリエラからジアンに目を転じた。相変わらず険けわしい顔つきのままだ。

「いや、うん、あのね、昨日きのうの夜、王様に話を聞いてから、ずっと考えていたんだ。悩んだんだよ。で、今日になって決めたっていうか」

「ですから、どうしてわたくしたちに一言も相談しないで……」

「ごめん」

「ですから、どうして……」

「ごめんね、小隊長。でも、これは自分で考えて自分で結論を出さなくちゃいけないと思ったんだ」

「ですから……」

　続ける言葉を失ったドゥイエンヌが、はぁ～～っ、とため息を吐ついた。

「もう、いいですわ。あなたが団を辞めるのは、あなたの自由なのですしね」

「ごめん」

「わたくしに謝る必要など、微み塵じんもありませんわね。好きにするがいいのですわ。それより、レフレンシア様にはお話しされたのでしょうね!?」

「うん……了解はもらったよ。正式な退団手続きは、もっと先になると思うけど」

「それはよかったですわね」

　ふん、と鼻息も荒く、足音も高く、ドゥイエンヌが部屋から出ていってしまった。当然のことのように、マルチミリエも彼女の後について部屋を出ていったから、部屋にはガブリエラとレオチェルリだけが残った。

　ジアンが、てへへ、と頭を掻かいた。

「怒らせちゃったかな」

　ガブリエラが、ううん、と首を振る。

「ドゥイエンヌさんは、ジアンに対して怒っているのではないと思うの」

「じゃあ……なんに怒ってるわけ？」

「たぶん、大事な仲間をこんなことで失うのが腹立たしかったのじゃないかしら」

「そう……なのかな？」

「そうだと思います。わたしだって、哀しいより先に、ちょっと腹が立ちました」

「ごめん、ガブリエラ」

「いえ、ジアン、わたしもあなたに怒っているのではありません」

「じゃあ、誰に？」

「カッシゥス王に、です」

　ガブリエラは本当に腹を立てているようで、不満そうな顔を隠そうともしない。

「あんな子供にあなたを取られるなんて、とても悔くやしいわ」

「ガブリエラ、それは……」

「それに、愛妾としてだなんて、ジアンに失礼だと思います」

「いやぁ、それで充分だよ。正妃なんて無理な相談だし。小国とはいえ、一国の王様の愛妾だよ？　毎日美お味いしい物を食べて、綺麗な服を着て、遊んで暮らせるじゃないか。自分には夢のような生活だよ」

　はぁ、とガブリエラがため息を吐ついた。

「ジアンがそう思っているのなら、それでいいのですけど。でも、やっぱり悔しいわ。あなたとは、きっとずっと、いい仲間で、いい友だちでいられると思っていたから」

「ごめんね」

「あなたが謝ることでは……」

「あのね、覚えているかな、ガブリエラ。入団試験のとき、ガブリエラは、いちばん最初に自分に声をかけてくれたよね」

「もちろん、覚えていますよ、ジアン。忘れるはずがないわ」

「『組んで試験を受けよう』って。言ってみれば、最初に自分を認めてくれたのがガブリエラなわけだ。どこの馬の骨とも判らない自分に、貴族のお嬢様が声をかけてくれたのが、うん、嬉しかったんだよ」

「わたしは……そんな大した者ではありませんけど、でも、あのときにジアンが、わたしの誘いに応じてくれたこと、わたしも嬉しかったわ」

「だから、ありがとう、ガブリエラ。そして、ごめん」

「ですから、ジアンが謝ることでは……」

「違うんだ」

「え？　何が違うんですか？」

「あ……いや、べつに何が違うってことでもないんだけど……とにかく、ごめん、ガブリエラ！」

「訳が判りません、ジアン。でも」

　ガブリエラが両手を広げ、ジアンの体に回した。

「寂しくなるわ」

「うん……ごめん」

「もう、ジアンったら、そんなに謝ってばかりいないで。これは、ジアンにとって、おめでたくも新しい出発になるのだから。そうでしょう？」

　ガブリエラは、回した両手にぐっと力を込めた。ジアンの体から、彼女の体温が流れ込んでくる。それはジアンの人ひと柄がらその物のように、とても温かく感じられた。













「幸せになってね、ジアン」

「いや……あの……」

　おどおどとした目で、ジアンがガブリエラを見上げる。それは、きっと彼女が照れているのだとガブリエラは思った。

「また会えると……いいな、ガブリエラ」

「会えるわよ、ジアン。だって、クセルクス盆地とここは、そんなに離れていないもの。会おうと思えば、いつだって……とはいかないでしょうけど、そんなに難しいことではないわ」

「うん、あの、そうじゃなくて……」

　ジアンがガブリエラの胸に顔を埋うずめてきた。ちょっと涙ぐんでいるようだ。

「やっぱり、ごめん、ガブリエラ」

「いやだ、どうしたの、ジアン。何か変だわよ」

　と、そのとき。

　部屋の扉が荒々しく開けられ、特別遊撃小隊の面々が押し寄せてきた。

「ちょっと、どういうことよ、ジアン!?」

「ドゥイエンヌ小隊長に話を聞いたよ。本当なの？」

「信じられない。噓じゃないでしょうね!?」

「殺してやる～～～～」

　先頭グループがアフレア、セリノス、ノエルノード、ファンフェッダで、その後に、ウェルネシア、デイレィ、アルデリィナが続き、最後にドゥイエンヌとマルチミリエも戻ってきた。たちまちジアンは、仲間に取り囲まれてしまう。

「というか、あんた、ガブリエラと何やってるのよ!?」

　とアフレアが言った。

「あ、いや、ちょっと……お別れを……」

「ガブリエラの胸に顔を埋めるのがお別れなの？　じゃあ、ほら、いいわよ」

　とアフレアが胸を叩いた。

「は？　何が？」

　顔を上げたジアンが、きょとんとしてアフレアを見る。

「だから、あたしの胸にも好きなだけ顔を埋めていいわよ」

「いやぁ、遠慮しておくよ。アフレアには埋めるほどの胸なんかないし。きっと肋ろつ骨こつが当たって痛いた……」

　いきなりアフレアがジアンの足を蹴けった。

「痛つうっっっ。だから、人の足を気軽に蹴るなって、いつも言ってるだろっっ」

「ふん、もう蹴れないんだから、蹴り納めだわよっ」

「あ……ああ」

　ジアンの肩が落ちた。

「みんな、ごめんね」

「ってことは、本気なんだね、ジアン？」

　セリノスにそう訊かれ、ジアンは力なく頷いた。

「うん、自分、ここに残ることにした」

「そうか」

　いやはや、どうして、思い切ったな、などと、いくつもの声が上がる。

「こういうのを玉たまの輿こしって言うのかな」

　とデイレィが呟くと、ファンフェッダが、生意気なっ、と叫んだ。

「どうしてカッシゥス少年に見み初そめられたのがジアンなのよ～～!?　おかしいじゃない、こんな扁へん平ぺい胸むねの筋きん肉にく少しよう女じよ体たい！」

　ファンフェッダが、びしっとジアンを指差すと、ジアンがジト目になって頭を引いた。

「だから、ファンさん……最低」

「最低でかまわないねっ。仲間を置き去りにして、一人、国王様の愛妾に納まろうって奴よりはマシだもんねっっ」

「うん……そうだね。ごめんなさい」

　悄しよう然ぜんと肩を落としたジアンが素直に謝ったので、ファンフェッダは振りあげた拳こぶしの落としどころに困ってしまう。そっぽを向いたファンフェッダが悔しそうに言った。

「なんで謝るのさっ。おまえらより自分のほうが可愛いからだよ、とかって嫌みの一つも言ってみろよ、ちくしょうっ」

「ごめんなさい」

「だからっっ、謝るな、馬鹿っっ」

　どうしたのだろう、ジアンは。自分にだけではなく、みんなに謝って。僅わずか数カ月で白兎騎士団しろうさぎを退団するのが、それほど心苦しいのかしら。

　ガブリエラは内心で首を捻ひねる。

　ジアンは元々、よりよい生活を求めて騎士団を受けたはずだ。であれば、その目標が達成された今、彼女はもっと胸を張ってもいいのではないだろうか。それとも、これこそが彼女の人の善よさの証あかしなのだろうか。

「おいおい、何を騒いでいるんだ？」

　という声が入り口から聞こえ、全員がはっとして振り向いた。そこには、レオノーラやヨーコを従えたレフレンシアが立っていた。
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「レフレンシア様！」

「今夜はジアンとのお別れの夜だ。めでたく王子様、じゃなくて、王様に見初められた美少女ジアンちゃんの門かど出でを祝って、賑にぎやかに飲やろうじゃないか」

「はあ……」

　特遊隊の面々が、なんとなく互いの顔を見合わせていると、部屋に入ってきたレフレンシアが、廊下に立っている部下を呼んだ。

「レオノーラもヨーコも、エルトナもジュナスも、ほら、入って入って」

　見ると、レオノーラやヨーコは酒さか樽だるや酒さか瓶びんを抱えていた。二人の後ろには、酒杯を乗せた盆を持ったエルトナやジュナスがいた。

　レフレンシアは室内に置いてある適当な椅子に腰を下おろすと、部屋に入ってきた四人に、みなに酒杯を配ってくれ、と要求した。

　エルトナとジュナスが酒杯を配り終えると、今度はヨーコとレオノーラが酒を注ついで回る。芳ほう醇じゆんで馥ふく郁いくたる薫かおりの透明な酒はカッシゥス王から拝領した高級品である。ちなみに、酒を飲むのに年齢制限などない世界であるから、まだ十代のガブリエラたちであっても、飲むときは平気で飲む。

　全員に酒杯と酒が行き渡ると、レフレンシアが手にした酒杯を高々と掲げた。ジアンが困った顔でレフレンシアを見ているが、彼女はおかまいなしに乾杯の音おん頭どを取った。

「さあ、女としての比類なき幸運と幸福を手にした我らがジアン・ジャンに、乾杯をしようではないか」

　全員が複雑な顔で高々と酒杯を掲げた。それでも、ジアンの新しい門出を祝おうという皆の気持ちに偽いつわりはなかった。

「乾杯っっ」

「かんぱ～～いっっっ！」

　ただ一人、ジアンを除き、みなが酒杯の酒を飲み干した。それから夜が明けるまで、ジアンを酒の肴さかなにした酒宴が続いたという。














　そして翌日――。

　二日ふつか酔よいの頭を振りながら、騎士団員たちが、もそもそ、のそのそと起きだした頃――すでに昼時に近かった――レフレンシアとジアンは宮殿の奥まった一室で、二人だけで対座していた。

「ジアン」

「はい、レフレンシア様」

「すまなかったな。君には本当に感謝している」

「いえ、そんな」

「これは、わたしの、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスの大きな借りだ。君の貢献には、いつか必ずや報むくいるつもりだよ」

　レフレンシアは、目の前の卓に頭がつきそうなほど上体を折った。

「いや、そんな、止めてくださいよ、レフレンシア様」

　顔を赤くしたジアンが手を振っている。

「そんなことはいいんです。でも」

「でも？」

　顔を上げたレフレンシアが上目遣いにジアンを見た。

「みんなに申し訳なくて……」

　ああ、とため息を吐ついたレフレンシアが、背中を椅子の背にもたれさせた。彼女はゆっくりと顔を上げ、天てん井じようを見上げる。王宮の一室だけあって、天井には色鮮やかな装飾が施されている。多くの蠟ろう燭そくが載った吊つり照明も目を引いた。

「そうだな。それに関しては、わたしも少しばかり……いや、かなり罪悪感があるんだ。でもまぁ、それも含めて、責任はわたしにある。気にするなと言っても無理だろうが、ジアンが責任を感じる必要はない」

　ジアンが、ぺっこりと頭を下げた。

「ありがとうございます」

　顔を上げたジアンが、それはそれとして、と話題を変えた。

「王様から聞いたんですけど、彼の乳う母ばが行方ゆくえ知れずになっているそうです。都市連合の兵がセビリィノに入城したときの混乱の際に何かあったのかな、と王様は心配していましたけど。じっさい、あのとき王宮から逃げだした人も大勢いたようですが」

「なるほど」

　レフレンシアは少しだけ考える素そ振ぶりを見せたが、すぐに顔を上げた。

「ひょっとすると、セビリィノ王宮の情報をアンテルノ側に流していたのは、その乳母だったのかもしれないな」

「あ、やっぱり？　レフレンシア様も、そう思われますか」

「可能性の問題だけどね」

「どうしましょう？」

「そうだな。王様に要いらぬ苦労をさせることもあるまい。それはこちらで秘密裏に処理しておくよ」

「了解しました」

　ところでジアン、とレフレンシアが上体を乗りだしてきた。

「なんでしょう？」

「どうしても訊いておきたかったことが一つだけある」

「はぁ……」

「カッシゥス王子は、いや王は、君のどこが気に入ったんだい？」

「それ、絶対に訊かれると思ったので、これを持ってきました」

　ジアンが傍かたわらの荷袋から一冊の本を抜きだして、卓の上に置いた。

「なんだい、これは？」

「王子様が、いえ、カッシゥス王が幼少の頃から愛読していた絵物語だそうです」

「それは判ったが」

　レフレンシアは、ジアンの言おうとすることがさっぱり予想できずに、怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

「王の愛読書と君を気に入ったことと、どう繋つながるんだ？」

「これを見てください」

　ジアンが本を開いて、中の挿さし絵えを指差した。レフレンシアがさらに上体を乗りだして、顔を本に近づけ、挿絵を覗き込む。

「…………ん？」

「王様が言うには、この絵物語で、窮きゆう地ちに陥おちいった主人公の若い王子を救いに来るどこかの国のお姫様、名前はミネルヴァ姫というらしいんですけど、そのお姫様と自分が似ている……のだそうです」

　ジアンが小さく肩をすくめた。

「どうなんですか？　似てます？　自分じゃよく判らないんですけど」

　ジアンの手から本をひったくるように取りあげたレフレンシアは、矯ためつ眇すがめつして何枚もの挿絵を確認していく。

「ふ～～ん」

「いや、ふ～んて……」

「似ていると言われれば似ているような気もする」

　レフレンシアが顔を上下に動かして、挿絵とジアンを交互に見比べた。

「この絵の人物の髪を切って黒く染めれば……あるいはジアンの髪を伸ばして金色に染めれば、きっと似るんだろう」

「……誰だって似ますよ、それじゃぁ」

　ははは、と軽く笑ってレフレンシアが本を返して寄越した。

「そんなこと、どうでもいいじゃないか。少なくとも王子……いや王にとっては、このお姫様とジアンがそっくりだったんだ。そして、窮地に陥った彼を救ってくれたのがジアンだったんだ。それで充分だろ」

「はぁ、まぁ、そうです……ねぇ。でも、あの人を救ったのは自分だけじゃありませんけど」

「だから、カッシゥス王にとっては、だよ」

　レフレンシアは軽く片目を瞑ってみせた。

「では、ジアン」

　立ちあがったレフレンシアが、すっと右手を伸ばす。

「後あとのことはよろしくな」

　ジアンも立ちあがって右手を差しだし、レフレンシアの右手を握る。

「お任せください」

「君とカッシゥス王の息そく災さいを願っている」

「自分も、白兎騎士団しろうさぎの、これまで以上の活躍を願っています」

「うん、まぁ、しかし、白兎騎士団が活躍するということは、ガブリエラの出番も増えることになるので、それはなかなか微妙なところだな」

　ジアンが、くすっと笑った。

「たしかにそうですね」

　二人は名残なごり惜おしそうに、握った手を何度も何度も振った。
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　少し前から降りだした絹きぬ糸いとのような小雨のせいで辺あたりの景色はぼんやりと煙けむっている。本来なら遠望できるはずの山々の姿は、雨に霞かすんで何も見えなかった。ところどころにある池ち沼しようの表面に無数の波は紋もんが浮いては消えていく。

　湿しつ地ち帯たいを行く街道も、街道沿ぞいに並んでいる木こ立だちも、みな灰色に染まっており、おかげで世界その物が夢む幻げんの中に在あるかのような頼りない印象だった。

　そんな雨の中、人通りのほとんどない街道を行く男女がいた。一人はオケィアノス。もう一人は元黒猫アトラダ・フエレスの女だ。二人とも防水効果のある魔術を乗せた薄い外がい套とうを羽は織おり、頭には雨あめ避よけとして革製で鍔つばの広い帽子を被かぶっている。

　道の行く手には次々に小川が現れ、その度たびに街道は川を小さな橋で越えていく。橋は木製の場合もあれば石造りの場合もある。意い匠しよう的にも統一感はまったく感じられない。たまに、一部が壊れたままになっている橋さえある。

　基本的に都市間を結ぶ街道は、どこの国の管かん轄かつとも決まっていない場合が多い。自都市に近い場所はその都市が整備するのが普通だが、遠く距離が離れたり、あるいは二都市、三都市の中間点付近になると、どちらが整備するのかで揉もめたりして、結果、放置されたままになることがあるのだが……それは、当面、このお話には関係ない。
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　足を止めた女が空を見上げた。まともに見上げると雨が目に入りそうなので、思い切り目を細め、右手で目ま庇びさしを作っている。左肩と右手に受けたレフレンシアによる魔術攻撃の傷がまだ治り切っていないから、右手の動きも、どこかぎこちない。

「本ほん降ぶりになってしまいましたねえ」

「そうですね。ですが、わたしのように落ち延びていく者には、おあつらえ向きの天候ですよ。それにしても」

　女につき合うようにその場に立ち止まったオケィアノスは、帽子に手をやり鍔を少し押しあげて、雨が落ちてくる空を見上げたままの女を見やった。

「どういう風の吹き回しですか、ランゴバルドさん？」

「その名で呼ばれるのは……」

　女はゆっくりと顔を戻した。ちらとオケィアノスに向けた目が険しかった。

「あまり好きじゃないな。わたしは家を捨てた身なのでね」

「これは失礼。では、言い直しましょう。アスカ・ラディアさん、あなた、どうしてわたしを助けようなどと考えたのですか？　あなたは金かねの切れ目が縁えんの切れ目……という人だと思っていましたが」

　アスカ・ラディアと呼ばれた女は、小さく肩をすくめた。

「基本的には、そうなんだけどね。とはいえ、あなたには随ずい分ぶんとよくしてもらったし、いろいろと世話にもなったから。まぁ、最後に今まで貰もらった報ほう酬しゆう分ぶんの働きはしておこうかなと、そんな感じで」

「あなたが、それほど律りち儀ぎな人とは思いませんでしたよ」

「べつに律儀ってほどじゃない」

「おかげで、わたしは大いに助かったわけですが」

　オケィアノスが、再び歩きだした。その少し後ろを、ひっそりとアスカがついていく。

「わたしの策を破ったのが、あの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、盆地の魔女だったとは、いやはや驚きました。言われてみれば納得なのですが」

「今だと、正確には『団長代理』なんだけどね。でも、あなたの策を破ったのが団長代理本人なのかどうかは、よく判らない……」

　歩きだしたばかりのオケィアノスが、足を止めて振り返った。

「どういう意味ですか？」

「黒こく翼よくのエスカの策謀が阻止された後あと、一人の団員が『団長殺し』と呼ばれるようになったんだそうですよ。今年入団したばかりの一回生だって噂うわさだけど、ひょっとしたら、今回もそいつが関わっているのかもしれない……ってことです」

「一回生が!?　まさか!?」

「いや、わたしもね、真しん偽ぎを確かめた訳じゃないので、断定はできません。でも、裏の社会じゃ、専もつぱら、そういう話なんですよ。それに」

　アスカは歩あゆみを止めないまま、オケィアノスの傍かたわらを行き過ぎた。

「最初にアンテルノにいた十二人の中に盆地の魔女はいなかったでしょう？」

　前に出た女を追って、オケィアノスが再び歩きだす。

「わたしが確認したわけではないですが、さすがにいれば目立つでしょう。この辺でも有名人ですからね、白兎騎士団しろうさぎの副団長は」

「うん、そう。そうですよね。だとすると、連中はどこまで団長代理の意向を受けていたのか、ってことが問題になりますが……と言ってみても、今の材料では、これ以上の判断能あたわず、ですけど」

　足早にアスカを追い越したオケィアノスが、またも立ち止まった。止まって、回れ右をして、道の真ん中に立ちはだかるようにアスカに正対したので、しかたなく彼女も足を止める。

「なんですか？」

「新たな材料が手に入れば、判断がつきますか？」

　う～～ん、とアスカが低く唸うなった。

「まあね、その気で探れば何かしら入手できると思いますけど。どうしてそんなことに拘こだわるのです？」

「だって、気になるじゃありませんか。わたしの策を抑おさえ、裏をかいたわたしの策の裏をかき、さらに裏をかいたわたしの秘策の、また裏をかく。そんなことをしたのが一回生だとしたら、いったいどんな奴なのでしょう。とても興味が湧わいてきますよ」

「……復ふく讐しゆうってことですか？」

　意外とつまらない拘りがあるんだな、この人にも。

　アスカは少し白けた気分になった。

　オケィアノスは、たとえ親兄弟が殺されても、自分の出世に繋つながるのなら諸もろ手てを挙げて歓迎する、そんな男だと思っていた。だからこそアスカも世話になったのだし、仕事の手伝いもしたのだ。

　なのに、自分の策謀、野望を阻止されたくらいで復讐などという俗っぽいことを考える男なら……これ以上、関わらないほうがいいかなぁ。

　などとアスカが考えていると、オケィアノスは、馬鹿なことを言わないでください、とむきになって否定した。

「もちろん復讐なんかじゃありませんよ。純粋に理知的な興味です。わたしの裏をかき、裏の裏をかき、わたしを敗北に追いやるほどの白兎騎士団しろうさぎの者なら、素敵な女性に違いありません。一度、顔を見てみたいのですよ。きっと美しく聡明な人なのでしょう。できれば、お会いして直じかに話をしてみたいですね。ええ、実みのある有意義な話ができるに決まっています。それだけです」

　アスカは、自分の心の動きが顔に出ないように注意しながら、目の前に立つオケィアノスを見つめた。

　俗っぽい復讐心とは違ったか。でも……それもかなり俗っぽい感覚のような……というより、かなり下した心ごころ丸出しで恐ろしく欲望に忠実な……どこが「純粋で理知的」だ!?　　やっぱり、これ以上この人に関わらないほうがいいかなぁ。
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「面白い」から始めよう。




「ハヤテのごとく！」（少年サンデーコミックス）が、むっちゃ面白いです。ただ今、絶賛大ハマリ中。もう毎日、欠かさず読んでます。何度読み直しても飽きないです。

　この作者さん（畑はた　健けん二じ郎ろう氏）、ネームのセンス、抜群。本当に上う手まいと思う。わたしも漫画の原作とか書いてるから、こういう切れ味鋭いネームを見習いたいなぁ、と思ったりするのですが。でも、難しい。

　あと、どのキャラも個性的で可愛くて魅力的。

　それはさておき、この作者の方、漫画やゲームやアニメに対する愛と知識が凄まじいですよ（笑）。とても追いつかない。ネタの半分も判りません。でも、面白いからいいんだけど。




「漫画の原作」

　〇七年十一月発売の『ドラゴンエイジ12月号から「水色スプラッシュ２ｎｄセカンド．シーズン」の連載が始まります。わたしが原作を担当、作画を紫むらさき☆にゃ～氏が担当している漫画で、前作、「水色スプラッシュ」の続編です。

「水色スプラッシュ」のほうは、すでにコミックス（角川コミックス　ドラゴンジュニア）として発売されていますので、興味のある方は、ぜひどうぞ。競泳水着を着た可愛い女の子が満載の素敵な漫画です。

　ちなみに、作品の舞台となるのは、元女子校の水泳部なのですが、べつにスポーツ漫画でも水泳漫画でもありません。敢あえて言うなら「競泳水着漫画」（笑）。作画担当の紫☆にゃ～氏は、競泳水着（の女の子）を描かせたら日本一！　だと舞まい阪さかは思います。




「連載」

　連載といえば、もう一つ、『ドラゴンマガジン』でも小説の連載を始めます。というか、もう始まっています。タイトルは「狗く牙が絶だちの劔つるぎ」です。舞阪には珍しい現代物。

　テーマは「セーラー服と日本刀」で、舞阪が習っている（いた）居い合あいの知識と実践を活かした作品です。

　イラスト担当の「うなじ」氏の描くキャラが美しく凜り々りしく、なんというか、絶品。是非、一度、ご覧になってください。

　この作品では、ちょっと面白い試みをしようと思ってまして、それが読者参加企画なんですね。どういうことかというと、終盤、作品中に選択肢（主人公が、どちらを選ぶかという）を提示して、読者に投票で主人公の行動を決めてもらおうというもの。選んだ選択肢によって、その後の展開と結末が変わります。ちょっと面白そう……でしょ？

　まぁ、この試みが上手く行くのかどうかは、やってみないと判らないのですが、興味のある方は、作品を読んで、投票に参加してください。




「居合」

　居合は、ちとプライベートの事情で、いったんお休みとなってしまいました。残念。今年後半は講座自体もお休みになるようなので、来年になったら、再チャレンジしようかと思っています。

　結局、スケジュールの都合で、一年半通って、級位も段位も取れなかったけど、まぁ、こればかりは仕方がないですね。この経験を基に作品（＝狗牙絶ちの劔）を書いたので、受講料分の元は取ったかな。

　居合で刀を扱うときの体の使い方というのが、自分が知っている西洋スポーツの体の動かし方とはまったく違う。どうしても、反動をつけたり体を捻ひねったり前傾になったりしてしまうのだけれど、でも、居合でそれはＮＧ。そこが面白く、しかし難しいところ。




「経験を基に」

　居合の経験を基に、もう一つ、作品を作ります。というか、いま作ってます。

　来年（〇八年）早々に某文庫で始める新シリーズですが、こちらは完全なチャンバラ物。とはいっても、時代物ではないのでして、まだ詳細は明かせませんが、ここにこの企画の肝があるわけです（笑）。




「某文庫」

　そう言えば、某文庫で八月に出るはずだった新作が、まだ出ていません。いや、本作が出る頃には、ひょっとしたら出ているかもしれないのですが……。もう、原稿を入れてから半年以上が経過したような気が……。そろそろ出て欲しいところ。




「新作」

　Soundサウンド　Horizonホライズンの新作が出ましたな。

　タイトルが「聖戦のイベリア」。

　イベリア半島でのキリスト教徒側による国土回復運動レコンキスタをテーマにした作品。

　そこへ来ましたか。その辺は、わたしも好きな時代、好きな地域なので、興味深く聴きましたよ。

　で、カラオケで歌うべく、さっそく練習。

　レ～コンキスタ、レ～コンキスタ、レ～コンキ～スタ！

　う～ん、いい感じ（笑）。




「Sound　Horizon」

　行ってきました、Sound　Horizonのライブに！

　わたしのサンホラ師匠、漫画家のＵセンセに連れられて中野サンプラザまで。

　なんというか、わたしのような年寄りには場違いの熱気。疲れました。特に腰が。スタンディングの縦ノリは、腰にきます（笑）。やはり、年寄りは、ひっそりとカラオケで歌っているのがいいのかも。

　でも、ライブ自体は楽しく観ることができましたけどね。




「漫画家のＵセンセ」

　新たなる旅立ちを敢行されたＵセンセに祝福を！




「旅」

　最近、旅らしい旅をしていないのが、なんとも寂しいところで。

　たしかに時間がないというのもありますが。でも、時間は作ろうと努力すればなんとかなるはずなので、その努力をサボっている、ということなのかもしれません。

　昔のように一週間以上かけてツーリング（ドライブ）なんてことは不可能だろうけど、せめて何日かの休みを取って、どこかに出かけたいという欲求が、たまに衝動的に膨れたりする今日この頃。

　二泊三日で近場の温泉、でもいいんだけどね。

　自分で車を運転するのもいいし、電車やバスに乗って出かけるのもいいよね。




「ツーリング（ドライブ）」

　車やバイクの運転をするのは好きです。もっとも、バイクは乗らなくなって久しいので、もはや運転の仕方を忘れているかもしれませんが。

　運転すること自体も好きだし、見たことのない景色を見ながら知らない道を走ることも好き。観光地巡りにはさして興味がなくて、そこに行くまでの「道を走る」という行為が好き。特に交通量の少ないワインディングを走るのは、じつに楽しい。

　走り屋という人たちとは比べるべくもないんだけど、まぁ、そこそこには速いです。っても、いま乗ってる車は、４ＷＤワゴンで、ホイールベースは長いし車重は重いし、軽快とはほど遠い走りですが。

　あと、ご多分に漏れずＡＴ車でして。

　この車はスキーに行くために買ったようなものなので、当然といえば当然だ。というのも、ＭＴ車だと、運転してくれる人が少なくてね。誰かと一緒にスキーに行っても、往復、一人で運転なんてこともあるから恐ろしい。

　でも、ここ数年、スキーに行く回数も減ったから、もっと軽快に走れるＭＴ車なんかもいいなぁ、と思ったり思わなかったり。

　いちおうね、左足ブレーキングとかはするわけですよ、ワインディングを走るときは。でも、２速→１速のシフトダウンは、エンジンブレーキが利きすぎて困る。左足でブレーキ踏みながら右足でアクセルも踏んで調整しようとするんだけど、やはりクラッチ切ってアクセル空ぶかしして回転数を合わせるというやり方に比べると、どうしようもなくスムーズさに欠けるのです。

　昔、とあるバイクに付いていた、バックトルクリミッターみたいな機構をＡＴ車にも付けてくれんかなぁ。そうしたら、ＡＴ車でも、スムーズなシフトダウンができるんだけどなぁ。でも、くれんだろうなぁ。需要、なさそうだしなぁ。そんなことしてまで走る人なら、ＭＴ車買うものなぁ。




「スキー」

　最近は一人で出かけるのが面倒くさくなってきた。というか、そこまで熱心じゃなくなったというか。誰か一緒に行ってくれる人がいれば、行きたいんだけどねぇ。行ってしまえば、楽しいんだけどね、スキー。




　さて、今回はページ数に余裕があるので、ちょっとネタ的な「あとがき」を作ってみましたが。

　肝心の、本作についてまったく触れられていませんねぇ。少しは触れておかないと。

　ということで「あとがき２」のほうで、本作についていくつか書いてみます。多少のネタバレを含んでいるかもしれませんので、本編未読の方は、ここで一度、あとがきページを閉じ、冒頭へ戻って本文をお読みになった後、「あとがき２」へとお進みいただくのがよろしいかと。








あとがき２




　この巻で「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」も、めでたく五巻目を迎えました。担当氏の話によりますと、また既刊本に重版がかかるようですから、シリーズとしては、まずまずの成功を収めた……と言えるのかもしれません。読者の皆さまに、改めて感謝を！




　さて、この巻で、あの人が団を離脱することになってしまいました。とはいえ、ガブリエラ戦役時に団にいることは既に書かれているわけで、では、あの人は、いつ、どのようなタイミングで復帰するのか？　というのが、今後の注目点でもあるわけです。

　逆に、ガブリエラ戦役時に、団の外にいたあの人は、いつ、どのようなタイミングで団を離れるのか？　というのも、同じように注目点であるわけですが。

　ところで、この巻では、ガブリエラたちのサービスシーンがありませんでしたねぇ。代わりに、レフレンシア様が「サ～ビス、サ～ビスゥ」な大活躍でしたが（笑）。あと、ウェルネシアの「遊撃小隊随一の巨乳」というベンさん設定、戴きましたんで（笑）。

　ガブリエラによって野望が潰えてしまったオケィアノス。彼は最初、使い捨てキャラの予定だったのですが、この終わり方だと、今後も登場するかもしれませんね。

　その彼が使っていた元黒猫のあの女性も、再登場がありそうです。なんてったって、エスカ・ルディアの○○ですからね……って、この設定も、書いてる途中で、急きゆう遽きよ、決まったものでした。

　このように、作者の予定や構想をキャラが裏切って思わぬ活躍をしてくれると、書いているほうも楽しいのです。この後も、思わぬキャラが思わぬ活躍をしてくれることを祈りつつ、筆（キーボード）を置きます。




　では、Ⅵ巻でお会いしましょう。たぶん、冬の間に出ると思います。

　あ、その前に。十二月には「火魅子炎戦記10」が出ますので、そちらのほうも、ぜひ、よろしくです。





二〇〇七年九月吉日　舞阪　洸
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